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　ウチの校長はわりと人気ものだったけど、一つだけ困ったところがあった。

　家の近くに竹たけ藪やぶを持っているらしく、七月になると嬉うれしそうに刈かり取った笹を軽トラに乗せて学校にやってくる。七月、笹、もちろん七夕だ。

　各クラスに一本ずつ笹が設置され、わざわざホームルームを一時間使って一人一枚の短たん冊ざくを書く。これが教師にも生徒にもとにかく不評だった。笹の葉は散らばるし、準備するのが面めん倒どうだし、何より高校生にもなって願い事なんてこっ恥ずかしい。

　それは今から一年前、やっと高校に馴な染じみ始めた頃ころのことだった。

　ホームルームで、担任が微び妙みような顔をしながら短冊づくりのことを告つげた。いやぁ、校長の趣味でさ。まぁ、俺おれもあんまり気が進まないんだけど。なんて言い訳じみたことを言いながらカラフルな短冊を配る。そして、一時間やるから、相談でもなんでもして自由に書け。できたやつは喋しやべってろ、喋る相手がいなかったら寝てろ。と適当なことを言って、堂どう々どうと教卓の上で車雑誌を広げ始めた。

　なんだかんだ不満を言いながらも、女子はこういうイベントには盛り上がる。何色の短冊がいいとか、誰だれの字が可愛かわいいとか、聞こえてくるのはそんな本題から外れた話題ばかりだけど。

　筆箱からペンを取り出す。無難なことでも書いてさっさと終わらせよう。それで、残った時間で本を読もう。今なら授業中でも堂々と本が読める。

　と、そう思った矢先、最近になってよく話すようになった友人二人が席に近づいてきた。そして、真剣な顔で、短冊に何を書くかを論議し始める。

「僕さぁ、七夕ってけっこう好きなんだよね。願い事を笹に吊つるして、星に願うなんてロマンチックじゃない？」

　と、ケンちゃんが言う。いつも爽さわやかな童顔の美少年。ちょっと天然な友人は、発言からわかるようにクラシックなロマンチストだ。

「なぁ、ロマンチックと言えばよ、こいつでイキナリ告白とかいいんじゃねぇ」

　と、ヤンボが言う。野生のヤンボは茶色い毛並みで、ちょっと耳が大きいのが特徴……と動物みたいに言ってみた。不良風味の友人は、発言からわかるように割とアホだ。

「えー。僕はなんかそういう間接的なのって嫌いやかな。なんか逃げてるみたいじゃない」

「いや、これはこれで勇気のいることだろ。なんたって、学年中に見られるんだぜ。うわ、想像しただけですっげぇ嫌だ。だが、あえて書く」

「書かれた方がもっと嫌でしょ」

「そんなもん、やってみなきゃわかんねぇだろっ」

「書いちゃったら、もう手て遅おくれだよ」

　あのさ、その会話、俺もはいらなきゃ駄目かな？

　言えなかった。二人はそれくらいに白熱していたから。

「うるせぇ。書く、ぜったい書くからな。そして、このクラスで誰よりも早く彼氏彼女の関係になってやるからなっ」

「僕は止めたよ、友達としての義理は果たしたよ。あとはどうなっても知らないからね」

　あー、そうか。友達としての義理か。ケンちゃんの言葉にちょっと賛同して、俺おれも呟つぶやく。

「俺も、やめた方がいいと思うぞ」

「でらうっせい！」

　中ちゆう途と半はん端ぱな名古屋弁で怒ど鳴なられた。よし、これで俺も義理は果たした。あとは知らね。

　ヤンボは勝手に俺のペンを使って短たん冊ざくに願い事を書く。『中なか川がわ由ゆ希きさんと恋人同士になれますように　山やま口ぐち昇のぼる』よりによって、書いた相手はこのクラスでダントツの人気を誇ほこる相手だった。

「でよ、ケンちゃんは何を書くんだ」

「僕は今ね、叶かなえたいことがあるんだ」

　ひゅい、っと卓球のスマッシュを打つ仕し草ぐさをする。どうやら、部活関係のお願いのようだ。

「そういうスポーツに関することを、お願いするのってどうなんだよ。なんか弱気じゃね。しかもフェアじゃないような気がしね？」

「こんなところで告白しようなんて人に言われたくないなぁ。それに、お願いじゃなくて、験げんを担かついでるみたいなものだよ」

「意味わかんねぇよ。そもそも験ってなんだよ？」

「そう言われれば、なんだろーね」

「わかった、元気の験だろ？」

「うーん、すでに漢字が違ちがうよね」

　あのさ、その会話、俺もはいらなきゃ駄目かな？

　言えなかった。二人はそれくらいに真剣だったから。

　ケンちゃんが「借りるよっ」と爽さわやかな笑顔を向けて、俺のペンで短冊に願い事を書く。『次の大会でレギュラーになれますように　久く堂どう健けん一いち』ちなみに、次の大会は三年生の引退が懸かかっている総合体育大会だった。

「で、新あら太たはなに書くの？」

「なにか無難なことを書いてさっさと終わらせるよ。別に、願い事なんかないしさ」

「無難っていえばさ、素敵な恋に巡めぐり会えますようにっていうのどう？」

　それ、無難か？

「天パが直りますように、でいいんじゃね。直らねぇけどな」

　お前はちょっと黙だまれ。

「あ、わかった。無難すぎるのも嫌いやなんでしょ。だったらさ、ずぶ濡ぬれになるような恋がしたい、とかちょっとよくない？」

「書くことないんだったらよ、俺と中川由希が付き合えますようにって書いてくれよ。そしたら二倍だぜ、二倍ならいけるだろ？」

「恋ってすごいよね。落ちるし、溺おぼれるし、破れるんだよ。こんな寛かん容ような言葉、他にないと思うな」

「二倍ってすげぇよな。一時間だとドラマの一話分だけど、二倍になったら映画一本分になるんだぜ」

　もういいだろ、勘かん弁べんしてくれ。そうは思うけど、その後も二人は好き勝手に喋しやべり続けた。

　俺おれはそっとペンを持ち上げ、短たん冊ざくに書く。『そっとしておいて欲しい　桐きり島しま新あら太た』、心の底から、願いを込めて。

　この後、何日かして短冊がクラスに飾られた。

　ヤンボは中なか川がわ由ゆ希きさんだけじゃなく、学年中の女子から嫌われるようになった。

　ケンちゃんは生なま意い気きな（そしてちょっと可愛かわいい）一年がいると先輩たちに目をつけられ、厳きびしいシゴきにあった。

　俺はというと、先生に呼び出しをくらった。イジめられているんじゃないかとしつこく尋たずねられた。

　高校一年にもなって、俺は一つの教きよう訓くんを覚えた。

　第百七十訓くん、願い事は胸に秘めるもの、誰だれかに見せるものじゃない。

　願いなんてのは叶かなう時には叶うし、叶わない時には叶わない。それをわざわざ口にすることは、余よ計けいな面めん倒どうを呼び寄せるだけだ。

　だから俺は、高校二年になって校長が代わってなかったら、短冊にはこう書こうと決めていた。成績がよくなりますように。




　そして今年も、夏の足音を感じさせながら、七夕の季節がやってくる。
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　右右左左右左右。

　で、どうだ！

　半なかば蹴けり開けるように、七つ目の扉とびらを押し開く。

　その先に待っていたのは、絶望という名前の白い部屋だった。窓も電灯も、家具さえもない殺さつ風ぷう景けいな部屋を見渡しながら、何度目かの溜ため息いきをつく。

　もうこの家に閉じ込められて二時間になる。最初の五分は、ちょっとした冒険気分だった。だけどすぐに気づく、これはちょっとした拷ごう問もんだ。真ま綿わたで首を締しめ付けるように、じわじわと心を追い詰つめていく。ところで、実際に真綿で首を絞められた経験がある人ってどれくらいいるんだろう。どうでもいいけど。

「シン、また外れではないか」

　すぐ後ろから、続いてドアを潜くぐってきた声がする。そこには不満も苛いら立だちもなかった。二時間も同じ景色の中を歩き続けているというのに、ストレスどころか、感情の起き伏ふくがまるで感じられない冷たい声。本当に、こいつの精神構造はどうなってるんだ。

「俺おれのせいじゃないだろ。クイズをやっているんじゃない、確率の問題だ」

　答えると、ふん、と偉えらそうに鼻を鳴らすのが聞こえる。

「そんなことは、わかっている。無む駄だ口ぐちを叩たたく暇ひまがあったら考えろ」

　相変わらず可愛かわいくねぇ。負けず嫌いなのもいつも通りだ。

　振り向くと、頭の中でイメージしていた通り、無愛想な顔をした少女が立っている。

　丁てい寧ねいに切りそろえられた長い黒髪、少し吊つり目めがちな目、真まっ直すぐ通った鼻び梁りように真横に結ばれた唇。服装は学校指定のスカートに、ハイネックのブラウスと紺こん色いろのベスト。それは彼女が経営している貸かし本ほん屋や『満まん月げつ堂どう』の制服だった。

　彼女の名前は満みち月つきツクモ、駅前にある『満月堂』という貸本屋の店主だ。俺は『満月堂』の本をタダで借りれる特権と引き換えに、彼女の裏うら稼か業ぎようを手て伝つだっている。

　この世界は誰だれもが思っているよりも曖あい昧まいだ。神様は、この世界を未完成のまま起動させた。そのせいで生まれたのが、何の情報も書き込まれていない空白ブランクだった。空白は、向けられる認識や予測を元にして顕けん現げんされ、世界は人の認識力によって形作られている。

　だけど、この世界には設計ミスがあって、ひずみが集中している地域が存在する。その場所は『観かん測そく点てん』と呼ばれていた。『観測点』で誰からも忘れ去られた場所ができた時、その場所の認識力は失われて空白に戻る。そこに誰かの認識や予測が向けられると、現実のものとして顕現してしまう。それがパンドラと呼ばれる現象だ。

　パンドラを記録し、もしも世界に受け入れられないものが顕現した場合は修正する、それがツクモの裏稼業である『観測者』の役割だった。

　今、俺たちの目の前に広がっているやっかいごとも、その中の一つだ。

　パンドラの元になったのは、ちょっとした怪談だった。町外れに寂さびしがりやの空き家がある。中に入ると、七回連続で正しいドアを開けない限り、外に出られなくなってしまう。

「まったく、やっかいなパンドラだよ。ああ、いい加か減げん、腹も減ってきたぞ」

「シン、このまま、一生ここから出られなかったらどうなるだろうな」

　ツクモが、縁えん起ぎでもないことを聞いてくる。

　ちなみに、残念ながら俺おれの名前にはシンなんて響ひびきはない。俺の名前は桐きり島しま新あら太た、癖くせっ毛にちょっとコンプレックスがある十七歳。シン、と呼ばれているのは、ツクモが俺の名前を読み間ま違ちがえたのを、あだ名と言い張っているからだ。

「飢うえ死にするだろうな、間違いなく」

「そんなわかりきったことを聞いているのではない。こういう追い詰つめられた状じよう況きように必要なのはユーモアだ。希望的観かん測そくとは前向きな思考の転換であり、現実逃避とは違うということを知っておくといい」

「なにが言いたいのか、よくわからねぇんだけど」

「ふむ、お前にもわかるように言い直すとだな、退屈な回答をするなと言っているのだ」

　もうちょっと面おも白しろい答えを返せってことか、面めん倒どうな奴やつだな。

「……もし出られなかったら、かよ。じゃぁ、この家で二人っきりで暮らしてみるか？」

　ちょっと、俺らしくない冗じよう談だんだ、と思いながら言ってみる。他に思いつかなかったってのもあったけど、ツクモの反はん応のうをちょっとだけ見てみたかった。

「ふん、こんな何もない部屋では飢え死にするに決まっているだろう。現実から目を逸そらすな」

「……なぁ、殴なぐっていいか」

　言った瞬しゆん間かん、後悔が過よぎった。

　殴る、ぶっ飛ばす、それは親父の口くち癖ぐせだった。子供の頃ころから、殴られ、ぶっ飛ばされて育った俺にも、その口癖は受け継つがれている。

　そして、やられる前にやれ。特に暴力を振るう男には容よう赦しやするな。それが、ツクモが母親から教えられた家か訓くんだった。俺たちが親から引き継いだモノは、不公平なほどに嚙かみ合っている。

　白い部屋に、乾いた音が響く。ツクモの裏うら拳けんが俺の顎あごを完かん璧ぺきに捉とらえる。

　脳が揺ゆれ、思わず片かた膝ひざをついた。

「シン、最近思うのだが、わざと言ってるのではないだろうな」

「んなわけ、ないだろ。もういい……先に進むぞ」

　少し待て、ツクモはそう言って、背後のドアの傍そばにしゃがみ込む。

「なんだよ、もうその扉とびらは開かないぞ」

　そう告つげて、うんざりしたように振り返る。

　寂さびしがりやの家、このパンドラを攻略するのに課せられたルールは、思ったよりシビアだった。

　俺たちがこの噂うわさの空き家を訪れたのは、今から二時間前。

　ドアを開けると、中は真っ白い部屋。向かいの壁かべに二つのドアがあるだけで、他には何もない。広さだけなら、ちょっとしたリビングルームくらいはあるだろう。向かいの壁のドアを開けると、その奥にも全く同じ部屋が広がっている。ドアをひたすら七回選び続け、正しい順番を通れば外に出られる。それがルールだった。

　中に入るまでは、大したことはないだろうと思っていた。それが、一つ目の誤ご算さんだった。

　誰だれが考えたのか、噂うわさにはなかった裏ルールがいくつか追加されていた。通ったドアはすぐに開かなくなり、戻ることができなくなる。間ま違ちがった道を通ると、メモや印しるしを付けていても全て消えてしまう。頼りは記き憶おくだけだ。

　最初は闇やみ雲くもに突とつ破ぱしようとしたけど、何回試ためしても偶ぐう然ぜんは起きなかった。だから、確率論で全部のパターンを試すことにした。全部で百二十八通りだから、いつかは正解に辿たどり着くはず……なんだけど、いっこうに当たりはやってこない。

　ツクモはまだ入ってきたドアの前にしゃがみ込んでいた。

「お前、そういやさっきからよく通り過ぎたドアを見てるけど、なんかあるのか？」

「大したことではない。失敗した時にドアを調べると、右下にドクロのマークが書いてあるだけだ」

　ツクモはスカートを払はらいながら立ち上がる。

　……ん？　なんだ、それ。

　俺おれもしゃがみ込んで、ツクモが見ていたドアを調べる。本当に小さいけど、確かにドクロマークが刻きざまれていた。すごい観察力だな、よくこんな小さなものに気づくもんだ。その点は、すごいと思う。でも、っていうかさ。

「すなまい、つまらないことに気を取られてしまった。まったく、下らない遊び心を混ぜたパンドラだな。時間が惜おしい。さぁ、先を急ごう」

　ツクモはそう告つげると、次のドアに手を掛けようとする。

　俺は慌あわてて近寄って、ドアを確かめる。片方のドアの右下にはドクロマークが刻まれていた。どうやら、両面に同じマークがあるらしい。

「……お前、このこと、いつから気づいていた」

「うむ。最初からだ」

「なんでそれを言わねぇんだっ」

　思わず声が大きくなる。どうやら、パンドラにはちゃんとした攻略法が用意されていたらしい。それを聞いて、ツクモは不可解そうな表情を作る。

「言ってどうなるものでもないだろう。ただ片方の扉とびらの右下にドクロマークが刻まれている、それだけだぞ」

　すごいのか、バカなのかわからない。なんなんだ、こいつは。

「じゃぁ、扉を開ける前に、マークを確認すればいいってことだろ」

「なるほど、逆転の発想だな」

「全く逆転してねぇっ」

　いや、逆転してるかもしれねぇけど、お前が勝手にひっくり返してただけだろっ。

　ツクモは一いつ瞬しゆんの間を空けて、ふん、と鼻を鳴らす。

「冗じよう談だんだ。扉とびらの右下にドクロが刻きざまれていることには、私わたしも、たった今気づいたのだ」

　噓うそをつくな。最初っから隅すみっこ気にしてただろ。相変わらずの負けず嫌いだ。

「もう、いい。疲つかれた、さっさと終わりにしよう」

　慎しん重ちようにドアを調べながら、一つ一つ進んでいく。

　七つ目のドアを開けると、その向こうには外の景け色しきが広がっていた。

　脱力と、ほんのわずかな感動が込み上げてくる。よかった、無事に生せい還かんできた。

　開いた扉のすぐ前に、小さな女の子が立っていた。女の子は、今にも泣き出しそうな顔で俺たちを見上げている。

「クルン、無事だったのか」

　ツクモが声を掛けると、勢いよく駆かけ寄ってきた。

　まだ小学校に通っているくらいの可愛かわいらしい少女だった。栗り鼠すのように大きな目、ひくひくと動く小さな鼻、自然な亜あ麻ま色いろの髪。服装はショートパンツにパーカー。その正体は、ツクモが神様から預かっている聖せい獣じゆうタマオコジョだ。

　よっぽど不安だったのか、クルンは何も答えずに、そのままツクモの腰こしに抱きついた。意外とくすぐったがり屋なツクモのウィークポイントに触ふれられたらしい。ひょわ、とらしくない声をあげる。

「……クルン、どこに行っていたのだ。急にいなくなるので心配したのだぞ」

　ツクモが、抑よく揚ようのない冷たい声で尋たずねる。

　二つ目の誤ご算さんが、これだった。クルンにはパンドラを修正する能力がある。だから、たとえ中に入って出られなくなったとしても、クルンが一いつ緒しよならパンドラを壊こわせると思っていた。

　だけど、空き家に入ったのは俺おれたち二人だけで、クルンはいつの間にかいなくなっていた。

「……なんか、あったのか。門を潜くぐるまでは一緒にいただろ」

　クルンは手にポストイットを貼はって見せてくれる。言葉が話せないらしく、クルンと会話をする時はいつもこの方法だった。「そらを、たい焼きがおよいでました」、ポストイットにはそう書かれていた。

　うん、何を言ってるんだろう。

　俺の表情を見て、クルンはもう一枚書いて見せてくる。「ほんとうです。そらをおよいでました」、別に疑ってるわけじゃなくて、意味がわからないだけだから。このオコジョ少女が噓うそをつくのは考えられない。でも、それはいくらなんでも、あんまりだった。

　とにかく、クルンがいなくなったのはパンドラの効果とかじゃなくて……ただ、別のことが気になって、一いつ緒しよに家の中に入らなかっただけらしい。

　たい焼きに気を取られた間に俺おれたちが家に入ってしまい、ドアが閉まってしまった、そういうことか。パンドラの性質上、あとを追って飛び込んでも同じ場所に通じるとは限らない。外で待っていたのは賢けん明めいな判断だったかもしれない。

「クルン、たい焼きが空を泳いでいたからなんだというのだ。パンドラを記録する途と中ちゆうで、余よ計けいなことに気を散らせるな」

　ツクモは、少しだけ咎とがめるように言った。たい焼きが泳いでいたら気になるだろ、普通。

「今回は危険なパンドラではなかったが、もし命に関わるようなパンドラを相手にしていたらどうするつもりだったのだ。それが、空をたい焼きが泳いでいたごときで、弛たるんでいるぞ」

　ツクモの言葉に、クルンは神しん妙みような顔で頷うなずいた。それから「反省してます」とポストイットを見せてくる。

「反省だけなら、シンにもできるぞ」

　こら、どういう扱あつかいだそれは。クルンもリアルに落ち込むな、そんなにショックか。

　クルンがすぐにポストイットを見せる。「つぎはちゃんとやります」

「ふん、いいか。もう二度と、空を泳ぐたい焼きを見たくらいで気を散らすのではないぞ。ちなみに、どの辺あたりを泳いでいたのだ」

　お前、実は、すっごい気になってるだろ。

　と、その時だった。空き家のドアから、急に白い霧きりが溢あふれ出てくる。

　ただの霧じゃない。世界の基き盤ばんとなっている空白ブランクだった。

　子供の頃ころにパンドラに成りかけたのをきっかけに、俺には世界の空白が見えるようになった。この能力が、満みち月つきツクモと出会い、この世界の残念な真実を知ることになるきっかけだったんだ。

「なぁ、ツクモ……なんか、家の中から大量に白い霧が噴ふき出だしているぞ」

　ツクモには空白は見えないので、教えてやる。白い霧が出ているということは、パンドラの認識力が薄うすれているということだ。

「どうやら、私わたしたちがクリアしたことでパンドラが弱まったようだな。誰だれかがクリアすれば消しよう滅めつする、そんなルールでもあったのだろう。この状態なら、記録できそうだ」

　その言葉を聞いて、クルンがちょっと首を項うな垂だれた。役に立つ機会が一つ減ってがっかりしてるんだろう。

　でも、クルンはすぐに気を取り直して、背せ負おっていたリュックから本を取り出す。本には表紙にも中身にも、何も書かれてない。これが、ツクモがパンドラを記録する媒ばい体たいだった。

　クルンはツクモの傍そばに駆かけ寄ろうとして、

「シン、本を貸せ」

　ツクモが振り向きもせず、そう告つげる。

　クルンの足がぴたっと止まった。それから、ちらりと俺おれを振り向き、ちょこちょこと近寄ってきて本を渡してくれる。いや、別に俺の名前呼ばれたからって、変な気は遣つかわないでいいぞ。

　ツクモに渡すと、遅おそいぞ、と偉えらそうに言われた。うるせぇ、お前が俺の名前を呼ぶからだよ。

「世界の変化を確認……データ記録、開始」

　ツクモが、いつもの台詞せりふを口にする。

　それと同時、家の中から漏もれ出ていた白い霧きりが、一いつ瞬しゆんで光に変わった。

　その光景は、何度見ても、飽あきることはなかった。

　光の粒つぶが、遺い伝でん子しのように螺ら旋せんを描えがきながら本の中に吸い込まれていく。一度に収まりきらない光はツクモの周まわりに溢あふれ、妖よう精せいが光の鱗りん粉ぷんを振りまいているようだった。光の中に立つ少女は魔ま法ほうのように綺き麗れいで、すごいものに触ふれてしまったように心臓が脈みやく打つのがわかる。

　本のページが風ではためくように勢いよく捲めくれていき、高速でインクリボンが往復しているように光が文字へと変わっていく。それはすぐに、本の半分ほどを埋うめた。

　光が全て本の中に吸い込まれ、パタン、と音を立てて勢いよく閉じられる。

「データ保管、完了だ」

　ツクモが告つげると同時、夜の静けさが戻ってくる。

「へぇ、半分か。けっこうでかいパンドラだったじゃねぇか」

　パンドラが消えているのを確認するために、空き家に近寄ってドアを開ける。その向こうには、なんの変へん哲てつもない狭せま苦くるしい玄関があった。ツクモが冷たい声で言ってくる。

「残念だったな、シン。この家で二人で暮らすというのも、なかなか愉ゆ快かいな提案だったぞ」

「ば、なに言ってんだよ」

　思わず、勢いよく振り向く。ツクモは全くの無表情だった。くそ、いつものことだけど調子が狂くるうな。

　と、ツクモの後ろで、クルンがちょっと俯うつむいているのが目に入る。

　ミスのことを気にしてるんだろうか。近寄って、どうした、と話しかけた。

　ポストイットを差し出してくる。「あんまり役に立てませんでした」

「気にするなって。お前はいっつも頑がん張ばってるんだから」

　そう言ったけど、クルンの顔色は晴れなかった。

　空き家から出ようとしたところで、奇き妙みようなものに気づく。

　軒のき先さきに、明らかに不ふ似に合あいなものが転がっている。近づいて拾い上げると、思った通り釣つり竿ざおだった。

　持ち上げた瞬しゆん間かん、ツクモが、む、と唸うなる。

　すぐに俺も気づいた。

「……たい焼きが、空を泳いでるな」

　釣竿の先には、たい焼きが括くくりつけられていていた。どうやら釣つり糸いとは、ゴムのような材質でできてるらしい。俺おれが持ち上げたせいで、釣つり糸いとにぶら下がったそれは、ふよふよと夜空を泳ぐように揺ゆれていた。

　クルンが見たのはこれだったんだろう。誰だれだ、こんなわけのわからないことした奴やつは。

「どうやら、たい焼きの謎なぞは解とけたようだな」

　相変わらずの冷たい声だったけど、その表情はどこかすっきりしたようだった。よっぽど、空を泳ぐたい焼きが気になってたんだろう。

「大おお方かた、近くの子供に遊ばれたのだろう。まぁ、こんなことだろうとは思っていた」

　ツクモはあっさりと言って背を向ける。

　おい、ちょっと待てよ。こんな意味不明なもの、子供の悪戯いたずらで片付けるには無理があるだろ。

「さぁ、帰るぞ。シン、駅まで送ろう。それとも、満まん月げつ堂どうに寄っていくか？」

　その声を聞いて、俺も馬鹿馬鹿しくなって考えるのをやめる。こんなわけのわからないもの、どれだけ考えたって謎しか出てこない。釣つり竿ざおを元あった場所に戻す。

「じゃぁ、そうしようかな。ちょうど新しい本を借りたいと思ってたんだ」

　そう言ってから、足元にいるオコジョ少女の頭の上に手を置く。驚おどろいたらしく、ぽんっ、と耳が飛び出してきた。

「それから、クルンの紅茶も飲みたいしな」

　そう言うと、落ち込んでいたクルンが、ぱっと笑顔を浮かべて見上げてくる。

　だけど、すぐに正面から意外すぎる声が聞こえた。

「いや、シン。紅茶は私わたしが淹いれよう」

「お、お前がぁ？」

「なんだ、問題があるのか。私が紅茶を淹れるのは合法なはずだ」

　いや、法には触ふれないに決まってるだろ。でも、こいつが給きゆう仕じをしてるとこなんて一回も見たことない。普段の不器用な姿をよく知っているだけに不安になる。

「なにをもっさりしている。置いていくぞ」

　ツクモは俺の不安をほったらかしたまま、近くに停とめてあったスクーターに跨またがった。クルンもオコジョモードになって、ちょこんとツクモの肩にのっかる。ところで、もっさりってどういう意味だろう。

　今夜のパンドラは、まだマシな方だった。満みち月つきツクモと知り合ってから、俺の日常は面めん倒どうごとの大だい侵しん略りやくを受けている。

　ツクモの仕事を手て伝つだっている理由は、『満月堂』の本をタダで借りれることの他に、もう一つあった。どこで間ま違ちがったのか、この強がりで負けず嫌いで不器用で自分勝手な少女のことが……気になっていた。

　俺が子供の頃ころからつけている「教きよう訓くんメモ」は教えてくれる。

　第二百十五訓くん　満月ツクモと関わるなら、覚かく悟ごしろ。

　満みち月つきツクモと関わると、面めん倒どうごとに巻き込まれることになる。それでも傍そばにいたいと思うのなら、覚かく悟ごして進むべし、と。

　スクーターの荷に台だいの上、流れてくる柑かん橘きつ系けいの香水の香かおりに包まれながら、空を見上げる。

　見上げた夜空には、ウサギに齧かじられたみたいに欠けた月が浮かんでいた。俺おれは、その欠けた部分をイメージして、小さく笑みを浮かべる。

　ツクモが淹いれてくれた紅茶は、なかなか美お味いしかった。




　　　　＊




　七月になって最初のホームルームは、何をするのか決まっていた。

　担任が面倒そうに告つげる。えー、皆も知ってる通り、今週の日曜日は七月七日だ。そう言ってからカラフルな短たん冊ざくを配った。二年になっても、校長は代わらなかった。各クラスに笹が届けられ、ホームルームを一時間潰つぶして七夕の準備が始まる。

　願い事を書いた奴やつから自由時間だからなー。担任はそう言うと、仕事は終わったとばかりに廊ろう下かに出ていった。相変わらず適当な人だ。

　配られた短冊に書く願い事は、一年前から決まっていた。

　第百七十訓くん、願い事は胸に秘めるもの、誰だれかに見せるものじゃない。

　それは高校一年の七夕の時に学んだ教きよう訓くんだった。短冊を受け取るとすぐに、サインペンで願い事を書き込む。『成績がよくなりますように　桐きり島しま新あら太た』別に、思ってないけど。

　書き終わった願い事を裏返すと、鞄かばんの中から本を取り出す。後は自由時間だ、授業中だけど自由に読書ができる。

　取り出したのは、昨日の夜にレンタルしたばかりの『月げつ光こう文ぶん庫こ』の最新刊だった。『月光文庫』は、俺が応援しているマイナーなレーベルだ。マイナーすぎて、この辺あたりでは満まん月げつ堂どうでしか扱あつかっていない。

　と、まだ一ページも読み進まないうちに、ケンちゃんが近づいてくる。

「あれぇ、新太、もう書き終わったんだ」

　机つくえの横に、ちょこんと座り込む。どうやら、今年も俺のことを放っておいてはくれないらしい。ちなみに、ヤンボの方は、俺の前の席でうんうんと唸うなっていた。何を書くか、よっぽど悩んでるんだろう。

「僕も、今年は何をお願いするか決まってたんだ。ほら」

　ケンちゃんはさりげなく俺の願い事を読みながら、交換、とばかりに自分のを差し出してくる。『あの人とまた会えますように　久く堂どう健けん一いち』ケンちゃんの短冊にはそう書かれていた。

「あの人って、誰のこと？」

　ちょっと興味を覚えて、聞いてみる。まさか、とは思っていた。

「決まってるでしょ。ほら、縁えん日にちで会った……僕ね、あの時の出会いが忘れられないんだ。本当に、運命だと思ったんだよ。もう一度会えないかなぁ」

　……やっぱり、まだ忘れてなかったんだ。

　ケンちゃんが言っているのは、フジエルという少女だった。羽はね木き神じん社じやの縁日で彼女を見て、残念ながら一ひと目め惚ぼれしてしまったらしい。

　本当は、毎日会ってるんだけどな。ちらりと、隣となりの席を見る。もちろん、伝えることはできないけど。藤ふじ崎さき、いや、フジエル本人と、ケンちゃんには正体を話さないって約束したからだ。

　隣の席には、藤崎芳よし乃のが座っていた。彼女もすでに短たん冊ざくを書き終わっているらしく、英語の教科書を開いていた。

　几き帳ちよう面めんに編あまれた長い黒髪、知的で潔けつ癖ぺきそうな瞳ひとみ、さらに真ま面じ目めさを強調するような飾り気のない眼鏡めがね、優等生を絵に描いたような奴やつだった。父親は『フジサキカーテン』というカーテンメーカーの社長で金持ちらしい。

　と、藤崎は俺の視線に気づいたのか、席を立って近づいてくる。

「き、桐きり島しまっ」

　まさか、話しかけられるとは思わなかった。どちらかというと、嫌われてると思ってた。

　なんの用だろう、と顔を向ける。藤崎は、レンズ越しに険けわしい視線を向けてきた。

「な、なんの本を読んでるのよっ」

　意外な質問がやってきた。

　なんでこいつが、俺が読んでる本なんか気にするんだ。っていうか、まず、教室で普通の会話をしてきたことがびっくりだけど。

「なっ、な、なによ。なに変な顔のくせに変な顔してんのよ」

「いや、だって……お前が普通に話しかけてくるなんて、なにか企たくらんでるのか」

　尋たずねると、藤崎の体から強きよう烈れつな気配が立ち上る。それも巧たくみに俺にだけ向けられていた。なんてことだ、こいつ、いつの間にか完全に覇は気きを使いこなしてやがる。

「わ、私わたしが、普通の話しちゃ、い、いけないの」

　なんでそんな嚙かみまくってんだ。すっげぇ緊きん張ちようしてるだろ。

　と、そこでやっと気づく。ああ、ニブいな、俺も。

　机つくえの横にちょこんと座っている親友。目当てはケンちゃんだったのか。俺を経けい由ゆして、ケンちゃんと少しでも話がしたいってことか。たまに可愛かわいとこあるんだよな。

　藤崎は、ケンちゃんのことが好きだった。知ってるのは俺だけだろうけど、この二人は、器用な三角関係を描えがいている。

　えっと、そうだ、とりあえず読んでる本を聞かれたんだっけ。

　手に持っていた文庫カバーを捲めくって、表紙を見せる。そこには、ユニコーンに跨またがるターバンを巻いた少年の姿があった。タイトルは『ファビオの角つの笛ぶえ』、化石を元にして大昔に絶ぜつ滅めつした幻げん獣じゆうを呼び出す能力を持った少年ファビオと、亡国の王女フィーネが世界を救うために旅をするという、男の子なら誰だれもが憧あこがれる王道ファンタジーだ。

「またマニアックそうなの、読んでるわね」

　藤ふじ崎さきが溜ため息いき交まじりに言ってくる。ぶちっ、頭の中で何かが切れる音がした。

「馬鹿にするなよ。ファビオの角つの笛ぶえは、海外モノにだって負けないくらい壮そう大だいな世界観を持ったファンタジーだぞ」

「うん、そうだよ。ボクもこの前借りたけど、けっこう面おも白しろかったよ」

　と、横からケンちゃんが援えん護ご射しや撃げきしてくれる。その弾だん丸がんは、スナイパーみたいに的確に相手の急所を貫つらぬいた。

「そっ、そうよね。私わたしもそう思ってたの！」

　藤崎が顔を真まっ赤かにして答える。おい、これだから恋愛ジャンキーはっ。

　それを聞いて、ケンちゃんは嬉うれしそうに笑う。

「なんだ、そうなんだ。藤崎さんってさ、意外と──」

　爽さわやかな笑みを浮かべたまま、藤崎に顔を向ける。横から、藤崎の心臓がドラムロールのようにバクバクいってるのが聞こえてくる、気がした。

「新あら太たと気が合うみたいだねっ」

　藤崎の瞳ひとみが、途と端たんに冷めた。そして、なんでこんな奴やつと、みたいな貫くような覇は気きを俺おれにだけ向けてくる。ああ、罪つみな台詞せりふだよ、ケンちゃん。

「そ、そうよ。意外とね。だから、久く堂どうくんも、その、仲良く、してね」

　お、頑がん張ばった。藤崎の中で、俺と仲がいいと認めることと、ケンちゃんと話をするきっかけを増やすこと、二つがプライドを掛けて鬩せめぎ合いをしたのが見えた気がした。

「うんっ、もちろんだよっ」

　ケンちゃんは、春風のように爽やかな笑顔で答える。藤崎の顔が真っ赤になった。

「藤崎さんは願い事、なんて書いたの」

　藤崎は緊きん張ちようで上う手まく話せないのか、無む言ごんで自分の短たん冊ざくを差し出す。それを見た途端、ケンちゃんは楽しいことを発見したように手を叩たたいた。

「うわー、すごいよ。これ、新太と全く同じだっ」

　え。俺と藤崎は、互たがいに隣となりの席の短冊を覗のぞき込む。そこには、見覚えのある願い事が書かれていた。『成績がよくなりますように　藤崎芳よし乃の』

　ケンちゃんが口を開く。俺は必死で心の中で祈いのった。言うな、言わないでやってくれ。

「やっぱり、新太と藤崎さんって、相性ピッタリだね」

　祈りは届かなかった。

　藤崎は初期の二足歩行ロボットのようにカクカクした動きで自分の席に座ると、ぱたっと電池が切れたみたいに伏せ寝を始めた。あれ、どうしたの、とケンちゃんが不思議そうに首を傾かしげる。そりゃね、好きな相手に、そんなこと言われたら傷つくよな。

　藤ふじ崎さきが呟つぶやくのが聞こえてきた。

「……桐きり島しまと一いつ緒しよなんて」

　おい、傷ついたのってそっちかよ。

「……最低」

　そんなにショックか。なぁ、そんなにショックか。

「で、できたぁっ。見ろ、今年こそいけるだろ」

　と、今まで珍しく黙だまっていたヤンボが、いきなり声を上げて振り向く。どうせ、大したことじゃないだろうけど。

「ほら、今年の願い事は、叶かなう気がするぜ」

　そう言って自信満々に書いた短たん冊ざくを見せてくる。『アイドルと付き合えますように　山やま口ぐち昇のぼる』小学生かよ、俺おれとケンちゃんは冷たい目で親友を見る。きっと、これを見たクラスメイト全員から、同じような視線を向けられるだろう。

　改めて思う。教きよう訓くんは正しい。

　第百七十訓くん、願い事は胸に秘めるもの、誰だれかに見せるものじゃない。







　図書室は、小学校で習うように静かに本を読む場所だ。

　高校に入学した時から、ここは俺の居場所だった。面めん倒どうごとがパレードをしているような学校生活の中で、ただ一つ、たった一人になれる場所……のはずだった。

　ちらりと、横を見る。

　少し離はなれたテーブルには、いつもの少女が座っていた。

　彼女の名前は宮みや野の小こ雪ゆき。人形みたいに小さな顔、少し垂たれ目がちでグレーがかった瞳ひとみ、いつも少し赤い頰ほお、肩まで届きそうな髪、人形のように可愛かわいらしい容よう姿しは二年のクラスでさえ噂うわさになるほどだった。その人気は、白雪姫なんてあだ名が付けられてることからもわかる。

　と、彼女が読んでいる本のタイトルが目に入る。『Ｌの扉とびら３～溺おぼれる雌め蘂しべ～』、どんな内容なのかは想像しないでおこう。っていうか、いいかげん表紙を隠せよ。

　でも、彼女は基本的にいつも静かに本を読んでいる。マナーだけなら模範的な図書室の住人だ。俺の大切な時間を邪魔するようなことはしない。

　溜息をついて、視線を正面に戻す。

　ツクモが、図書室に入ってくるのが見えた。

　衣ころも替がえで皆半はん袖そでになっているというに、一人だけ長袖のままだった。いや、問題は袖の長さじゃなくて、もっと根本的なことだ。スカートは指定のものだけど、上は満まん月げつ堂どうの制服だった。制服が二つもあると面倒、なんてふざけた理由でこんな格かつ好こうをしているらしい。

「すまない、食堂が混んでいて少し遅おそくなった」

　当たり前のように近づいてきて、目の前の席に座る。

　いや、約束とか全くしてないから。

　諦あきらめと、ほんの少しほっとするのを感じながら本を閉じる。パンドラの記録を手て伝つだうようになってからというもの、満みち月つきツクモは俺おれの大切にしていた時間に、土足どころかスパイクで踏ふみ込んでくる。

「シン、願い事はあるか？」

　さっそく、わけのわからないことを聞いてきた。

「いや……いきなり聞かれても困るけど。どうしたんだ」

「つまらない男だな。せっかく私わたしが願いを叶かなえてやると言っているのだ。なにか答えたらどうだ」

「じゃぁ、図書カードを五万円分くれ」

　試ためしに答えると、ツクモは、うむ、と偉えらそうに頷うなずいた。どこぞの司令官のように、顔の前で手を組みながら言ってくる。

「図書カードというのがお前らしいな。五万円という半はん端ぱな額もお前らしい。そういう返答を待っていたのだ」

　それから、君に新しいミッションを授けよう、というようにポケットから一枚の細長い紙を出してテーブルの上に置く。細い指で、つい、と滑すべらせて俺の目の前に持ってきた。

　それはどう見ても、短たん冊ざくだった。しかも、よりによってピンク色だ。

「なんだよ、これ」

「うむ、短冊だ」

「で？」

「なんだ、知らないのか。七夕の日に、短冊に願い事をかいて笹に吊つるせば──」

「いや、それは知ってるけど」

「わかった。色が不満なのだな。では、この黒でどうだ？」

　ポケットから短冊の束たばを取り出す。カラフルな紙が十枚以上入っていた。なんでそんなもん持ち歩いてるんだ。

「……黒じゃ何書いてるのかわからねぇだろ。って、そういう問題じゃなくて、なんなんだよ。短冊なら、ホームルームで書かされたから」

　細い指が伸びてきて、ピンクの短冊を裏返す。

　そこには、手書きの文字がコピー印刷されていた。一番上に書かれていた文字を読み上げる。

「七夕パーティの招待状……なんだ、これ？」

「私の町内では、七夕がある週の金曜日にパーティをやるのが伝でん統とうなのだ。シン、お前も来ないか？」

「……なにをするんだよ、それ」

「皆で短たん冊ざくを吊つるしてな、星を眺ながめながら飲み食いするのだ。母がいた頃ころからの付き合いだからな、毎年顔を出すことにしている」

「それはまた、平和なイベントだな」

　呟つぶやきながら、頭の中で思った。なんか面めん倒どうそうな臭においがする。

「ああ、実に長閑のどかな会だ。だが、一つだけずっとわからないことがあってな。どういうわけか、毎年、パーティの終わりの方の記き憶おくがないのだ」

　抑よく揚ようのない冷たい声で言ってくる。ん、なんだよ、それ。

「毎年、ちゃんと家に帰ってきてはいるのだが、満まん月げつ堂どうの制服のまま布団ふとんに入っているのだ。それに、着衣がなぜか乱れていてな」

　ツクモは、少し気味悪そうに首を振る。

「それだけではない。どういうわけか、七夕が近づくと、町内会の男たちがとりわけ親切にしてくれるのだ。なにやら余あまった惣そう菜ざいをくれたり、商店街の割引券をくれたり、近くの自転車屋の親父など頼んでもいないのにスクーターのメンテナンスをしてくれたりする」

　なんだか、ぞわぞわと首筋を這はうように、不ふ快かいな妄もう想そうが頭を過よぎる。

「……なんか、危なっかしいな。お前、変なことされてるんじゃないだろうな？」

「変なこととはなんだ？　心当たりがあるなら、もっと具体的に言ってみろ」

　いや……なんでもない。そう呟つぶやく。町内会のおっさん共どもが記憶を失う薬を使って、あんなことやこんなこと……言えるわけねぇだろ。

　ガタン、と、少し離れたテーブルで音がする。宮みや野のが、椅い子すから転げ落ちそうになっていた。その顔は、いつも以上に真まっ赤かに紅こう潮ちようしている。ああ、話、聞いてたんだな。

「……わかった、俺おれもいくよ」

　覚かく悟ごを決めて頷うなずいた。町内会のオヤジ共から、ツクモを守らないと。いや、考え過ぎだとは思うけど、一度過ってしまった妄想が俺を駆かり立てる。

「でも、俺は町内の人間じゃないけど行っても大丈夫なのか」

「問題ない。満月堂で働いていることは皆も知ってるからな。どういうわけか、お前は、うちの町内では有名人なのだ」

「え？　なんでだよ」

　そう言って、すぐに思い当たる。一ヶ月くらい前、そういや、満月堂の前で叫さけんだことがあったっけ。ツクモの方は思い当たらないようで、なぜだろうな、と返してきた。

「そういや、クルンも行くのか、そのパーティってやつ」

「ああ、毎年行っている。だが、クルンにパーティの後で、私わたしが記憶をなくなっている間に何をしていたのかと聞いても、はっきりしないのだ。私は町内会のオヤジ共に囲まれて楽しそうにしていた、そう答えるだけなのだ」

　あのオコジョ少女がツクモに噓うそをつくことはないだろうけど、そっち方面の知識が不足していて何か卑ひ猥わいなことをされていてもわかってないって可能性もある。いや、ないだろうけど。ないだろうけど……でもなんか心配だ。おぶっ、横で変な声がした。振り向くと、宮みや野のが流れてきた鼻血を押さえていた。ああ、お前もか。

　と、そこで、昨夜のクルンの落ち込んだ顔を思い出した。

「なぁ、昨日きのうさ、あれからクルンの様子どうだった？」

「いつも通りだぞ」

「そうか、ならいいんだ。ちょっと落ち込んでる気がしたからさ」

　そう答えながら、中学の頃ころに学んだ教きよう訓くんを思い出していた。

　第百四十訓くん、頑がん張ばりすぎると、突然ぽっきり折れることがある。

　美術の時間に仲の良かった友達と二人で共同制作をすることになった。テーマは体育祭の旗はたのデザイン案。張り切った友人は、適当にやろうとした俺おれの意見を押し切り、雑誌を調べネットを調べ、画材を用意し小道具を自じ腹ばらで購入し、普段の彼から想像できない頑張りを見せた。そして、ようやくイメージが固まり出したところで言った。「もうさ、なんでもよくね？」結けつ局きよく、俺たちが提出したのは、子供が描いたようなモアイ像ぞうだった。

　ツクモは、ふん、と鼻を鳴らして告つげる。

「クルンなら大丈夫だ。あれくらいで落ち込みはしない」

「なら、いいんだけどよ。そういや、お前、なんで今日は食堂だったんだ？　いつも、クルンがうまそうな弁当を作ってくれてただろ。やっぱクルンになにかあったんじゃ」

「心配ない。今日は、私わたしから必要ないと言ったのだ」

　普段のツクモからは、想像もできない台詞せりふだった。いつもは、仕事はクルンに押し付けっぱなしだったのに。どうやらこいつなりに気き遣づかっているらしい。

「シン、クルンのことを案じているのなら、一つ頼みがあるのだが」

「ん、どうした？」

「近いうちに、どこか遊びに連れて行ってやってくれないか。その間、店番は私が引き受ける」

「別に、いいけどさ……やっぱり、クルンになにかあったのか？」

「問題ないと言っている。ただな、この一週間は特別なのだ。頼んだぞ、シン」

　ツクモはそう念押しすると、話は終わりだというようにすっと立ち上がって去っていった。相変わらず、何を考えてるのか読めないヤツだな。

　それにしても、この一週間は特別って、どういう意味なんだろう。

　ただ、クルンを気遣っているだけじゃないらしい。ツクモがよくわからないのはいつものことだけど、今回は、さらになにか面めん倒どうなことを考えている気がした。

「あの……き、桐きり島しま……せん、ぱい」

　囁ささやくような声がする。振り向くと、いつの間にか、すぐ横に宮野が立っていた。相変わらず、こいつは気配を消すのが上う手ますぎる。

「どうしたんだ？」

「あの……さっきの、話……聞こえてました。本当に、偶ぐう然ぜん、聞こえてたんです。ライバルなのに、先輩にこんなこと頼むのは筋すじ違ちがいかもしれませんけど……私わたしは、あの町内とは関係ないので……だから、お願いします」

　小さな声で、恥はずかしそうに俯うつむきながら、それでも真剣に言葉を続けた。

　いきなり顔を上げる。少しグレーがかった瞳ひとみが俺おれを見る。ああ、普段はオドオドしてるけど、やっぱりこの子は可愛かわいいな。そんなことを改めて思う。

「あ、あのっ、ツクモさんに、え、エッチなことさせないでくださいっ！」

　こら、でっかい声でなんてことを叫さけぶんだ。変な誤解を受けるだろっ。

　宮みや野のはぱっと背を向けると、駆かけるように図書館を出て行く。きっと、俺に頼んだのが悔くやしかったんだろう。話を聞いていた時によっぽど酷ひどい妄もう想そうをしてたのかもしれない。

　当然のように、周まわりにいた奴やつらは蔑さげすむように俺を見ていた。はは、ヤベぇ。こんな視線で見られたこと前もあったなぁ、ってちょっと慣なれちまってる自分が悲しい。

　ツクモと知り合ってから、図書室はすっかり、一人で寛くつろげる場所じゃなくなった。

　でも、受け取ったピンクの短たん冊ざくを改めて見ながら思う。どうかしてるとは思うけど、俺はツクモから投げられる面めん倒どうごとが、嫌いじゃないらしい。







　部活を終えて帰っている途と中ちゆう、商店街で神様に会った。

　神様の名前はラクア・ラクナ。雪のように白い肌はだに彫ちよう刻こくみたいに整った顔立ち、伸ばせば肩けん甲こう骨こつまで届きそうな金色の髪を背後で一ひと括くくりにしている。瞳はうっすらと青く、その存在感はどことなく浮うき世よ離ばなれしていた。服装は、季節外れの白いダッフルコートを今だに愛用している。

　神様、といっても、別に特別なことをしているわけじゃない。普段のこの人がなにをやっているのか知らないけど、会う時は目的なくぶらぶらしてることが多い。でも、今日は珍しく、ぱっと見ただけでこの人が何をしているか言い当てることができた。

　……犬の散歩だ。

　だけど、やっぱり聞かないわけにはいかなかった。

「なに、してるんですか？」

「見てわからない。犬の散歩よ」

　いや、わかりますけど、なんでそんなことを？

　ラクアの手には赤いロープが握にぎられ、それは足元の首輪に繫つながっている。そこには、可愛らしいミニチュアダックスフントがいた。

「その犬……えっと、藤ふじ崎さきの飼い犬、とかですか？」

「ちがうわよー。ちょっとワケありなの。名前はミケっていうのよ」

　犬にミケって付けるセンスはどうなんだ。それと同時に、教きよう訓くんを思い出す。

　第九十二訓くん、名前をつける時はよく考えること。

　子供の頃ころ、夏休みに田舎いなかの祖母の家に遊びにいったことがあった。祖母の家では鶏にわとりを飼っていて、その中に一羽だけちょっと変わった歩き方をするヤツがいた。俺おれはそれにケンタと名前をつけて可愛かわいがった。ある日の晩、夕食に鳥の唐から揚あげが出た。母はスーパーで買ってきたから、と言った。次の日、俺が鶏とり小ご屋やにいくとケンタがいなかった。必死でケンタを探す俺に、姉が近寄ってきて言った。名前が悪かったんだよ、と。

「……シンちゃん、どうしたの？　悲しそうな顔をしてるわ」

「いや、いい名前だと思って」

　そう答えて、頭を撫なでてやろうと屈かがみこんだ。その瞬しゆん間かん、ミケがフーっと唸うなる。どうやら気き性しようが荒あらいらしい。

「その子、プライド高いから下へ手たなこと言わない方がいいわよー。特に、名前はタブーなの。あ、撫でたいんだったら、お肉屋さんのコロッケを買ってきて。大人おとなしくなるわよ」

「いや、別にいいです」

　答えると、えー、と残念そうに呟つぶやいた。あんたが食べる気だったのか。わかってたけど。

「ま、いいわ。コロッケはまた今度奢おごってね。それよりシンちゃん、今から満まん月げつ堂どうにいくんでしょ？　私わたしも用事があるのよ、お店まで同どう伴はんしましょう」

　ラクアが言ってくる。なんかさり気なく奢る約束をさせられたのは聞かなかったことにして、神様とミケと並んで歩き出す。

　『満月堂』には、普通の書しよ籍せきと並んで世界の変化を記録したパンドラ本がレンタルされている。それを目当てに、普通の客に混じって神様や天使がやってきたりする。この世界を管理しているラクアは、満月堂の常連客だった。

　こんな回りくどいシステムがあるのは、この世界が、神様が完かん璧ぺきな理想世界を創造するためのモデルケースだからだ。この世界では『世界管理の自動化』という、中に住む人間に世界をメンテさせようっていう怠たい惰だなプロジェクトが試ためされている。認識と予測による世界の構こう築ちくも、ツクモのような記録係がいるのもそのせいだ。そして、神様はパンドラの記録が取れなくなった世界からは興味をなくして実験終了になるらしい。だから、ツクモの仕事には世界の命運がかかっていたりする……とても、信じたくないことだけど。

　ラクアと並んで歩きながら、気づいたことを口にする。本当は見た時から気づいていたんだけど、ミケがいたせいで言うタイミングを逃のがしていた。

「あの……ラクア様、少し瘦やせました？」

　少し前は、藤ふじ崎さきに小こ遣づかいをもらっていたらしく、ちょっと太り気ぎ味みだった。それが今は、冬眠から目覚めたばかりのリスみたいに、すっきりと余よ計けいな肉がなくなっている。

「そうなのよー。ほら、例のエグニルの『観かん測そく者しや』のことでフジエルが拗すねちゃって、お小こ遣づかいもお菓子もくれなくなっちゃったのよね。かわいそうでしょー」

　いや、もともと神様が小遣いを貰もらってたことがどうかと思いますけど。

「それだけじゃないのよー、あの子のお家にストックしてある台所のお菓子も、勝手に食べちゃ駄目っていうのよ。ちゃんと、お客様用ってかかれた奴やつは、最後に手をつけるようにしてたのに」

「いや、藤ふじ崎さきが怒るのも、無理ないと思いますけど」

「えー、シンちゃん、神より、あの子の味方をするの？　そういうのなんていうか知ってるー、バチ当たりっていうのよ。当てるわよ、バチ」

「……罰ばちってなんのことだかわかってます？」

「あれでしょ、雷的な何かよ」

　どっからきたイメージだろう。っていうか、あんた、そんなことできないだろ。

　と、その時だった。

　大人おとなしくついてきていたミケが、俺おれの足元に擦すり寄ってきた。

　お、なんだ急に。さっきまで唸うなってたのに、可愛かわいい奴だな。

　そう思って、ちょっと身を屈かがめて相手をしようとした。すると、ミケはおもむろに右足を上げる。そして、商店街の真ん中で、堂どう々どうとマーキングを始めた。

　こらっ、俺の足は電柱じゃねぇ。

　勢いよく飛びのくと、ミケは片足を上げてマーキングをしたまま、フーッ、と唸る。

「なっ、なんてことしやがる、この駄だ犬けんっ」

　睨にらむと、ミケはびくっと体を震ふるわせて、勢いよく逃げ出した。気を抜いていたのか、ラクアの手からすっとロープが抜ける。あー、とどうでもよさそうな声を上げた。

　人ごみをすり抜けるようにミニチュアダックスフントは駆かけていき、あっという間に見えなくなる。

「シンちゃんが怖こわがらせるから逃げちゃったじゃない」

「すいません……あの、追わなくていいんですか」

「まぁ、いいんじゃない。どうせすぐに戻ってくるわ。そんなことよりシンちゃん、大丈夫？」

　ちらりと俺の足元を見る。すぐに飛びのいたとはいえ、ミケのマーキングの痕あとがしっかりと残っていた。

　ラクアは何かを思いついたのか、ぽんっ、とどこか古ふる臭くさい仕し草ぐさで手を打つ。それから、教会に飾られている女神像のように慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべて言った。

「ほら、ほらほら。当たったでしょ、バチ」

　久しぶりに、イラっとした。







　商店街を抜け、駅前の路ろ地じを一本奥に入ったところに『貸かし本ほん屋や・満まん月げつ堂どう』はある。

　駅前と違ちがって、この通りには古い家がちらほらと残っていた。長い歴史を感じさせる民家と並んで、クリーニング屋や自転車屋など生活感のある店が立ち並ぶ。そんな少し前の時代にタイムスリップしたような通りの中でも、ひときわ年代を感じさせる店が『満月堂』だった。

　ガラス戸を開けて、神様と並んで店に入る。

　その途と端たん、空気が変わった。駅前の喧けん騒そうが遠ざかり、緩ゆるやかな時間が辺あたりを包む。この感覚が堪たまらなく好きだった。

　入口のすぐ傍そばにカウンターがあり、そこではツクモが本を読んでいた。机つくえの上には地ち球きゆう儀ぎと万まん年ねん筆ひつが並び、ライトに照らされてその周囲だけがオレンジ色に包まれている。

　ツクモは本のページを捲めくりながら、視線も向けずに言ってきた。

「シン、遅おそいぞ。どこをほっつき歩いていた」

　ほっつき歩く、なんか最近言わないよな、と思いながらツクモを見る。そもそも、ほっつくって具体的に何をするんだろう。どうでもいいけど。

　と、ツクモは俺おれの後から入ってきたラクアに気づき、引き出しを開けてパンドラ本を取り出す。昨日きのう、記録したばかりのパンドラ本だった。タイトルは『七つの扉とびらと寂さびしがりやの家』。

　でも、ラクアはそれを見ると同時に手を振った。

「今日は、パンドラ本を借りにきたわけじゃないの。この後、用事があるのよ。今借りちゃったら荷物になるでしょ。本って意外と重いのよ。だから、また今度ね」

　一息で、聞かれてもいないのに、用意していたものをポンと差し出すように説明する。まぁ、実際用意してたんだろうけど。レンタル代がないだけですよね。

「あの、あれよ。別に、フジエルのお小こ遣づかいがないから、レンタル代も工く面めんできないわけじゃないのよ」

　辛つらくなるので、言わないでください。

　と、ラクアはそこで気づいたように辺りを見渡す。

「あら、そういえば、クルンはいないのかしら？」

「奥で古い本の整理をしている。仕事はしなくてよいと言ったのだがな。なんだ、クルンに用事か？」

「あら、あなたがそんなこと言うなんて珍しいわね。この世界のどこかで地震が起きそうな気がするわ」

「神様が、みだりにそういう冗じよう談だん言わないでください」

「シンちゃん、この店でちゃんと私わたしの相手をしてくれるのは、もうあなただけだわ」

　ツクモは、視線を手元に戻して読書を再開していた。本がよっぽどいいところだったのか、ラクアの話がよっぽどどうでもよかったのかどっちかだろう。

　とりあえず、クルンに用事があったんじゃないんですか、と話を戻す。

「あ、そうそう。そうだったわ。実はね、あの子の許可証ビザ、切れそうなのよ」

　はい？　また、なにやら夢のない単語が聞こえてきた。神様の世界はとことん事務的で、なにかあるたびに俺おれの幻げん想そうを奪うばっていく。

「この世界にやってくるのに、そんなものがいるんですか？」

「そうなのよー。聖せい獣じゆうを世界に派は遣けんするのにはね、聖獣世界の世界派遣局に届とどけ出でだして期間限定の許可証を発行してもらうの。このままだと、もうちょっとでクルンは帰らないといけなくなるのよ」

　思わず、ツクモを振り向いた。ツクモはやっと興味を引かれたらしく、本を閉じて顔を上げる。相変わらず、何を考えているのかわからない無表情だった。

「ツクモ、お前……それで最近、弁当をいらないって言っていったり、自分で紅茶淹いれたりしてたのか？　仕事をしなくていいって言ってるのも、それが原因なのか？」

　図書室でのツクモとの会話が頭を過よぎる。まさか、クルンが帰らなきゃいけないっていうのを知って、それで、一人でもやっていけるように準備をしてたってことなのか。

　でもツクモは、なんのことだ、とでもいうように首を振った。

「いや、初耳だぞ。ラクア、なんとかならないのか。家事は全部あの子がやっている。このままだと私わたしは餓が死しするぞ」

「威い張ばって言ってんじゃないわよ。わかってるわ、クルンがいないと、あんただけじゃパンドラの記録もろくにできないでしょう。あ、洒落しやれじゃないわよ、今の。まぁ、今はシンちゃんも協力してくれてるから、そうでもないかもしれないけど」

　ちらりとラクアは俺を方に視線を向けて、慈じ愛あいに満ちた笑顔を向ける。

　いや、無理だから。クルンはパンドラを修正する能力を持っている。俺が手て伝つだったくらいで、補おぎなえるわけないだろ。

　ツクモも当然のように同意してくる。

「馬鹿を言うな。クルンがいないと、記録もろくにできないぞ」

　気に入ったらしい。

「それで、何をどうすればよいのだ。さっさと説明しろ」

「なんで偉えらそうなのよ。まぁ、いいわ。あれよ、滞たい在ざい期間を延長するための審しん査さがあるの。それを受けて合格すれば、またこの世界にいられるようになるわ」

「なんだ、そんなことか。ならば問題ないな」

　ラクアの答えを聞いて、ツクモはすぐに興味をなくしたように読書を再開しだした。

「いや、安心するの早いだろっ。なんで受かる気満々なんだよ。その自信はどっからだ」

「シン、ペガサスはなぜ飛べるか知っているか？」

「その話は聞きたくない。それで、審査ってのは何をするんですか」

「さぁ。たぶん、パンドラを回収するのを見ると思うんだけど、詳くわしいことは知らないわ」

　古いアメリカのコメディのように、両肩を竦すくめてみせる。

「知らないって……どういうことですか？」

「判断するのは、私わたしじゃないの。聖せい獣じゆうの世界から審しん査さ団だんがきてね、クルンがこの『観かん測そく点てん』の記録に役立っているか、『観測者』に必要とされてるかってのを見るわけ」

「聖獣の世界？　そんな場所があるんですか？」

「そうよー。この世界と一いつ緒しよに、たくさんの並行世界が試験運用されてるって話はしたわよね。その中の一つとして、聖獣の世界も存在してるの。こっちは試験運用じゃなくて、試験をサポートするために作られてるんだけどね。彼らは、自分たちの世界のことを聖獣ランドって呼んでるわ」

　へぇ、なんか安い名前ですね。ちゃちなテーマパークみたいだ。

「審査団は、その聖獣ランドからやってくるの。聖獣ランドには『聖獣王』っていう王様がいて、聖獣たちの管理は彼に一任されてるのよ。だから、神でも好き勝手に口出しできないのよね……そろそろ戻って来る頃ころだと思うんだけど」

　聖獣王、そっちの方は、ちょっとだけいい響ひびきだと思った。まるでファンタジーだ、『ファビオの角つの笛ぶえ』に出てきてもおかしくない。

　と、待ち構かまえていたようなタイミングで『満まん月げつ堂どう』のガラス戸がノックされた。

　ノック、というよりも、何か軽いものがぶつかっているような音だった。見ると、ガラス戸の向こうに人影はなく、足元辺あたりに小さな犬がいた。ミニチュアダックスフントが前足で何度もガラスを叩たたいている。

　……さっきの駄だ犬けんか。ラクアの臭においを辿たどってやってきたんだろうか。

「なんだ、あの毛玉は」

「子犬を毛玉扱あつかいするのは、女子高校生としてどうかと思うぞ。たしか、ラクア様の飼い犬でしたよね」

「そうよー。中、入れていいでしょ。この店、ペット同どう伴はん禁止って書いてないものねー」

　いや、普通はわざわざ書かないだろ。とは思うけど、ツクモが意外にも何も言わなかったので、俺おれも黙だまっておくことにした。案外、小動物が好きなのかもしれない。

　ラクアが歩み寄って、ガラス戸を開ける。そして、盛さかっているかのように飛び込んできた駄犬に話しかけた。

「ちょうどよかったわ。今、あなたの話をしてたの。いきなり走っていっちゃうから、びっくりしたわよー」

　それを聞くとミケは、申し訳なさそうにぺこっと頭を下げた。

　さっきの商店街の時もそうだったけど、まるで言葉がわかるみたいだ。

「利り口こうな犬だな」

　ツクモも同じことを思ったらしく、そう呟つぶやく。

　ミケはいきなりジャンプしてカウンターの上に飛び乗ると、そこに転がっていた万まん年ねん筆ひつを前足で器き用ように挟はさむ。それから、近くにあったメモ紙に文字を書き始めた。意外と長文、「さっき逃げ出したのは天パ小こ僧ぞうにビビったわけじゃないぞ。野生の衝しよう動どうにまかせて、駆かけ出したくなっただけだ」とあった。

　この駄だ犬けん、天パとか書いてんじゃねぇ。

　へ？

　ワンテンポ遅おくれて、ミニチュアダックスフントを見下ろす。こいつ、今、何をしやがった。

「利り口こうな犬だな」

　ツクモが、落ち着き払はらった冷たい声で言う。いや、利口とかいうレベルじゃねぇだろっ。お前の頭ん中はどこまで寛かん容ようなんだ。

　と、カチャカチャ、と陶とう器きが重なり合うような音がする。店の奥から、クルンが三人分の紅茶をトレーに載のせてやってきた。店の中に紅茶の香こうばしい香かおりが漂ただよう。

「クルン、仕事はしなくてよいと言っただろう」

　ツクモが冷たい声で告つげる。クルンは小さく頭を振って、トレーをカウンターにおいてからポストイットを見せる。「ボクが飲みたかったので、ついでです」

　ツクモはそれを見て勝手にしろとばかりに、ふん、と鼻を鳴らした。

　クルンはダックスフントを見ると、驚おどろいた表情を浮かべて、ぽんっ、と耳を出す。ポストイットを見せてくる。「獣王さまです」、そう書かれていた。

　なにーぃっ。

　いや、まぁ、聖せい獣じゆうなんだろうってのは思ってたけど……よりによって、聖獣王ってこれかよっ。獣王っていったら、やっぱライオンだって思うだろ。ちょっと譲ゆずっても、虎とらとか象ぞうとか……ミニチュアダックスってどうよ。

　と、次の瞬しゆん間かん、聖獣王の体から白い霧きりが噴ふき出だした。

　体が膨ふくらみ、ダックスフントは人の姿になる。この現げん象しよう自体はクルンで見み慣なれているんで驚かない。

　現れたのは、可愛かわいらしい少年だった。歳としはクルンより少し上、中学生くらいだろうか。円つぶらな瞳ひとみに少し小こ生なま意い気きそうな顔立ち。長めに揃そろえられた黒髪からは、ペロンと垂たれたダックスフント特有の耳が生えている。着ている服装はマーチングバンドの先頭にいるような青い軍服、その上から白いマントを羽は織おっていた。

　獣王はポケットから二つ折りのホワイトボードを取り出すと、文字を書いて見せてくる。きゅきゅ、とペンの滑すべる音が響ひびいた。あぁ、やっぱり喋しやべれないのか。

「これで文句はあるまい。この威い風ふう堂どう々どうたる姿になれば、獅し子しであろうとダックスであろうと関係ないであろう。平ひれ伏ふせ庶しよ民みんども」

　偉えらそうに胸を逸そらしながら見せてくる。いや、子供だし、ホワイトボードだし、その耳だってかなり貫かん禄ろくがないと思うぞ。
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「……王様が、なんで犬の姿で散歩してたんだ？」

「それはあれよー。ほら、この姿って目立つでしょ。だからここに来るまで動物モードにしてたのよー」

　ラクアが代わりに説明してくれる。意外と普通な理由だった。

　獣王もホワイトボードの文字を消して、きゅきゅ、っと補ほ足そくを書き足してくれた。

「聖せい獣じゆうランドのルールで、初めて異世界に行く時は動物モードで行動するよう義務づけておるのだ。服装まで、それぞれの世界の文化に合わせることはできないからな」

　なるほど。確かに、今のミケの格かつ好こうだと目立ってしょうがないだろう。

　と、再び入口のガラス戸が開く。顔を向けると、さらにもう一匹、聖獣がやって来ていた。

　今度は、ヒグマだった。

　聖獣だとわかっても、ビビらずにはいられない。鼻先でガラス戸を器き用ように開きながら、のそ、のそ、と巨体が満まん月げつ堂どうに入ってくる。悲ひ鳴めいを上げたのは俺おれだけで、ツクモもクルンも無む反はん応のうに見つめている。

「あら、やっと来たのね。もうこの店の中に入ったら人間モードになっていいわよー」

　やっぱり聖獣だったらしい、ラクアが声をかける。ってちょっと待てっ。お前は外でも人間モードでいろっ。そんな姿でいたら狩しゆ猟りよう友の会に人たちに銃じゆう殺さつされるぞ。

　ラクアの言葉を聞いて、ヒグマからも煙けむりが噴ふき出だす。それは、すぐに人の姿になった。

　現れたのは、かなり年ねん配ぱいの男だった。歳としは四十を越えているだろうか、短く刈かり上げた白髪に顎あご鬚ひげ、年ねん齢れいを刻きざんだ落ち着きのある顔立ち。服装は、簡単に言うならファンタジーに出てくる傭よう兵へいだ。首に巻いたスカーフ、胸を守る鎧よろい、皮のズボンにブーツ、腰こしにはやたらと目立つ銀色の剣を帯たい刀とうしている。そして、頭には、丸いクマ耳が飛び出していた。

　うーん、残念。どっちのモードでも町を歩けない。

　頭の中で新しく教きよう訓くんメモに教訓を付け加える。第二百二十訓くん、ファンタジーは憧あこがれだけに留とどめておくこと。現実に混ざってしまえば、それはただのコスプレか犯罪者だ。

　傭兵クマさんは鎧の下からホワイトボードを取り出して、きゅきゅ、といい音を立てながら文字を書く。やっぱり喋しやべれないんだな。

「獣王様、ラクア様、探しましたぞ。先に行かれるなら、そう仰おつしやってください」

　どうやら、身分は下らしい。ところで、クマだけなんで種類の名前になったらグマって濁にごるんだろう。どうでもいいけど。あ、サルも濁るか。本当にどうでもいいけど。

「この者たちが、審しん査さ団だんなのか？」

　ツクモが聞くと、傭兵クマさんがにこやかな笑顔で、きゅきゅっ、と答えてくれる。

「ええ、紹介いたしましょう。こちらが聖せい獣じゆう界のトップに血ち筋すじだけで昇のぼり詰つめた御お方かた、聖獣王ミケ様です」

　微び妙みように貶けなされている気がするけど、ミケ王は気づかなかったようで、腕うで組ぐみしたまま偉えらそうに頷うなずく。割と馬鹿なのかもしれない。

「なんだ、犬なのにミケか」

　ツクモが呟つぶやいた。それを聞いて、ミケの片耳がぴくっと持ち上がる。それから、白マントを弾はじき上げ、高らかに宣せん言げんする。もちろんホワイトボードで。

「かつて、そう呼ばれていたこともあった。だが、もはやミケではないっ。獣王と呼ぶがよい」

　それ、名前で呼ばれたくないだけだろ。しかも、どっかで聞き覚えのある台詞せりふだな。

　傭兵クマさんは、続けて自分の胸に手を当て、ホワイトボードに自己紹介を書いてくれる。

「私わたしは、聖獣騎き士し団だんの団長にして獣王陛へい下かの守護者、『蒼そう雷らいの騎士』こと、バルトロメイ・シュナイダーです」

　なんだか、子供が喜んで考えそうな肩書きと名前だ。王様はミケなのに、あんたはそんな名前でいいのか。

「そして、これが選ばれた者にしか抜けない剣、聖剣ドラグーンブレイカーです。おっと、怪け我がをしたくなければ、私の後ろに立たない方がいいですな。命の保ほ障しようはできませんぞ」

　チャキ、と剣の鍔つばを鳴らしながら、勝手に剣の紹介まで始める。いや、誰だれも立とうとしてないから。剣の銘めいも、子供が喜んで考えそうだな。

「ちなみに、ドラゴンではなくドラグーンというところがポイントです」

　知らねぇよ。そのポイントが……わからなくはない自分が少し悲しい。

　クルンがちょこちょこと近づいてきて、俺おれにポストイットを見せてくる。そういや、お前もこういう子供が考えそうな名前好きだったよな。「センスが古いです」そう書かれていた。ああ、お前でもそう思うレベルか。

「それにしても、なぜ王ともあろうものが審しん査さにきてるのだ？」

　ツクモの問いかけに、ラクアが、トレーのビスケットにさっそく手を伸ばしながら答える。

「今、聖せい獣じゆうランドではこの世界のカルチャーがブームらしーのよねー。あ、これおいしっ。それで、興味持ったから、んぐっ、わざわざ審査の仕事にかこつけて出てきたってことでしょ」

　喋しやべるか食べるかどっちかにしてください。あと、両手でキープしないでください。

「その聖獣ランドという場所には、他の世界の文化が輸入できるのか？」

「まぁ、あれよ。一応、並行世界に存在してはいるけど管理者側だからねー。パンドラ本とかを通じて広まってるのよー。パンドラ本っていうのは、私わたしにとっては研究対象で仕事なんだけど、聖獣とか天使とか、あと世界を管理する仕事に就ついてない神にとっては娯ご楽らくでもあるのよねー」

　へぇ、そうなんですか。なんだか、俺たちのパンドラ本がいろんな人たちに読まれているかと思うと、ちょっと恥はずかしいな。あと、世界と関係ない仕事をしている神様は何をしてるんだろう。

「世界に関係ない仕事をしている神は何をしているのだ」

　ツクモも気になったらしい。ラクアは、うーん、と口で言ってから答える。

「……経理とか？」

　期待してなかったけど、夢ないな。

　騎き士し団だん長ちようが、ホワイトボードに意外な言葉を書いて見せてくれる。

「クルン殿は、今や聖獣ランドでは有名人なのですな。あなたたちが先日記録した『恋こい狐ぎつねと恋人たち』のパンドラ本は、海かい賊ぞく版ばんが出回るほどの大ベストセラーですぞ」

　クルンは驚おどろいたらしく、仕し舞まったばかりの耳を、ぽんっ、と飛び出させた。

「それで、獣王陛へい下かがこうして審査団の一員としてお越しになったわけですな。まったく、野や次じ馬うま根こん性じよう剝むき出だしといいますか、いかなる時も探たん求きゆう心しんを忘れないところは歴れき代だい獣王様の中でも比ひ類るいなきものですなぁ」

「うむ、その通りだ。もっと褒ほめるがよい」

　獣王はホワイトボードを見せつけながら、偉えらそうに胸を反そらす。いや、褒められてないだろ。文章の長さに、真ん中の部分を見落としているらしい。

　ふん、とツクモは鼻を鳴らすと、ゾクリとするような冷たい声で名前を呼ぶ。

「おい、ミケ」

「くらぁ、庶しよ民みん。余よの言葉が聞こえなかったか」

　と、ホワイトボードに感情的に書き殴なぐる。

「名前とは、呼ばれる方に意味があるのではない。呼ぶ方に意味があるのだ。お前を何と呼ぶかは私わたしが決める」

　冷たい視線でじっとツクモは見つめる。獣王は犬のようにフーッと唸うなりながら睨にらみ返すけど、すぐに何やら顔を赤らめて、視線を逸そらした。

「む、むぅ。貴様の意見ももっともだ。特別に、余をミケと呼ぶことを許してやらんでもない。むしろ呼べ。もっと呼ぶがよい」

　おい、人間に発情してんじゃねぇぞ、駄だ犬けん。

「そして、もっとその冷たい目で余を見下ろすがよい」

　馬鹿のくせにＭっ気もあるのか。

「先さき程ほど、ラクアからパンドラを記録するところを審しん査さすると聞いた。だがな、昨日きのうパンドラを一件片付けたばかりだ。次が発生するのはいつになるかわからんぞ」

　ツクモが珍しく、ちゃんとした意見を言う。獣王はピクリ、と耳を動かして、背後を振り向いた。

「バルト、明日以降のスケジュールを教えろ」

　騎き士し団だん長ちようはスケジュール張を開きながら答える。どうやら、騎士だけじゃなくて秘ひ書しよも兼かねているらしい。

「あー、なんやかんやで忙いそがしいです」

　すっごい適当な答えが返ってきた。秘書は専門外らしい。

「それに、今週の日曜日は七夕ですからな。明日からは七夕関連で出席いただくイベントごとが目め白じろ押しですぞ」

「うむ……そうであったな。そこまで考えていなかった」

　と、二人の間で筆ひつ談だんが交かわされる。七夕は聖せい獣じゆうランドにもあるらしい。しかも、国をあげて行うほど重要な行事らしい。

　ああ、それにしても、こいつらの会話読むのいちいちうっとおしいな。途と中ちゆうから、ホワイトボード消すのを面めん倒どうくさがって空あいたスペースに書き出してるから、もう何を書いてるのかわからねぇし。

「もふっ。テストのためのパンドラなら、無理やり作ることできるけどー？」

　ラクアがリスみたいに膨ふくらんだ口元を押さえながら答える。トレーの上にあったビスケットは、いつの間にか消えてなくなっていた。あ、顎あごんとこ粉ついてますよ。

「本当ですか、ラクア様。それなら陛へい下かのスケジュール調整とかしなくて済むので私わたしが助かります」

「ええ、任せてー。私には優秀な『天てん使し代だい行こう』がいるからね。ツクモ、あなたもそれでいいでしょ。審しん査さ、今晩やるわよ」

　問題ない、とツクモは相変わらずの無表情で答える。

　どうやら話が決まったらしい。ラクアが用意したパンドラを俺おれたちが記録する。それをこいつらが審査する。いろいろ不安はあるけど、やるしかない。

　ラクアが目め配くばせしてきた。簡単なの作るからまかせといてー、視線はそう告つげていた。多分、クルンがいなくなってパンドラが記録できなくなると、この人も困るんだろう。

「ところでさ、パンドラを記録するのを見て、どこでテストの合ごう否ひを判断するんだ？　なにか採点する基き準じゆんとかあんのか？」

　とりあえず、気になったことを聞いてみる。記録しただけでいいのならわかりやすいけど、小さなパンドラだったらクルンの出番はない。

　獣王はそこまで考えてなかったらしく、腕を組んだまま眉み間けんに皺しわを寄せる。しばらく、フーっ、と不機嫌そうに唸うなった後、思いついたように堂どう々どうと宣せん言げんした。

「そこは、曇くもりなき眼まなこで見定めるのだ」

　どっかの名作アニメ映画で聞いた台詞せりふだな。っていうか、それ、基本的にノープランってことだろ。

　俺が突っ込むより先に、バルトがすかさずフォローに入る。

「いつも行き当たりばったりな計画性の無さといいますか、流れる水のように柔じゆう軟なんな発想には、この数多あまたある世界のいかなる王にも並ぶものはおりますまい」

「そうであろう、もっと褒ほめるがよい」

　いや、全く褒めてないからな。流れる水のよう、とかいう表現に誤ご魔ま化かされてるだろ。

「じゃぁ、決まりねー。フジエル、確か今日はピアノの練習が七時まであったから、その後ってことで八時開始くらいでいいかしら。集合場所はまたあとで連れん絡らくするからー」

　あいつのスケジュールは把は握あくしてるらしい。カラオケに行くみたいな、こんな軽いノリでいいのか。

「では、それまで少しこの世界を歩き、見けん聞ぶんを広めるとしよう。ラクア殿、余よはこのガイドブックに乗っている電気街にいきたいのだが」

「あー、ちょっと遠いわねー。電気街なんかいってどーすんのよ」

「この世界の最新技術について見聞を広めたいのだ」

「具体的に言うと、ゲームと漫画とＤＶＤについてですな」

「うむ、バルト、間ま違ちがってはいないが余よ計けいなことは言わなくてよいぞ」

「ああ、だからわざわざ王のあんたが来たのね。まぁ、いいわよ。案内してあげるわー」

　ラクアが答えると、聖せい獣じゆう二人の体から勢いよく煙けむりが噴ふき出だしてきた。そして、ミニチュアダックスフントとヒグマの姿になる……いや、だからヒグマはマズいだろ。

「ねぇ……あんたたち、やっぱりその姿でも目立つわよ」

　ラクアが珍しく、常識的なことを言った。

「とりあえずフジエルの家に連れてくから、そこでまともな服を貸してもらいましょう。あの子、お兄さんがいたから。あ、ついでだからちょっと乗せてよー」

　ラクアはヒグマの上に横向きに乗っかる。ついでに獣王も頭の上に乗る。ああ、こんな昔話あったな。サーカスみたいな奇き妙みような一団は、のそ、のそ、とヒグマに揺ゆられながら満まん月げつ堂どうを出て行った。こんなのが訪たずねてきたら、藤ふじ崎さきも災さい難なんだな。

　ふと視線を戻すと、ツクモは、ヒグマの背に乗って遠ざかるラクアをじっと見ていた。あぁ、お前も、ちょっとだけ乗りたかったのか。

　やっと落ち着いて、クルンが淹いれてくれた紅茶に手を伸ばす。昨日きのう、ツクモが淹れてくれたものもなかなか美お味いしかったけど、やっぱりクルンのは格別だった。同じ茶葉なのに、どこで差が出るんだろう。

「話は聞いていたな。シン、今晩、付き合ってくれるか？」

「ああ。クルンがこの世界にいられるかがかかってるんだろ。当然、手を貸すよ」

　そう言ってから、近くにいたクルンの頭に、ぽんと手をのせる。

「大丈夫だ、いつも通りやりゃいいんだろ。心配すんな」

　クルンはすぐにポストイットを書いて、いつもより力を込めて太ふと腿ももに貼はり付けてくる。「はい、ぜったいにうまくやってみせます」そう書かれていた。

　昨日の失敗のこともあって、かなり燃えているみたいだけど……その真剣な表情は、なんとなく俺おれを不安にさせた。
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　ラクアから連れん絡らくがあったのは、ちょうど満月堂が閉店になる時間だった。

　呼び出されたのは、駅の反対側にあるホームセンターの駐ちゆう車しや場じよう。閉店時間はとっくに過ぎていて、店は真まっ暗くらになっている。

　俺たちが着くと、すでに聖せい獣じゆう審しん査さ団だんの二人の姿があった。わざわざ用意してあったホワイトボードを見せてくる。

「遅おそいですな。この審査がどれほど厳げん粛しゆくなものかわかっていないのですかな」

　バルトがチャキと剣に手を掛けて、鍔つばを鳴らせながら見せてくる。聖剣の柄つかにはＵＦＯキャッチャーの景品と思われる人形が五個ほどぶら下がっていた。

「全くだ。緊きん張ちよう感かんがまるでないな、減げん点てんにするぞ」

　その横で、獣王が生なま意い気きそうに頷うなずく。その背中には、ぱんぱんに膨ふくらんだリュックが背せ負おわれ、筒つつ状じようのポスターが飛び出しいている。手にも電気店やゲーム屋のロゴがはいった紙袋が大量にぶら下がっていた。

　お前らこそ、完かん璧ぺきに観光気分じゃねぇか。緊張感とか言うんなら、手に持ってるものをどっかに隠して来い。

「言っておくが、別に『ファイナルクエスト』が売り切れていたから不機嫌になっているわけではないぞ」

　まだ買い足りないのかよ。売り切れてたからって八つ当たりするんじゃねぇ。

　クルンにとっては、あんな割と馬鹿な奴やつでも王様であることには違ちがいないらしい。緊張した様子で、「すいません」とポストイットに書いて見せる。

「まだ貧びん乏ぼう神がみの姿が見えないようだな」

　ツクモが冷たい声で呟つぶやく。釣つられて辺あたりを見回すけど、ラクアの姿はなかった。

　と、チリンチリン、と入口から呼よび鈴りんの音がする。振り向くと、見覚えのあるボロいママチャリに跨またがって、ラクアが近づいてくる。まだ持ってたのか。相変わらず遅おそいな、あの自転車。

　じれったい数十秒が過ぎる。ラクアがちょっとずつ近づいてくる。この待ち時間って無駄だろ、と苛いら立だち始めた頃ころ、やっと俺おれたちの傍そばまで辿たどり着いた。キーっと甲かん高だかい音を立てて停車する。

「揃そろってるようねー。じゃぁ、さっそく始めようかしら」

「その前に、一ついいですか。なんで、よりによってこんな場所なんですか？」

　とりあえず聞いてみる。確かに閉店後のホームセンター周辺には人ひと気けはなかったけど、店の前を通りかかる人がいないわけじゃない。目立たない場所なら、もっと他にいくらでもあるはずだった。

　ラクアは、すぐにわかるわ、と言うような笑みを向ける。それから、ゆっくりと自転車から降り、何回かスカしてからスタンドを立てて、おもむろに屋根の上を指差した。

「あ、あれは、なにかしらっ」

　驚おどろいたように叫さけぶ。学芸会レベルの演技だった。その直後、

　バツッ、と電源の入る音が響ひびいた。

　ホームセンターの屋根についていたライトに光が灯ともる。そして、光の中に、白いゴスロリファッションに身を包んだ少女が浮かび上がる。

　ピンク色のエナメルソール、白いハイソックス、リボンを散りばめた魔ま法ほう少女のような服。手には自作と思われる魔法のステッキが握にぎられている。

　やっと、どうしてこの店が審しん査さ会場に選ばれたのかに気づく。

　ホームセンターがどういう店だったかを思い出していた。『フジサキカーテン』というカーテンメーカーの系列店だった。つまり、あいつの父親の店だ。

　あぁ……そうか。光の中から登場ってのが、やりたかったのか。

　そこに立っていたのは同じクラスの藤ふじ崎さき芳よし乃の、いや、フジエルだった。彼女も、ツクモと同じようにラクアから世界を管理するための役割を与えられている。『天てん使し代だい行こう』、それが彼女が図書委員と並んで持っているもう一つの仕事だった。内容を簡単に言うなら、神様の雑ざつ用よう係がかりだ。

　光の中に立つ魔法少女を見上げながら、心の底から思う……あぁ、イタいなぁ。
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　クルンが近づいてきて、ポストイットを見せてくれる。「もう、いいです」、うん、俺おれも同じ気持ちだ。

　くるくるとステッキを回しながら、藤ふじ崎さきは高らかに宣せん言げんした。

「月の光に導みちびかれ、愛と正義の扉とびらが開く。輪リングも翼つばさもないけれど、天使の誇ほこりが剣となる。降こう臨りん、エンジェリーック・フジエル！」

　決めポーズ、足を前後に交差させてステッキを掲かかげる。

　もうイタすぎて鼻血が出そうだ。

「あ、あれはなにかしらっ」

　ラクアがまた叫ぶ。今度は、ホームセンターの裏手を指差していた。次は何が出てくるんだ、半なかばうんざりしながら指差された方を見る。その先には、ホームセンターの倉庫があった。

　しばらく待つ。倉庫はずっと暗いまま、動くもの一つもない。

　微び妙みような空気のまま、数秒が過ぎる。

　と、すぐ傍そばから声が掛かった。

「さぁ、何か困っていると聞いたわ。この『天てん使し代だい行こう』フジエルが力になってあげましょう」

　いつの間にか、フジエルが屋根の上から降りてきていた。ラクアが何をしたかったのか、やっとわかる。フジエルが屋根から梯はし子ごを使って下りてくる姿を見せたくなくて、皆の視線を逸そらしたんだろう。

「なに、シンちゃん？　私わたしの顔に、何かついているかしら？」

「いえ、もう指し摘てきすることも面めん倒どうくさいです」

「決まってたわよ、フジエル。ねぇねぇ、今のサポートいい感じだったでしょ。そろそろ、私のお小こ遣づかい復ふつ活かつしてもいいと思うわ」

　ラクアがぱちぱちと手を叩たたきながら言う。そういうのは、後でこっそり頼めよ。

　ラクアの言葉を聞いて、藤ふじ崎さきの眉み間けんに皺しわが寄った。

「あぁ、なんかやっぱり気分が乗らないわ。なんで、こいつらのために空白ブランクを作ったりしなきゃなんないのよっ。私が求めてる仕事はこういうのじゃないの。もっと燃えるシチュエーションはないわけ」

「これも天使の仕事のうちなんだから、文句いわないのー」

　ラクアが、どこか古ふる臭くさい仕し草ぐさで後ろに手を回して肩を揺ゆらせる。何十年代のドラマのヒロインですか。

「だいたいなんなのよっ、そこのワンワン三さん銃じゆう士しは」

　びしっ、と獣王とバルトをステッキで指す。お前、ずいぶん古いテレビ番組を知ってるんだな。ワンワン三銃士は耳だけじゃなくて、全身まるっきり犬だけどな。

　クルンが近寄ってきて、ポストイットを見せてくれる。「さんじゅうしだから、ボクもはいってます」、うん、そうだな。ちょっと嬉うれしそうにするな。

「いきなりクマを連れて家に来るんじゃないわよっ、お母さん、気き絶ぜつしちゃったじゃないっ」

「仕方ないでしょ。あのままうろうろしてたら、警察に捕まってたわよー」

「人間になれるじゃねぇかっ、ふざけんなっ」

　チャキ、と剣の鍔つばを鳴らしながら、バルトがホワイトボードを持って二人の間に近づいていく。

「無ぶ礼れいですぞ、天使殿。いかに血ち筋すじだけとはいえ、ただ生まれだけで王になったとはいえ、獣王様に向かってその口ぶりはいただけませんな」

「バルト、今、どさくさに紛まぎれて余よのことを非難しなかったか？」

「滅めつ相そうもありません。ミケ様は、まさに生まれながらの王であると、そう言ったのです」

「そうか。うむ、よいぞ、もっと褒ほめるがよい」

　二人の筆ひつ談だんを見ながら、心の中で呟つぶやく。駄だ犬けん。

　藤崎も呆あきれたように首を振っていた。いつものやる気は微み塵じんも感じられない。瞳ひとみのキラキラも半分くらいだ。

「図書委員、今の登場は、今まででもっともよかったぞ」

　と、ツクモの冷たい声がする。

「……なによ、いきなり」

「なかなか格かつ好こうよかった。毎回、よく考えるものだと感心する。日ごろの研けん鑽さんのほどが伺うかがえるな」

「別に、あなたに褒ほめられたって嬉うれしくないわよ……でも、仕事だから仕方ないものね。さっさと片付けましょう」

　なんとか機嫌を直してくれたらしい。ツクモのちょっとだけズレた感性もたまには役に立つもんだ。藤ふじ崎さきが、踵かかとを軸じくにくるりと回るような、かなり練習したと思われる仕し草ぐさで神様の方を振り向く。

「ラクア、仕事にかかるわ。準備はできてるわね」

　ラクアが、もちろん持ってきてるわよ、と答えてポケットから何やら紙の束たばを取り出す。

「ちょ、こんなところで出すんじゃないわよっ」

　藤崎は慌あわてた様子で紙をひったくる。それから、こっち来なさい、とラクアの手を引っ張って駐ちゆう車しや場じようの隅すみに歩いていった。なにやら物もの陰かげに隠れて、二人が話しているのが聞こえてきた。

「何でこんな場所にくるのよー、暗くてよく見えないじゃない。こんな所じゃ書けないわよ」

「なんでまだ出してないのよっ。ちゃんと申しん請せいしてきなさいっていったでしょ」

「しょうがないじゃない、さっきまで電気屋さんでテレビ見てたんだから。知ってる、あそこって何時間映画みててもただなのよー。レイトショーに潜もぐり込むのが馬鹿馬鹿しくなるわね。明日から通うわ」

「いいからさっさと書け、アホ女神っ」

「ちょっと、そんなこと言う天使いないわよー。あ、ほら、急せかせるから間ま違ちがえちゃったじゃない。修しゆう正せい液えきない、ぴゅって出るやつ。あ、やっぱりいいわ」

「ちょっと、ぐしゃぐしゃってすんな、子供かよっ。正式書類なんだから二重線で消して修正印でしょ。ほら、ここもサイン抜けてる。よし、これで大丈夫ね。もう時間押してるから写メでいいわ。早く撮とって送信しなさい」

　カシャ、と写メを撮るような音。ピロリロリーン、と何かを送信する音。

　そして、二人は何事もなかったかのように、物陰から出てきた。

　フジエルは、びしっと俺おれにステッキを突きつけると、反対の手でばさりと髪を払はらいながら告つげる。

「さぁ、何か困っていると聞いたわ。この『天てん使し代だい行こう』フジエルが力になってあげましょう」

　そっからやり直すのか。クルンが近づいてきて、ポストイットを見せてくる。「いっそすがすがしいです」うん、そうだな。

「さぁ、天使の力を見せてあげるわ、ついてきなさい」

「なぁ……天使代行の能力使うのって、さっきのやり取りが必要なのか？　なんか、書類とか書いてどっかに送るのか？」

「なんのことかしら。魔ま力りよくはステッキに宿ってるに決まってるじゃない」

　藤ふじ崎さきが刺さすような視線で睨にらんでくる。その体からはそれ以上の質問を拒きよ絶ぜつするような覇は気きが立ち上っていた。どうやらここは、大人おとなしく引き下がった方がいいらしい。まったく、どうして神様の世界は、こういちいち夢がないんだろう。

　さぁ、行くわよ。そう告つげて、藤崎はホームセンターの裏手に向かって歩き出す。

「なんだ、ホームセンターじゃないのか」

「当たり前でしょ。店の中でパンドラなんか作るわけないじゃない。商品が傷ついたらどうするのよ」

　そう言って案内されたのは、店の裏手にある倉庫だった。

　ホームセンターほどじゃないけど、その半分くらいのスペースがある。

「緊きん張ちようしてないか、いつもどおりやれば大丈夫だからな」

　すぐ傍そばを歩いているクルンに話しかける。クルンは大きく頷うなずいて、ポストイットを見せてくれた。「はい、もう二度としっぱいしません」

　その丸文字を見て、満まん月げつ堂どうで感じたのと同じ不安が過よぎる。

　第百十六訓くん、ここぞという時は、張り切りすぎないように気をつけること。

　中学の時、親から次の数学のテストで八十点以上を取れたらゲーム機を買ってやると言われたことがあった。自分を追い込んで必死に勉強したけど、過か剰じようなやる気と緊張のあまり、テストが配られた瞬しゆん間かんに頭が真っ白になった。

　今夜のクルンの意気込みは、どう見ても過剰だ。空回りしなければいいけど、と思う。

「さすがラクア殿、準備がよいですな」

　倉庫の入口に視線を向けながら、バルトがホワイトボードを書いて見せた。後ろから、ツクモが冷たい声で呟つぶやいてくる。

「シン、どうやら私わたしも新しい能力が開花したようだ。空白ブランクが見えるぞ」

「おかしいわね。私はまだ能力なんか使ってないわ」

　藤崎も言ってくる。そりゃそうだ、さっき申しん請せい手続きが終わったところなんだから。

　やっと、俺も気づく。倉庫の扉とびらの隙すき間まから、白い煙けむりが漏もれ出ていた。それから、鼻をつく煙の臭におい。

　いや、これは空白なんかじゃない。

「火事だろっ、これ」

　慌あわてて駆かけ出し、扉を開ける。

　同時に、大量の煙が噴ふき出てきた。体に纏まとわりつくような独特の臭い。煙の奥に火の手は見えない。それは……火事でもなかった。

　口を押さえながら、倉庫の中に入る。そこにはオイル缶が一つ置かれており、中には大量の火がついた煙草たばこが放り込まれていた。一カートン分くらいはあるだろう。

　缶を拾い上げると、倉庫の奥にあった水道に駆かけ寄って水を入れて消火する。

「……なんなんだよ、これ」

　呟つぶやきながら、近くにあった換かん気き扇せんのスイッチを入れる。煙けむりが勢いよく吐はき出されていく。なんとか視界は開けたけど、独特の臭においはなかなか消えてくれない。

　思わず中に飛び込んでしまった倉庫を、改めて見回す。いかにも業務用の倉庫といった感じの広い空間だった。味気ないフレームの棚たなが並び、無む造ぞう作さにホームセンターの在庫が積まれている。入口近くにはビニール包ほう装そうされたままの家具や商品の入ったダンボールが山積みになっていた。

「なんでこんなところで煙草が燃えてるのよ。誰だれかの悪戯いたずらかしら、性た質ちが悪いわね」

　後から入ってきた藤ふじ崎さきが、横からオイル缶を覗のぞき込む。その表情は、かなり不ふ愉ゆ快かいそうだった。手を伸ばし、吸すい殻がらを一本摘つまみ上げる。

「あんまり燃えていないわ。誰か、さっきまでここにいたってことね」

　なかなか冴さえた推すい理りを聞かせてくれる。ツクモも同じように一本摘み上げて、さも重大なことに気づいたように呟く。

「犯人は、かなりのヘビースモーカーだな」

　そういう話じゃねぇよ。

「む、クルン、どうした？」

　抑よく揚ようのない声に振り向くと、クルンがツクモの腕の中にいた。どうやら、倒れ掛かったらしい。

　クルンはすぐに体を離して、ポストイットを見せる。「だいじょうぶです。ちょっとたちくらみです」少し不安になって声を掛けようとするけど、それを遮さえぎるように、きゅきゅ、とホワイトボードにペンが走る音がする。

「トラブルは収まったようですな。では、審しん査さを始めましょうか」

　バルトが厳きびしい顔で俺たちを見ていた。横では、獣王が偉えらそうに胸を逸そらして頷うなずいている。

　ラクアを探すと、倉庫の入口の方で在庫のダンボールに座っていた。

「ちょっと、ラクア、なにしてんのよ。始めるわよ、こっちきなさい」

　藤崎が振り向いて告つげる。ラクアは、どうでもよさそうに手を振った。

「だって、洋服に煙草の臭いがつくじゃない。勝手にやっていいわよ、その辺の適当なダンボールでも空白ブランクにしたらー」

　投げやりな声。いつにも増して適当だな。でも、今ここで藤崎がその辺に転がってるダンボールで空白を作っても、大したパンドラはできないんじゃないか。こんなので、本当にクルンの審査になるのか。

　そう思った瞬しゆん間かんだった。

　視界の端はしに、さっきまでとは違ちがう白い霧きりが過よぎる。

　いや、煙草たばこの煙けむりに紛まぎれて気づかなかっただけで、本当は最初からあったのかもしれない。

　ツクモや藤ふじ崎さきには見えていない。それは、正しよう真しん正しよう銘めいの空白ブランクだった。

　視線を向ける。空白が出ているのは、入口のすぐ傍そばだった。ラクアが座っている背後、縦長のダンボールの中から漏もれ出ていた。

　ダンボールはやたらと大きく、ラクアの身長以上の長さがあった。何が入っているんだろう、姿すがた見みの鏡や衣い装しよう簞だん笥すくらい入りそうだ。中身に考えを巡めぐらせていると、ダンボールを突き破って、手が出てきた。

　え。

　うそ。

　手は、ラクアの肩をぽんぽんと叩たたく。

　振り向いた神様の顔が、蒼そう白はくになっていくのがわかった。

「ぶ、ぶひゃらっ！」

　どんな悲ひ鳴めいだ。ラクアがばたばたとこっちに走ってくる。ツクモや藤崎も、入口のすぐ傍に顕けん現げんしていたパンドラに気づく。

「ちょと、私わたし、まだ能力使ってないわ」

　どうやら、藤崎が仕込んでいたものじゃないらしい。

「ならば決まっているな。あれは本物のパンドラだ」

　ツクモの声だけは、全てを想定していたように冷静だった。

　ダンボールの中から出てきたのは、エプロンを着たマネキンだった。マリオネットのようにバランスの悪い動きで這はい出してくる。目や鼻はなく、のっぺりとした表情が余よ計けいに不ぶ気き味みだった。どうやら展示用のマネキンが入っていたらしい。誰だれがどういう認識を与えたのかわからないけど、動くマネキンとして顕現したんだろう。

「び、びっくりしたわっ。幽霊かと思ったじゃない。なんでいきなり、あんなのが出てくるのよー」

　半泣きになりながら、ラクアが俺おれたちの後ろに隠れる。幽霊に怯おびえる神様ってどうなんだろう。

「ちょうどいいですな、あれを審しん査さの対象にしましょう。作られたパンドラよりもより実務に近いですからな。天使殿、ここからは手出し無用に願いますよ」

　バルトが顎あご鬚ひげを撫なぜながら書く。聖せい獣じゆう王おうがそれを見て、ホワイトボードをレースクイーンのように掲かかげて宣せん言げんした。

「では、これより聖獣クルンの審査を始める」

　俺はツクモの方を見た。ツクモも同じタイミングでこっちを振り向いて、頷うなずき返してくる。どういう認識が元になって顕現したのかはよくわからないけど、マネキン一体を記録するくらいわけがないだろう。こっちは異世界の魔人やら伝説の妖よう怪かいやらと戦ってきたんだ。どっちも残念な奴やつらだったけど。

　海かい馬ばの奥深くに埋うずめたはずの戦いの日々を、うっかり振り返りそうになった瞬しゆん間かんだった。

　マネキンの右手首がポロリと取れる。そして、切断面からブーンという音と共に光が生えてきた。なんだ……それ。ただの動くマネキンじゃないのか。

　マネキンが右手を振るう。近くにあったラックが、光の刃に触ふれて両りよう断だんされる。

　な、ちょっと待てっ。

　なんでビームサーベル的なもんになってんだよっ。未来からきた殺人マシーンか。こんなもん考えたの、誰だれだっ。

「ああっ、お店の商品が。なんてことっ。パパに見つかったら怒られるわ」

　藤ふじ崎さきが悲ひ鳴めいを上げる。いや、俺おれたちの心配をしてくれ。どうでもいいけど、お前、父親のことパパって呼ぶんだな。

「ちょっと、桐きり島しま、なんとかしなさいよ。私わたしが手を出したら、あんたたちは失格になるのよ」

「シンちゃーん、ガンバっ」

　完全に観戦モードになってるな。あと、ガンバ、ってもう言わねぇから。

「素す肌はだにエプロンとはお洒落しやれなマネキンだ、すぐに物語にしてやろう。さぁ出番だ、クルン」

　ツクモが何やら際きわどい感想を言ってくる。こいつの何が出てきても動じないところは本当にすごいと思う。あと、うっかり想像してしまいそうになった自分が少し情けない。

　ツクモに名前を呼ばれ、クルンは真剣な顔で頷うなずいた。いつにも増して、力が籠こもってる。

　そして、体から白い煙けむりを吐はき出す。次の瞬間には、その体は純白のオコジョになり、くるりと体を丸めて球になった。これが、聖せい獣じゆうタマオコジョの能力だった。

　ツクモはクルンを拾い上げると、手の中で何度か弾はずませる。その自信満々な姿に、とてつもない不安を覚えた。

「おい、ツクモ。投げるのは俺がやるからな。お前は記録に専念しろ」

「シン、私だっていつまでも同じ過あやまちを繰くり返しはしない」

　マネキンがビームサーベルを振り回しながら近づいてくる。衣い装しよう簞だん笥すが真っ二つになって崩くずれ落ち、藤崎が悲鳴を上げた。もちろん、心配してるのは簞笥の方だ。

「ツクモ、クルンを渡してくれっ」

「シン、私は確かに、クルンを投げるのがほんの少しだけ苦手だった、それは認めよう。ほんの少しだけだがな。だからといってお前にばかり頼っているわけにはいかない。それで考えたのだ」

「そんな無駄なこと考えなくていいから、クルンを渡してくれっ」

「当たらないのならば、近づけばよいのだ。実に、簡単な答えだった」

　言うと同時、ツクモは大おお股またでマネキンに近づいていく。ブーン、マネキンがビームサーベルを振り抜く。近くにあった椅い子すの背もたれが、ばっさりと切れて滑すべり落ちる。でも、ツクモの歩みは止まらない。背筋をピンと伸ばし、威い風ふう堂どう々どうとした足取りだった。

　なんであんな危ないものに堂々と近づけるんだ、あいつの頭はどうなってんだよっ。

　慌あわてて駆かけ寄り、後ろからツクモの手を摑つかむ。

「む、シン、どうした。なぜ邪じや魔まをする。お前、まさかあのマネキンに操あやつられているのか」

「うるさい。お前はもうちょっと動物的本能を磨みがけっ」

　クルンを渡そうとしないツクモ、あぁ、面めん倒どうくさい。お前の弱点はもうわかってんだよ。

　脇わき腹ばらのちょい下のウィークポイントに触ふれる。最近覚えた、意外とくすぐったがり屋さんのツクモの弱点だった。

　ひょわ、ツクモがらしくない悲ひ鳴めいを上げる。その隙すきに手からクルンを奪うばい取ると、マネキン目掛けて思い切り振りかぶった。

　これで、終わりだっ。

　ぽんっ。

　耳元でそんな音がする。手の中にあったボールが、途と端たんに倍くらいの重さになる。バランスも悪くなり、感かん触しよくも柔やわらかい。

　手の中で、クルンが人間モードに戻っていた。俺おれの手は、思いっきりクルンの片側のお尻しりを握にぎっていた。とっさに、放り投げそうになった腕うでを押し留とどめる。

「ど、どうしたんだよ、クルンっ」

　クルンの顔は、いつもより赤みがかっていた。額ひたいに手を当てる、熱はないようだけど、明らかに様子がおかしい。もしかしたら、何か病気だったんだろうか。と、ふらふらになりながらポストイットを書いてみせてくる。「たばこのけむり、だめです」

　え。

　続いてもう一枚「へんしんが、うまく、できません」

　どうやら、クルンの調子が悪いのは体調でも緊きん張ちようのせいでもなく、煙草たばこが原因らしい。くそ、マジかよっ、なんで言わないんだ。

　ブーン、ビームサーベルを振り回しながら、マネキンが近づいてくる。

「ツクモ、ここはいったん奥まで下がろう。空気が新鮮な場所に行くんだ」

「うむ。私わたしもちょうど今、そう言おうとしたところだ」

　こんな場面で、負けず嫌いを発はつ揮きしてんじゃねぇよ。

　と、クルンを抱えて駆かけ出そうとした時だった。

　するりと、クルンが俺の手から抜け出す。いつの間にか、ポストイットが手に貼はられていた。そこにはこう書かれていた。「お姉ねえはボクがまもります」

　クルンは近くにあったキッチン用品の在庫からフライパンを摑むと、マネキンに向かって駆け出す。おい、待てよっ。慌ててクルンのフードを摑もうと手を伸ばすけど、ギリギリで空を切った。

　クルンがマネキンに近づいていく。マネキンがビームサーベルを振り上げる。駄目だっ、あんなの、普通に戦ってどうにかなるかよっ。

　俺おれの視界の横を、黒い髪がふわりと舞まった。

　ツクモが、前のめりに倒れこむようにしてクルンに駆かけ寄っていた。後ろから手を摑つかむと、思い切り引き寄せる。フロアに両りよう膝ひざを着いていたツクモは、そこから動けなかった。いや、逃げるよりも、クルンを強く抱だき締しめる。

　クルンを目掛けて振り下ろしたサーベルの切っ先が、軽くツクモの肩を掠かすめた。

　満まん月げつ堂どうの制服が破れ、血が滲にじんでくる。大した怪け我がじゃない、掠かすり傷きずだ。それを確認すると同時、爆発しそうなほど心臓が暴れるのを感じながら、近くにあったステンレスの鍋なべ蓋ぶたを摑む。マネキン目掛けて、思い切り放り投げた。

　鍋蓋は見事にマネキンの顔に命中する。目はないけど、その顔がはっきりと俺の方を見たのがわかった。と、左手首がポロリと取れる。

　ブーン、そこからビームサーベルの二本目が生えてきた。なにぃ、二刀流も習得してるのか。

　ツクモとクルンを無視して、マネキンは俺を追いかけてきた。それは、狙ねらい通りだった。かといって、ここからどうやって倒すなんてアイデアがあったわけじゃないけど。

　とりあえず倉庫の奥、ラクアたちが観戦している方に駆け出す。それを見て、全員が一いつ斉せいにこっち来るな、と手を振るのが見えた。やかましい、安全なところから観戦しやがって、お前らもちょっとは恐怖を味わえっ。

「近づくでない、庶しよ民みんっ。審しん査さ中ちゆうであるぞっ」

　獣王がホワイトボードを掲かかげる。

「そうですぞ、引き返しなさい。このままでは陛へい下かに危険が及およぶではないですか」

「だったら、あんたがその自じ慢まんの剣でなんとかしろよっ」

「私わたしの説明を聞いてなかったのですかな。聖剣ドラグーンブレイカーは、選ばれたものにしか抜けないのです」

　一いつ瞬しゆん、危機的な状じよう況きようを忘れて、沈ちん黙もくしてしまう。

「あんた、選ばれてないのかよっ」

「お恥はずかしい限りですな。ずっと持っていれば、なにか追い詰つめられた時に抜けるのではないかと思ってるのですが、都つ合ごうよく覚かく醒せいなどしないものですな。ほれこの通り」

　と、剣の鍔つばをチャキと鳴らす。数センチ引き抜いたところで、剣はぴたりと止まっていた。あんた、ずっとカチャカチャやってたのは抜こうとチャレンジしてただけかよっ。

　ブーン、ビームサーベル二刀流を振り回しながらマネキンが近づいてくる。

「仕方ない、本日の審査は中止だ。恐れ多くも余よの力を貸してやろう、さっさとあのパンドラを鎮しずめよ」

　聖せい獣じゆう王おうが小こ生なま意い気きそうにホワイトボードを見せて、前に歩み出る。

「なんだ、そんな能力があるなら、さっさとやってくれよ」

「笑止。本来なら貴様ら庶しよ民みんに我わが力を貸すことなどあってはならんのだ。だが、今回は特別である。見よ、そして慄おののくがよいっ、これが聖獣王の力だ」

　両手を広げる。獣王の体から、白い霧きりが噴ふき出てきた。その体がみるみる内に縮ちぢみ、ミニチュアダックスフントになる。それで終わりじゃなかった。ダックスフントはくるりと体を丸めると丸い弾たまになる、と同時、その体が淡あわい光を放ち始めた。

　横で、バルトが顎あご鬚ひげを撫なでながら、ホワイトボードを見せてくれる。

「さぁ、今のうちです。獣王様をあいつにぶつけるのです」

「クルンと一いつ緒しよじゃねぇかっ！」

　思いっきり突っ込むけど、バルトは完かん璧ぺきに無視した。

　ああ、もういい。クルンと一緒の能力なら、こっちだって慣なれてる。弾になった獣王を摑つかむと、サッカー選手がフリーキックの前に位置を合わせるように微び修しゆう正せいした。

「あんた……アレやるの。一応、それ王様なんでしょ？」

　横から藤ふじ崎さきが言ってくる。王だろうが犬だろうが知るかっ、俺はこっちの方が精せい度どいいんだよ。それに、ツクモに怪け我がをさせやがったあの裸エプロンを、このままにしておくわけにはいかないだろっ。

　マネキンが近づく。でも、その距離にはまだ少し余よ裕ゆうがあった。

　思い切り踏ふみ込むと、丸くなった獣王を全力で蹴けり上げる。

　獣王は弾だん丸がんと化し、二本のビームサーベルを際きわどくすり抜けて、マネキンの胴どう体たいに突き刺ささる。うわっ、ちょっと危なかったな。

　それと同時、マネキンの体から白い霧が噴き出した。パンドラの認識力が弱まった証あかしだった。

　待ち構かまえていたように、ツクモの声が響ひびく。

「世界の変化を確認。これより対象の記録保存を行う……レコード開始」

　途と端たん、マネキンは金色の光に解とけた。そして、鱗りん粉ぷんが舞まうように、ツクモが開いた本の中に吸い込まれていく。

　マネキンの体に減めり込んでいた獣王は、ぽて、と地面に落ちると同時、人間モードに戻る。そして、頭を押さえて蹲うずくまった。ああ、頭だったのか、すまない王様。

　パンドラの光が、全てツクモの本に吸い込まれる。

「データ保管、完了だ」

　パタン、勢いよく本が閉じられる。その音が合図だったように、俺は二人の元に駆かけ寄った。

「大丈夫か、二人とも」

「うむ、私わたしの方は掠かすり傷きずだ」

　ツクモはそう答えて、すぐ足元で蹲っているクルンに視線を向ける。

　本当に掠かすり傷きずらしく、血もすでに止まっていた。でも、もう少し転んだ位置が悪かったらと思うと、ぞっとする。

　クルンにも怪け我がはなかった。煙草たばこの煙けむり酔よいからも回復したらしく、しっかりと立ち上がる。でも、顔色はさっきよりも悪くなっていた。近づいて、大丈夫か、と声を掛ける。

　見上げてくるクルンの顔は、これまで見たことないほど悲しそうだった。ポストイットを見せてくる、「ボクのせいで、お姉ねえがけがをしてしまいました」ああ、やっぱり気にしてたか。

「どうやら、パンドラは無事に片付いたようだな」

　獣王が頭をさすって立ち上がりながらホワイトボードを見せてくる。俺おれのキックについては何も言ってこない。意外と大たい器きなのかもしれない。

「それにしても、庶しよ民みんの小こ僧ぞう。どうやって倒したのだ。余よの数分間の記き憶おくが消えているのだが」

　どうやら、ショックでデータが飛んだらしい。後ろで、バルトが嬉うれしそうに答えを書き込む。

「見ていて、実に爽そう快かいな戦い方でしたぞ。スカッと日ごろの鬱うつ憤ぷんが晴れるといいますか、胸の空すく思いでした。国民に、獣王様の先さき程ほどの勇ゆう姿しをぜひ広めたいですなぁ」

「ならば、よい。覚えてはおらぬが、余の体も言い知れぬ快かい感かんが残っておるぞ」

　満足そうに頷うなずく獣王、やっぱりＭっ気があるのかもしれない。あんた、クーデターとか起きないように気をつけろよ。

「だが、審しん査さは失格だな。とても今夜のような仕事ぶりでは、ビザの滞たい在ざい期間を延長するわけにはいかない」

「ちょと待ってくれよ」

　思わず声を上げる。確かに今日のクルンは調子が悪かったけど、これで失格なんて、あんまりだ。

「なんとかならないのー。あの子、今日は体調が悪かったみたいだし」

　ラクアもフォローしてくれる。さすがに、神様から言われたら無視できないんだろう。獣王は難しい顔を作ると、相談がある、とでも言うようにバルトを手て招まねきした。

　隅すみっこにいって、二人でなにやら筆ひつ談だんを始める。目を凝こらして、その様子を盗ぬすみ見た。

「どうだ、もう一度チャンスをやってもよいと思うのだが。余はもう一度この世界に来たいぞ。買い残したものがあるのでな」

「いいのではありませんか。七夕が終わってから、また改めて再審査とすれば」

「そうだな。一週間もすれば『ファイナルクエスト』は入にゆう荷かするといっておったから、それくらいの時期がちょうどよいな」

「はい、来週ですと『ドラゴンストーリー』も発売されておりますぞ」

「おお、それは素す晴ばらしい」

　獣王は生なま意い気きな表情を作りながら戻ってくると、ホワイトボードを見せてくる。

「ラクア殿にああまで仰おつしやられては無む下げにできぬな。それに、お前は今や聖せい獣じゆうランドでは有名人だ。その貢こう献けんも鑑かんがみて、もう一度だけチャンスをやろうではないか。うむ、そうであるな、今日より一週間後くらいでどうだ？」

　適当に思いついたみたいな言い方するなよ。思いっきり自分の都つ合ごうだろ。

　そうは言っても、チャンスをもう一度くれるのは有あり難がたかった。俺おれとツクモは、もちろん了解したと頷うなずく。

「よいか庶しよ民みんども。次の審しん査さがラストチャンスだ、心して励はげむがよい」

　そう宣せん言げんすると、バサリとマントを翻ひるがえして倉庫から出て行った。

「ツクモ、ちょっと今夜のはマズかったわねー」

　ラクアが心配そうに言ってくる。だけど、ツクモはそれを無視して、落ち込みまくってるクルンの元に歩み寄った。

「クルン、倉庫に入ったとき、なぜすぐに調子が悪いことを言わなかった」

　いつものゾクリとするような冷たい声で言う。クルンの肩が、びくっと震ふるえるのがわかった。

　まるで親に叱しかられた子供のように、恐る恐る振り向く。そして、ポストイットを見せた。「すいません」いつもより少しゆがんだ字で、そう書かれていた。

　ふん、とツクモは雄ゆう弁べんに鼻を鳴らす。

「無理をすることと、無茶をすることは違ちがうのだ。意地を張るのは勝手だが、そのせいで自らだけでなく周まわりの者まで危険に晒さらす破は目めになるのだぞ」

　ちょっと待て、たしかに今日のはクルンにもミスはあったけど、お前がそれを言うのかよ。

「人には向き不向きというものがある。慣なれないことを背伸びしてやろうとしても、怪け我がをするだけだ。自分の役割というものを、もう一度考えるのだな」

　だから、それをお前が言うのかよ。日ごろの自分を振り返ってみろ。

　突っ込みどころだらけなツクモの説教だけど、クルンにとってはかなり響ひびいたらしい。思いっきり落ち込んだようで、涙をぐっと堪こらえながら何度も頷いていた。

「なぁ、もういいだろ。煙草たばこのことは運が悪かったんだよ。クルンだって、お前を守ろうと必死だったんだ」

　そう言うと、ツクモは俺の方に歩み寄ってきた。そして、クルンには聞こえないように小さな声で告つげる。

「私わたしが怪我をしたことなどどうでもよいのだ。あの子がパンドラに駆かけ寄った時、下へ手たをすればどうなっていたか想像できるだろう」

　どうやら、こいつのらしくない説教は、クルンへの心配からきているらしい。

「もういい、帰るぞ」

　そう告げると、勢いよく背を向けて歩き出す。その不器用な様子に、思わず苦笑いを浮かべた。

　振り向く、落ち込んだクルンは立ち尽つくしたまま、遠ざかるツクモの背中を見つめるだけだった。俺おれが歩み寄って「あんまり気にするな、もっかいチャンスを貰もらえたんだからよ」と話しかけると、クルンは頷うなずいてちょこちょこと歩き出した。

　ツクモの数歩後ろを、居場所を探している捨すて猫ねこのようについていく。

「シンちゃん、あの子、最近なにかおかしい？」

　ラクアが聞いてくる。俺は、曖あい昧まいに頷くことしかできなかった。

「まぁ、いいわ。次はがんばって。いつも通りやればうまくいくわよ。ほら、フジエル、なにやってるの、帰るわよー」

「……こんなに滅め茶ちや苦く茶ちやにしちゃって、パパになんて説明すればいいのよ」

　背後から、荒あれ果てた倉庫を見回しながら藤ふじ崎さきが呟つぶやくのが聞こえた。

「ちょっと、私わたしのせいじゃないわよー。あなたが、この場所でやりたいって言い出したんじゃない」

「そうだけど、納なつ得とくいかないわっ。なんでこんなタイミングでパンドラが顕けん現げんするのよっ。この倉庫は大勢の人が出入りしてるし、在庫の管理だってちゃんとしてるのに」

「実際に起きたんだから仕方ないでしょー。もう、あんまり難しいことばっかり考えてると、胸まで栄養がいかないわよー」

「胸は関係ねぇだろっ！」

　藤崎が叫さけぶのを聞きながら、考える。確かに、パンドラが起きたのは偶ぐう然ぜんにしては出来過ぎてる気がした。煙草たばこの煙けむりだって悪戯いたずらにしては不自然だ。考えるほどに、何だか嫌いやな胸騒ぎが強くなっていく。

　倉庫から出て、空を見上げる。

　俺の気持ちを映したように、夜空に浮かぶ月は、暗い雲に覆おおわれていた。
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　デパートの屋上にある遊園地は、寂さびれた雰ふん囲い気きに反してそこそこ賑にぎわっていた。

　買い物のついでに、クルンと一いつ緒しよにデパートの屋上に立ち寄った。

　昨日きのうの失敗で落ち込んでいたクルンをなんとか励はげまそうと思ったのと、ツクモにクルンをどこか遊びに連れ出してやってくれ、と言われたことが理由だった。

　どこか出かけようと誘さそっても、クルンは首を縦たてに振ってはくれなかった。ツクモに働くことを禁止されていても、ツクモが店番をしている間に自分だけ遊びに行くなんてことはできないらしい。そこで考えたのが、デパートの屋上にある遊園地だった。

　今夜は、七夕パーティの日だった。

　七夕パーティには町内の人たちが料理を持ち寄るということで、クルンは朝からお弁当を作っていた。仕上げに足りない材料があったらしく、ツクモから買出しに行くことだけは許された。

　買い物のついでにちょっと立ち寄るくらいならいいだろ、しつこく誘って、クルンはしぶしぶ頷うなずいてくれる。「しょうがないです、つきあいます」俺おれがすっごい行きたがってたみたいになってるけど、そこはまぁいいだろ。

　遊園地といっても、大したものがあるわけじゃない。ゲームコーナーや小さなお子様向けの乗り物コーナーがあって、奥にイベントショーのステージがあるだけだ。今日はなにやらショーが催もよおされてるらしく、子供が多いのはそのためらしい。

「なんでも奢おごってやるから、ちょっと息抜きしていこうぜ」

　そう話しかけると、クルンは暗い表情のまま、ちょこちょことゲームコーナーに歩いて行く。

　買い物している時から、ずっとこの調子だった。昨夜の失敗を気に病んでるのか、思いつめた表情をしている。そのくせ仕事で失敗を挽ばん回かいしようと思っているらしく、七夕パーティの準備をいつも以上に頑がん張ばっていて、見ていて痛々しいくらいだった。

　クルンが近寄ったのは、クレーンゲームだった。ちょっと背伸びをして、ケースの中を覗のぞき込む。

　途と端たん、ずっと沈しずんでいた顔が、ぱっと明りが灯ともったように驚おどろいた表情になる。

　クレーンゲームの中には、大小さまざまな人形たちが輪になって、パーティでもしているように配置されていた。目をきらきらさせながら振り向き、ポストイットを見せてくる。「ちいさなゆうえんちが、なかにあります」

　ああ、なんて可愛かわいい発想をするんだ。たしかに、ケースの中で輪になっている人形たちは、そこに別のテーマパークがあるように楽しそうだった。

「ほしい子いるか？　あのクレーンで挟はさんで捕つかまえるんだよ」

　クルンの目が、急に悲しそうに細められる。「えいりあんあだぷしょん？」いや、これはゲームだから。そういう話じゃないから。エイリアンアダプションはＳＦ小説とかで使われるＵＦＯによる誘ゆう拐かい事件のことだ。クルンも俺も、伊だ達てに月げつ光こう文ぶん庫この愛読者をやってない。

　もう一枚ポストイットを見せてくれる。「かわいそうです」ああ、駄目だこれは。

　クルンはしばらくケースの中を何もせずに眺ながめてから、ちょこちょことゲームコーナーを歩き始める。

「なにかやりたいのがあったら言ってくれよ」

　少し後ろをついて歩きながら、話しかける。クルンはチカチカと色いろ鮮あざやかに変わる画面が珍しいらしく、目移りしながら歩き回っていた。その表情にはもう思いつめた様子はない。連れて来てよかった、心の底から思う。

　と、一台のゲーム機の前で足を止める。名作パズルゲームの『ぽよぽよ』だった。

　ちょっと脱力系なマスコット『ぽよ』が画面の上から降ってくる。同じ色の『ぽよ』を積み重ねて消していくというルールだ。連続して消すと、連れん鎖さといってボーナス得点が貰もらえる。

　クルンがポストイットを見せてくれる。「これ、なつかしいです」やったことがあるらしい。

　やりたいのか、と聞くと「やってるのが見たいです」という答えが返ってきた。どうやら、たまに見かける自分でやるより他人がやっているのを見ている方が好きなタイプらしい。

　百円を入れて、ゲームを始める。体育会系の親父のせいで、俺おれの家ではゲームなんて買ってもらえなかった。でも、『ぽよぽよ』だけは少しだけ自信がある。

　なぜかというと、月げつ光こう文ぶん庫こでノベライズしたことがあったからだ。タイトルもそのまま『ぽよぽよノベル～リルルの大冒険～』、ゲームのノベライズと侮あなどるなかれ。それは、初めての読者でも楽しめる良質のドタバタコメディだった。これの影えい響きようを受けて、友達の家やゲームセンターで『ぽよぽよ』だけは何度も挑ちよう戦せんした。ゲームが面おも白しろいっていうのもあったけど、小説に出てきたキャラたちが使えるっていうのが嬉うれしかったんだ。

　敵を一人倒すと、クルンがそのたびに嬉しそうにぴょんと跳はねる。なんだかそれが楽しくて、その仕し草ぐさをもう一度見たいと必死で頑がん張ばった。だけど、残念ながら三人目で出てきたカジキマグロという魚に手足が生えたようなキャラに負け、ゲームオーバーになる。くそ、こいつ、小説の中でも嫌いやなヤツだったな。

「……悪ぃ。おわっちゃった」

　俺が呟つぶやくと、クルンはぶんぶんと首を振る。「ないすでした。せいじゅうランドでもつうようします」とポストイットを見せてくれる。なんだ、聖せい獣じゆうの世界にも『ぽよぽよ』があるのか？

　と、そこで、周まわりにいた子供たちがすっかりいなくなっているのに気づく。

　どうしたんだろう、と思って辺あたりを見回すと、皆、奥のステージに集まっていた。イベントショーが始まるらしい。

　俺もクルンの手を引っ張ってステージに向かった。子供たちはぺたりとステージ前にしゃがみ込んで、今か今かとショーのスタートを待っている。俺たちもその最後列にちょこんと座った。

　近くに貼はってあったポスターが目に留とまる。『れっつピュアバード』、どうやら女の子向けアニメのヒーローショーらしい。翼つばさの生えた鎧よろいを着た少女たちが手を繫つないでいた。どうでもいいけど、そのネーミングはなんとかならなかったのか。

　ミュージックが流れ、ヒーローショーが始まった。怪人が出てきて暴れ始める。

　子供たちから上がる、悲ひ鳴めいと歓かん声せい。子供たちに襲おそい掛かろうとする怪人を、いろんな鳥をモチーフにした美少女戦士たち、ピュアバードが出てきて迎え撃うつ。

　ヒロインの鳥は白鳥だった。ピュアスワン、名前はアレだけどビジュアルはかなりかっこいい。どっかの残念な世界とはえらい違ちがいだ。

　俺おれの心配に反して、ショーは大おお盛もり上がりだった。ちらりと横を見ると、クルンもぎゅっと拳こぶしを作って、食い入るように見つめている。

「おもしろかったです」ショーが終わってから、ポストイットを見せてくれた。「あれ、ほしいです」と、クルンが指差したのは、ステージの傍そばで売っていた関連グッズだった。

　ピュアバードのマスコット、アヒルか白鳥かよくわからない人形を買ってやる。鳥なのに、やたらと長いまつ毛があってちょっと不気味だ。渡すと、嬉うれしそうにぎゅっと胸に抱きしめてくれた。

　クルンが、ちょんちょんと俺のシャツの裾すそを引っ張る。シャツの端はしっこにポストイットが二枚貼はられていた。「今日はありがとうございました」「ボクのこと、心配してくれたんですね」

「そんなんじゃねぇって」

　ちょっとだけ照れくさくなって、そう答える。クルンは少し迷った表情をしてから、俺を見上げる。そして、手にポストイットを貼って見せてきた。「さいきん、お姉ねえのようすがへんです」まぁ、あいつが変なのはいつものことだけどな。「ボクに仕事をするな、といいます」

　……ああ、そうか。昨日きのうの失敗だけじゃなくて、そのことも気にしてたのか。

「あいつが仕事をしなくていいって言ってるのは、たぶん、なんか理由があるんだ」

　少しだけ目を潤うるませて、次のポストイットを書いて見せる。「ボクは、もうお姉にひつようないのでしょうか？」

「そんなわけ、ないだろ。ツクモにはお前が必要だ、これは絶ぜつ対たいだよ」

　心の底から、思う。パンドラの記録だってそうだ、満まん月げつ堂どうの仕事だって、家事だってそうだ。それに、お前がいないと、ツクモはたった一人で暮らしていくことになる。お前がいるおかげでアイツがどれだけ助けられているか。

「しんたは、お姉のことが好きですか？」いきなり、そんなことを書いて見せてくる。

　クルンの言う好きは恋愛感情のことじゃない、そうはわかっていても、好き、という言葉に反はん応のうして思わず心臓が跳はねる。

　俺の表情を見て、クルンは勝手に解かい釈しやくしたようだった。「ボクもお姉のことが好きです」そうポストイットを見せてくる。そんなことは、もう言われなくたってわかっていた。でも、言葉はそれで終わりじゃなかった。「これからもずっとです、なにがおきてもです」ぺとぺとと、俺おれのシャツの端はしに貼はっていく。「でも好きなことと、そばにいることはちがうとおもいます」

「……お前、何を考えてるんだ？」

　思わず聞き返す。その言葉に、なにやら思いつめているのを感じた。

　でも、その答えが帰ってくる前に、クルンの目が大きく見開かれた。

　……ん、なんだ？

　視線を振り向く。イベントショーが終わり、ばらばらと解散していく親子連れと子供たち。その流れの真ん中に、やたらと人目を引く青年の姿があった。

　その青年が目立っているのは、ただ単にカッコよかったからだ。モデルのように細く長い足、端たん正せいながらどこか陰かげのある顔立ち、自然な茶髪には両サイドに白いメッシュが入っている。服装は黒いシャツに青地のレザージャケット、小こ脇わきにスケッチブックを抱え、胸元には翼つばさをあしらったシルバーアクセサリーがぶら下がっていて……まるで、雑誌の表紙でも飾れそうなほどお洒落しやれだった。これが街中だったら、きっと大勢の人が彼を振り返っていただろう。

「知り合い、か？」

　クルンが答えるより先に、青年がスケッチブックを開いて、文字を書いて見せてくる。「私わたしはキール。その子の兄だ」、そう書かれていた。

　クルンを見ると驚おどろいた表情のまま頷うなずいてくれた。どうやら間ま違ちがいないらしい。兄ってことは……このモデルみたいな人も、聖せい獣じゆうなのか。

「……昨日きのうの二人と違って現代風だな。かなりお洒落だし」

　呟つぶやくと、クルンはすぐにポストイットを見せてくれた。「キールはゆうめいなデザイナーです」

　聖獣の世界にも、デザイナーなんているのか。そりゃお洒落なわけだ。

　キールは、映画のワンシーンのようにカッコいい笑みを浮かべて歩み寄ってくる。もっとも、本人はただ笑っただけなんだろうけど、そんな当たり前の仕し草ぐささえ絵になってしまうくらいの男前だった。

「久しぶりだね、クルン」

　スケッチブックを捲めくり、次の文字を書く。それから、澄すんだ瞳ひとみが俺の方を見る。

「桐きり島しま新あら太た君だね。妹がいつも世話になっている」

　礼儀正しく、頭を下げる。おう、いい兄さんじゃないか。

　どうして俺の名前を、と言いかけてやめる。

　ああ、そうか。獣王が、この世界のパンドラ本が聖獣ランドで話題になっているって話をしてたな。

「パンドラ本、読んだよ。がんばってるみたいだね」俺の予想を裏打ちするようにスケッチブックを見せてくる。その言葉にクルンは、えへん、と胸を反そらせた。

　と、そこで気づいたのか、手にポストイットを貼ってお兄さんに見せる。「キール、どうしてここにいるんですか？」

　キールはまた、映画のように絵になる笑顔を浮かべる。

「大した用事じゃない。迎えにきたんだ」

　ポストイットが答える。「どういうことですか？」

「私わたしと一いつ緒しよに、聖せい獣じゆうランドに帰るんだ」

　え。書き込まれた文字に、思わず声を漏もらした。

「ビザが切れたのはいい機会だ。君には聖獣の仕事は向いてない。聖獣ランドに戻って、私の仕事を手て伝つだってくれないか」

　しばらく、クルンは兄のメッセージを見つめていた。それから、思い切ったようにポストイットを突き出す。「もしかして、昨日きのうのたばこはキールですか？」

　昨日のたばことは、もちろん審しん査さの時のことだ。モデルのような美青年は、全く表情を崩くずさずに頷うなずく。クルンはさらにポストイットを突き出す。「空き家の、たい焼きもですか？」キールはまた頷いて答えを書く。

「ああ、そうだよ。友人に頼んで、邪魔してもらった」

　クルンはぱっと駆かけ寄って、キールに手を伸ばした。一いつ瞬しゆん、パンチでもするのかと思った。このオコジョ少女もこんな風に怒るんだ、と感動さえ覚えそうになった。でも、それはもちろん誤解だ。突き出した手のひらには、ちょこん、とポストイットが貼はられていた。

「なんで、そんなことするんですか」そう書かれていた。

　キールは映画でシリアスな展開が起きた直後みたいに、真剣な表情になる。そっと胸にぶら下げているシルバーアクセサリーに触ふれながら答えを書く。

「クルン、君がこの世界で聖獣になると言って家を出た時のことを覚えているか？」

　クルンはすぐに思い当たったらしく、はっと兄の顔を見つめた。

「私は、君には聖獣は無理だと言った。君は二年間だけ猶ゆう予よをくれと答えた。それで結果が出せなければ、諦あきらめて私の仕事を手伝うと、そう言ったんだ」

　クルンがポストイットに文字を書く。「じゃぁ、昨日のは」書いてる途と中ちゆうで、先にスケッチブックを捲めくって見せる。

「君を試ためしたんだ。二年前に宣せん言げんした通り、一人前の聖獣になっているか確かめたくてね」

　クルンはぎゅっと拳こぶしを握にぎって、悔くやしそうにお兄さんを見上げた。

「君も、君が支えている観かん測そく者しやも、とても一人前と言えるレベルじゃない」

　すぐにポストイットを書く。きっとそれは、絶対に聞き流せない言葉だったんだろう。「昨日はボクがしっぱいしただけです。お姉ねえはわるくないです」「昨日の仕事ぶりを見ている限りだと、とてもそうは思えないよ」「お姉のことをわるくいうのは、キールでもゆるさないです」よっぽど興奮したのか、ぽんっとクルンの頭からオコジョの白い耳が飛び出す。

「クルン、どうしたんだ、その耳は」

　キールの瞳ひとみが、すっと細められる。それと同時、ぽんっ、と頭から獣耳が飛び出してきた。それは、クルンとは色違ちがいの茶色だった。

　以前にツクモが言っていたのを思い出す。本来、オコジョは茶色の夏毛と純白の冬毛の二つを持っている。聖せい獣じゆうであるタマオコジョはどっちにもなれるけど、ツクモの好みで冬毛にしてくれている、と。

「なんで冬毛に仕様変更してるんだ」

「キールには、かんけいないです」

「君は夏毛の方が似に合あうだろう」

「ボクはこっちが好きです」

「いつから、私わたしの言うことに逆らうようになった」

「もうボクは、キールの後ろにかくれてばかりいた、よわむしクルンじゃありません」

　ああ、お前、そんなあだ名だったのか。

　キールは大きく息を吐はくと、しばらく何かを考えてから、スケッチブックを見せる。

「君の決意はよくわかった。やりたいようにやるといい」そう書かれていた。

　クルンはそれを見て、わかってくれたんですね、と目を輝かがやかせる。

　でも、続けて書かれた言葉に、その表情はすぐに曇くもらされた。

「ただし、次の再さい審しん査さがパスできなくて聖獣ランドに帰ってきた時は、二年前の約束通り、私の仕事を手伝ってもらうからね」

　それを見せると同時に、ぱたっ、と勢いよくスケッチブックを閉じた。頭の上の耳を消すと、ジャケットの裾すそを翻ひるがえして背を向ける。クルンのお兄さんは、そのまま人ごみに紛まぎれるように遠ざかっていった。

「……なんだかよくわからないけど、厳きびしそうな人だな」

　呟つぶやくと、クルンは少し苦笑いのような表情を浮かべてみせる。なんだ、それ。

　ステージの周囲には、もうほとんど人は残っていなかった。ぽつんと取り残されたまま、遠ざかっていくモデルみたいな後姿を見つめる。

「お願いがあります」クルンがポストイットを貼はって見せてくる。「今の話、お姉ねえにはしないでください」

「え、なんでだよ……お前、昨日きのうのことでツクモに怒られてただろ、邪魔されたんだって言った方がいいんじゃないか。それに、次の審査の時だってどんな妨ぼう害がいしてくるかわからないだろ」

　でも、クルンは円つぶらな瞳ひとみで俺を見つめながら、首を振る。その表情は全力で訴うつたえていた。これはボクの問題です、と。

　クルンの真剣な目が、ずっと昔の記き憶おくと重なる。

　第百四十三訓くん、決意した目の人に出会ったら、諦あきらめるしかない。

　この教きよう訓くんを教えてくれたのは母親だった。単身赴ふ任にんになった父を追って家を出る前日、俺おれと姉をリビングに集めて言った。母さんは明日からこの家を留る守すにします。あなたたちに許してというつもりはありません。でも、知っていてください。これが私わたしの選択なの。それを聞いて食事や家事の心配をする俺おれの横で、恋愛ジャンキーの姉はこう言った。素敵、と。つまり、決意されてしまったら、もう何を言っても無駄なのだ。

　俺は少し迷ってから、わかった、と答えた。




　　　　＊




　満まん月げつ堂どうに戻ると、ツクモが店みせ仕じ舞まいを始めていた。

　クルンがすぐに手て伝つだおうとするけど、すぐに冷たい声がする。

「クルン、お前はなにもするな。奥で休んでいろ」

　クルンの体がぴくっと震えて、ツクモを見上げる。円つぶらな瞳ひとみで悲しそうに見つめて、手伝わせてください、と訴うつたえる。ああ、あんなピュアな目で見つめられたら、俺なら絶対に言うことを聞いてしまうだろうな。

　でも、ツクモは全く動じなかった。ゾクリとするような冷たい声で告つげる。

「聞こえなかったのか、奥で休んでいろ」

　そう言うと、自分でカーテンを閉めたり、床を掃はいたりはじめる。

　ツクモがちゃんと自分で店仕舞いをするのを見るのは初めてだった。いつもは時間になってもせいぜい売り上げをメモするくらいで、他は全部クルンがやっている。どういう心境の変化だろう。こいつなりに、店主として店の仕事は一人でできるようにならないといけない、と心を改めたんだろうか。

　そんなことを思っていると、背中越しにツクモの声がした。

「シン、なにをもさっとしている。さっさと手伝え」

　えー。俺は働かせるのかよ。もさっとなんかしてねぇだろ。

　心を改めたんじゃないらしい。まったく、なにを考えているのかまるでわからない。

「俺は、この店のバイトじゃないんだけどな」

「聞こえるようにボヤくな、男が下がるぞ。タダで夕食に招待したのだ、これくらい安いものだろう」

　ああ、そうだった。今晩は七夕パーティがある。ちょうど姉も外食してくると言っていたし、確かに、晩ご飯のことを考えないで済むのは助かる。

　と、視線を感じて振り向くと、部屋の奥からクルンが潤うるんだ瞳で俺を見つめていた。その目はこう訴えていた。「どうして、ボクははたらいちゃだめなんですか？」

　そんな目で見ないでくれよ、心臓に悪いから。

　それからしばらく床を掃いたり、返ってきた本を元の棚たなに返したり、こっそり月げつ光こう文ぶん庫この新刊を目立つ位置を置き換えたりした。

　店みせ仕じ舞まいを終え、揃そろって店を出る。

　俺おれとツクモが並んで歩き、少し後ろをクルンがちょこちょことついて来る。クルンの手には、朝から準備していた料理のタッパーがあった。買い足しにいった食材もきちんと盛り付けられ、赤い風ふ呂ろ敷しきに包まれている。

　その表情は、また思いつめたように沈しずんでいた。せっかく遊園地で元気になったのに、あのクールなお兄さんのせいで台だい無なしになっちまった。

「短たん冊ざくは書いてきたか？　あれが入場券代わりだからな」

　ポケットには、図書室で受け取った短冊が入っていた。願いごとは受け取ってすぐに記入してある。何を書くかは、一年前から決まっていたんだ。

「ああ。クルンは書いたのか？」

　後ろを振り向いて、クルンに話しかける。クルンは小さく頷うなずくだけだった。やっぱり元気がない。

「クルンも、満まん月げつ堂どうにきてから毎年参加しているからな」

「あぁ、そうなのか。クルンが来たのって確か二年前だったっけ？」

「そうだ、母がいなくなってすぐだからな。ちょうど、今くらいの時期だった」

　俺は、ずいぶん前にラクアに聞いた話を思い出した。

　ツクモに出会う前、クルンは天使のサポートをする仕事をしていた。でも、自分に自信が持てなくて、肝かん心じんなときに失敗してばかりで役に立てなかった。そこで、実力もないくせに偉えらそうなツクモと組ませたらいい影響が貰もらえるんじゃないか、そう思って満月堂に連れてきたというのだ。その結果が、今の二人の関係になっている。

　弱虫クルンと呼ばれていたのは、きっとこの店にくる前の話なんだろう。今のクルンは、ちょっと空回ることはあっても、勇気だけは誰だれにも負けない。

「七夕パーティってどこでやるんだ？」

　ふと、周まわりの景色が変わっているのに気づいた。満月堂のある時代に取り残されたような町内から離れ、ちらほらと最近建てられた住宅が混じってくる。

「もうじきだ。匂におってきただろう」

　ツクモが言う。なにか料理の匂いでもするのかと、嗅きゆう覚かくに意識を集中してみる。でも、なにもしない。代わりに流れてきたのは、水の匂いだった。さらに近づくと水音も聞こえてくる。少し遅おくれて、彼女が告つげた言葉の意味を知った。

　住宅街を抜けてちょっと土手を登ると、途と端たんに視界が開けた。

　その先に何があるのか、もうわかっていた。目的地がまさかそこだと思わなかっただけで、この町に住んでるんなら知らない奴やつなんていない。

　この町の外を這はうように流れる大きな河と、その両りよう脇わきに広がる河原かわら。

　目の前には古びた橋が架かかり、その傍そばには一本の立派な枝し垂だれ柳やなぎの木があった。夜風が吹いて、柳の葉を揺ゆらす、ざざざ、河の水音に混じって、波音にも似た葉音が響ひびく。

「本当は正式な名前があるのだが、町内の人間は柳橋と呼んでいる。七夕の週の金曜の夜、柳橋の下で、この宴うたげは私わたしが生まれるよりも前から続いているらしい」

　視線を柳の木の下に向けると、大勢の人が集まっていた。老ろう若にやく男なん女によ、全部で三十人くらいの人たちがいる。

「前から不思議に思ってたんだよ。この河原かわらの道はサッカー部のランニングでも使うんだけどさ、なんか他の場所は草が伸び放題なのに、この辺あたりだけやけに手入れされてるんだよな。ベンチとかテーブルとか置かれてるし」

「うむ。あの町内には、暇ひまを持て余あました隠いん居きよ者が多いからな」

　どうやら、一年に一度、この日のために手入れされていたらしい。

「シン、見ろ。美しい月が出ている。今こ宵よいが七夕ならば、織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしも年に一度の逢おう瀬せを楽しんでいるだろう」

　情じよう緒ちよのあることを言ってくる。見上げると、ちょうど風で揺れる柳の隙すき間まから月が覗のぞいていた。お椀わんを傾かたむけたような、どこか船にも似た半月だった。

「私はあの話があまり好きではない。働き者だった織姫と彦星は、結婚した途と端たんに怠なまけ者になった。つまり、二人は相性が悪かったということではないのか？　互たがいにとってよい影響を与え合える相手を選ぶべきだったのだ」

　こら、情緒があるとか思ったの返せ。

「ツクモちゃん、遅おそかったじゃないか。お、今日は噂うわさのボーイフレンドも一いつ緒しよかい？」

　すぐ傍そばから声が掛かる。振り向くと、やたら分ぶ厚あつい胸むな板いたがあった。頭にタオルを巻いた、背の高い青年が笑っている。日に焼けた肌はだに白い歯、なにやら爽さわやかな体育会系の匂においがする人だった。

「ボーイフレンドではない。皆が、連れてこいとうるさいのでな」

　ツクモが相変わらず冷たい声で答える。それから、俺おれの方を向いて紹介してくれた。

「シン、満まん月げつ堂どうの傍にクリーニング屋があるだろう。これはそこの倅せがれだ」

　噂は母から聞いてます、とクリーニング屋の倅が挨あい拶さつする。何を聞いてるのか、後で確認しよう。にしても、倅って年下が言う言葉じゃないだろ。どう見ても二十歳は過ぎてるだろ。

　桐きり島しま新あら太たです、と名乗る。横で聞いていたツクモが「あらた？」と小さく呟つぶやくのが聞こえた。お前、俺の名前はシンタだって思い込んでたんじゃないだろうな。

「三人とも、短たん冊ざくは持ってきたかい？」

　うむ、とツクモが頷うなずいて、俺の前に手を突き出してくる。ポケットからピンク色の短冊を取り出して手渡す。

「成績がよくなりますように、か。つまらない願い事だな」

　当然のように音読するなよ。まぁ、本気で思ってるわけじゃないからいいけどさ。

　第百七十訓くん、願い事は胸に秘めるもの、誰だれかに見せるものじゃない。

　高校一年の時に学んだ教きよう訓くん。願いなんてのは叶かなう時には叶うし、叶わない時には叶わない。それをわざわざ口にすることは余よ計けいな面めん倒どうを呼び寄せるだけだ。

「宝くじが当たったら、と聞かれて貯ちよ金きんすると答えるようなものだぞ。こんな願いを見たら、星たちもがっかりだろうな」

　うるさいな、なんで短たん冊ざく一つでここまで言われなきゃいけないんだよ。

「じゃぁ、お前はなんて書いたんだよ」

「おいクリーニング屋、こいつをできるだけ高いところに結んでくれ」

　俺が手を伸ばすより先に、ツクモは短冊をクリーニング屋の倅せがれに預ける。くそ、卑ひ怯きような奴やつだ。

　クリーニング屋は河原かわらまで降りていくと、梯はし子ごに登って柳の枝に短冊を結びつけた。ツクモが渡した紺こん色いろの短冊は一番高いところに吊つるされる。がんばって目を凝こらしても読めない。って、そんなことより。

「柳だよな、あれ」

「細かいこと気にするな。私わたしが生まれる前からこうしているのだ」

　見上げると、他にもたくさんの色とりどりの短冊が柳に吊るされていた。この色の数だけ願いがある、そう思うと少しだけ楽しい気分になった。

　階段を下りて、俺たちも河原に出る。すると、ツクモに気づいた人たちがわっと近寄ってきた。どういうわけか、この無愛想な娘むすめは町内では人気者らしい。

「ツクモお姉ちゃん、こっちこっち。また本のお話して」

　小さな子供たちがツクモの足元を回る。

「ツクモちゃん、ほら、お団だん子ご食べるでしょ」

　いかにも世間話が好きそうな白エプロン姿のおばさんが、三色団子を持ってくる。

「いやぁ、やっぱりツクモちゃんが来てくれないと、盛り上がらないねぇ」

　腰こしの曲がった爺じいさんがやたら遅おそいスピードで近づいてきて、そんなことを言う。そうこうしている内に、ツクモは子供たちに引っ張られてどこかに連れて行かれてしまった。

　なんなんだ、この雑多な集まりは。カルチャーショックを覚えながら辺あたりを見渡す。

　投光機に照らされた河原には大勢の人がいた。ビニールシートを広げてままごとをしている子供たちや何やら俳はい句くの品評会らしきことをしている老人グループ、将しよう棋ぎを打ってる人がいたり酒を飲んで盛り上がってる一団がある。橋の下にはカラオケセットまで置かれていた。自由にも程ほどがあるだろ。

　と、クルンもいなくなってるのに気づく。見ると、この宴うたげの中央に置かれた卓袱ちやぶ台だい、そこに並べられたたくさんの料理の中に、持ってきたタッパーを並べていた。皆が持ち寄った料理があれなんだろう。

　それに気づいた近くの主婦が、クルンに話しかける。すぐに、それは小さな輪になった。どうやらレシピの交こう換かん会かいが行われているらしい。

　……おい、こんなわけのわからない場所で一人にしないでくれよ。

「よぉ、君、こっちに座りなよ。ツクモちゃんとどういう関係か聞かせてくれよ」

　と、後ろから声がかけられる。さっきのクリーニング屋の倅せがれだった。宴えん会かいグループに混ざっていて、周まわりには顔を赤くした親父たちが輪になっている。

　ちょっと迷ったけど、他に居場所もないのでその輪に加わる。途と端たん、質問攻めにあった。

「なぁ、さっきツクモちゃん、ボーイフレンドじゃないって言ってたけどホント？」

「キミに、うちの町内のアイドルがまかせられるのかねぇ」

「で、どこまでやったんだよ」

「何もしてませんよっ。なんなんですか、あなたたちが考えてるような関係じゃないです」

　何人かはすでに出来上がっているらしく、下ネタモードになっている。くそ、これだから酔よっ払ぱらいは嫌いなんだ。

「なんでアイツが、こんなに人気者なんですか？」

　ちょっと気になって聞いてみる。学校や満まん月げつ堂どうでも、ツクモは無愛想なくせになぜか人気がある。だけど、この町内の人気は異常といってもいいくらいだった。

「まぁ、今夜は特別っていうのもあるけどね。君ももうちょっとしたらわかるよ」

　と、クリーニング屋が言ってくる。親父たちも、なにやら嫌いやらしい感じのする笑みを浮かべた。

　ツクモが、この会の途と中ちゆうから記き憶おくがなくなる、と言っていたのを思い出す。周りの顔を赤らめた親父共どもを見ながら、不安が込み上げてくるのを感じた。頭の中に、宮みや野のの言葉が蘇よみがえる。

──ツクモさんに、え、エッチなことさせないでくださいっ！

　任せろ、宮野。お前の思いは確かに受け取った。こいつらが何か企たくらんでるとしたら全力で阻そ止ししてやる。

「久しぶりに来たけど、相変わらず盛り上がってますねぇ。はい、お兄ちゃん、差し入れ」

　と、背後から声がする。振り向くと、どこかで見覚えのあるジャージ姿の女の人が立っていた。ぺこっと広いオデコにポニーテール。

「おー、お前が顔を出すなんて何年ぶりだよ。てっきり一人暮らし始めて、劇なんぞにかまけて、この町内のことなんか忘れたかと思ったぜ」

　お兄さんのクリーニング屋が答える。それを聞いて思い出した。

　ああ、そうだ、リリエルの劇団にいた人だ。名前は確か、

「……みっちょんさん」

　思わず呟つぶやいていた。確か本名は日下くさか部べ操みさ子こさんだっけ。

「あ、そういう君は、いつかのリリィさんを訪たずねてきた謎なぞの少年じゃないですかぁ」

　覚えていてくれたらしい。謎なぞでもなんでもないけどな。みっちょんさんは嬉うれしそうに、クリーニング屋と俺おれの間に体を割り込ませてくる。

「なぁに、タダでお酒が飲めるって聞いてきたのに、こんなところなのぉ」

　後ろから、さらに聞き覚えのある声がする。今度はすぐにわかった。うわ、振り向きたくねぇ。聞こえなかったことにしよう。でも、その努力は無駄だった。

「なんと、リリィさんも招待したんですよぉ」

　みっちょんさんがバラしてくれる。さっきまで騒さわがしかった親父たちが黙だまりこくっていた。生なま唾つばを飲み込みながら俺の背後をガン見している。一番横のお爺じいさんにいたっては前まえ屈かがみになっていた。歳とし考えろよ。血圧気をつけろよ。

　振り向くと、相変わらず胸元を露ろ出しゆつさせた服を着てリリエルが立っていた。ウェーブの掛かった長い黒髪、やたら露出の激しい黒のワンピース、エキゾチックな雰ふん囲い気きのメイクはどこか魔女を思わせる。俺には理解できないけど、ある年代以上を虜とりこにする大人の色気ってのが出ているらしい。

「あら、あんたもこの町の子なのぉ。この世界は狭せまいわねぇ」

　狭いのは世界じゃなくて、この町内だけどな。リリエルが俺に気づいて近づいてくる。

「一人なのか？　一いつ緒しよに住んでるっていう神様は一緒じゃないのかよ」

「ネア様はナイーブな人なの。こんな人の多いところに出てこれるわけないじゃない。殺す気？」

　なにがナイーブだ、ただの引き籠こもりだろ。いつも思うけど、そのネアって人はどんな神様なんだ。一回会ってみたい。関わりたくないけど。

「なんで、リリィさんにタメ口なんですかぁ」

　みっちょんさんが驚おどろいたように聞いてくる。なんでって言われても困るけど。

　ちょっと面めん倒どうなことになりそうな気配を察してくれたのか、リリエルは向こうで飲んでくるわぁ、と離れていった。親父たちもぞろぞろとリリエルについて席を離れていく。やっぱりこのエロ親父共どもは信用できない。ツクモのことは俺が守らないと。

「この町内の出身だったんですね。こんなに騒いで近所迷惑じゃないんですか？」

「あ、それは問題ないんですよぉ。この近きん辺ぺんの家の人たちはだいたい参加してますから。それに、ほら、あそこで将しよう棋ぎを指している人、警察署長さんなんですよぉ」

　ああ、そうですか。恐るべし下町人情。

「あ、聞いてくださいよ。今度、また新しい劇をやるんですよぉ。『寂さびしがりやの家』っていうちょっと怖い話で、これがまた子供たちにも大ウケなんですよぉ」

　その話は、どこかで聞いたことがあった。そうか、またあんたの仕し業わざだったのか。無邪気な顔をして、この想像力が諸悪の根源らしい。

　思わず握にぎり締しめそうになった拳こぶしを押し止める。やめよう、物語にも噂うわさにも罪つみはない。でも、この人のことは今度からパンドラメーカーと呼ぼう。

　と、また背後から声が掛かる。次にやってきたのは、聞き覚えがある、程度じゃなかった。耳に染しみ込むくらい聞き飽あきている声だ。

「おや、おやおやおや」

　わざとらしい声は、弧を描えがくようにして俺おれの正面に回りこんでくる。クリーニング屋の倅せがれが顔を向けて、小さく手を上げる。

「あ、先輩、来てくれたんですね」

　うん、来た。彼女はクリーニング屋にそう答えた後、俺の目の前に立った。そして、あれま、とさらにわざとらしく付け足す。

「弟がいる」

「姉ちゃん……なんで、ここにいんだよ」

　目の前には、仕事帰りなんだろう、ちょっと小こ洒落じやれたブラウス姿の姉が立っていた。

　今日は晩飯いらないって言ってたの、用事ってこれかよ。やっぱり世界は狭せまいな。

「これ、高校の後輩なの」

　と、姉ちゃんはクリーニング屋を指す。

「ついで言うと、元彼なの。すぐにフラれたけど」

　と、付け足す。いやぁ、すいません。とクリーニング屋がなぜか謝る。どうやら、過去になにか良くないことをしでかしたらしい。狭い、狭すぎるよ世界。

「まぁ、あれよ。愛情はごくまれに友情に変化することがあるの。それは、かつて好きだったっていう記き憶おくがある分だけ、普通の友情よりも強いモノになるの。これと私わたしは、そのごくまれな例なんだ」

「いきなり、なにワケわかんねぇこと言ってんだよ」

「そりゃわかんないでしょうね。十年早いって」

　いや、俺と姉ちゃん、そんなに歳とし離れてないだろ。

　しばらくクリーニング屋の倅やみっちょんさんと話をしていたけど、皆の酒がすすむにつれてテンションに付いていけなくなった。未成年なめるなよ。そう心の中で呟つぶやいて、ちょっと休きゆう憩けいします、と言って席を離れた。

　騒がしい宴うたげから少し離れて、水辺のすぐ傍そばにあるベンチに腰こしを下ろす。

　賑にぎやかなのは嫌いじゃない。でも、あんまり長い時間、大勢といるのは疲つかれる。そういう性しよう分ぶんなんだ。なんだか人と話をしすぎて、少し本が恋しくなってきた。

「すまなかった、放ったらかしにして」

　冷たい声がする。振り向くと、すぐ隣となりにツクモが立っていた。

　手には、二人分のジュースが入ったグラスがあった。どうやら、俺が一人になっているのを見つけて来てくれたらしい。

　ツクモは俺おれの横に座ると、ふう、と小さく息を吐はいた。

「やはり、ここは落ち着くな」

　ここ、っていうのが何ど処こを指しているのかよくわからなかったけど、ツクモもあの大勢の人たちの中で少し疲つかれているのはわかった。

「お前もいろいろ付き合いとか大変なんだな」

「うむ、さすがに疲れた。満まん月げつ堂どうに戻って本が読みたい」

　帰って寝たい、って言うみたいに活字を欲するなよ。少し前まで、自分もそう思っていたのを棚たなに上げて呟つぶやく。

「だが、私わたしはこの会が嫌いではないのだ。普段は静かな町内なのだが、こうして皆が集まると、なかなかに賑にぎやかなものだろう」

　そう言って、河原かわらで催もよおされている、年に一度の馬鹿騒ぎを見渡す。なかなかに賑やか、どころじゃないけどな。

　さっきまで俺が座っていた宴えん会かいグループでは、戻ってきたリリエルと姉が何やら盛り上がっていた。駄目な男にどうしようもなく惹ひかれてしまう病気を患わずらっている二人だけに、どこか通じるものがあったのかもしれない。

　ツクモは無表情のまま、手に持っていた一方のグラスを俺に渡し、もう一方をそっと口に運ぶ。そして、お椀わんのような月を見上げて呟いた。

「母がいなくなって、私は一人で店を支えてきた。その自じ負ふはあるのだ。だが、それでも、こうしてたくさんの人たちに見えないところで支えられている。ここに来ると、気にしなければ忘れてしまいそうになるそれを思い出させてくれる。私が欠かさずこの会に出るのは、感謝しているからだ」

　珍しく、ツクモは自分のことを話し出した。何を考えているのか滅めつ多たに表に出そうとしない奴やつだけに、その言葉は深く胸を捕らえた。こいつはこんな場所でも、背伸びをして、無理をして、片意地を張っているんだ。

「それに……母が好きだった町を、母が好きだった人たちを、失いたくないのだ。あの人が、ふらりと店に帰ってきた時に、またここに戻れるように」

　母、ツクモがその言葉を口にした時、一いつ緒しよに寂さびしさのようなものが流れ込んできてズキリと耳の奥が痛んだ。

　ツクモの母親は、二年前にツクモを置いて男と一緒に店を出た。一緒に出て行った男が、クローエルっていう名前の天使だってことも聞いている。

「なぁ……お前のお母さんって、どんな人なんだ？」

「うむ、美しい人だった。風のように自由で、夏の日差しのように眩まぶしくて、そこにいるだけで皆を楽しませることができる人だった。満月堂を愛し、本を愛していた。プロレスを愛し、カンフー映画を愛し、昭和後期の歌か謡よう曲きよくを愛していた。私はあの人のことが好きだったが、あの人のようになりたいと思ったことは、一度としてなかったな」

　ツクモの表情は相変わらず、なにも映していなかった。でも、その目に、ほんの少しだけ哀あい愁しゆうのようなものを見た気がした。途と中ちゆうで意外な趣味が混ざっていたことは触ふれないでおこう。

「なんだか、今日はやけに饒じよう舌ぜつだな」

「どうしてだろうな。なんだか、気分が良い」

　そう呟つぶやいて、ツクモはまたグラスを口に運ぶ。

　俺おれも釣つられて飲もうとして、そこでさっきからツクモが飲んでいるモノが、ジュースじゃないことに気づく。

「おい、これ、酒じゃねぇか」

　ツンと酸さん味みを伴ともなったアルコールの匂におい。ジュースじゃなくてワインだった。やけに饒舌だったのは、これのせいかよ。

　大丈夫なのかと思って顔色を確認するけど、ツクモは相変わらずの無表情だった。顔色も全く変わらない。まだそれほど飲んでいないんだろう、酔よっ払ぱらっている様子はどこにもなかった。

「あのおっさんたち、何を飲ませてんだよ」

「そんなに飲んでいないぞ、これでもまだ五杯目だ」

　……え。このでかいグラスで五杯、ってかなり飲んでるじゃねぇか。

「おい、ツクモ、大丈夫か？　気分とか悪くないか？」

「何を聞いていたのだ。気分が良いとさっき言っただろう」

　そう答えると、ツクモは勢いよく立ち上がった。ピンと背筋を伸ばし、夜空を見ながら告げる。

「シン、歌おう」

「は？」

　ゆくぞ、と言うと、俺の手をぱっと取って宴えん会かいの中に戻り始める。繫つないだ手は、びっくりするくらい冷たかった。

　向かった先は、橋の下にあるカラオケセットだった。さっきまで子供たちがアニメソングを歌っていたけど、今は誰だれも使っていない。

　ツクモがカラオケセットに近づいた途と端たん、辺あたりが静まり返った。

　さっきまで思い思いに騒いでいた人たちが、じっと俺たちの方を見ていた。

　なんだ、この空気。すっげぇ注目されてるんだけど。

　ツクモは視線など気にせず、カラオケセットをいじりはじめる。だけど、使い方がわからないらしく、うむむ、と唸うなっていた。

「……どうも調子がよくないようだな」

　いや、お前が操作をわかってないだけだろ。もうやめようぜ、大人おとなしく席に戻ろう、そう言いかけたときだった。さっきの親父ズの一人がやってきて、任せてくれ、といじり始める。いや、余よ計けいなことしなくていいですよ。

　すぐに、カラオケから音楽が流れ始める。どうやら勝手に曲までセットしてくれやがったらしい。何を歌うか、せめてツクモに聞けよ。

「む、この曲なら知っているぞ」

　イントロを聞いて、ツクモが自信満々に頷うなずく。歌えればなんでもよかったらしい。

　俺おれも聞いたことくらいあるけど、かなり古いよな。なんでそんな自信満々なんだ。

　画面に映し出されたタイトルは『いい日旅立ち』、その下に発売日も表示さていた。１９７８年、生まれてないな。ツクモはマイクを二本受け取ると、一本を俺に突き出してくる。

　いや、歌えないし。っていうかさ、二人で歌う曲でもないだろ。とりあえずマイクを受け取るけど、どうすればいいのかわからなかった。

　ツクモはテレビに映った歌詞も見ずに歌い始める。

　なんで歌えるんだ。っていうか、

　っていうかさ、

　こいつ、めちゃくちゃ上う手まいじゃねぇか！

　別に普段と何が違ちがうわけじゃない。淡たん々たんとした冷たい声だけど、それがメロディに乗ると、感情を音楽が補おぎなっているように不思議と切なく聞こえた。そして、その歌声は、透すき通るように綺き麗れいだった。

　さっきまで賑にぎやかだった会場が静まり返っている。まるでコンサート会場だ。プロっていうのがどんなレベルなのかは知らないけど、お金をとれるんじゃないかって思うほどだった。

　俺もたちまち歌の中に引き込まれる。

　ふと観客席に顔を向けると、クルンが主婦の輪の中で目を潤うるませていた。感動しているのか、じっと俺とツクモを見上げている。その瞳ひとみを見ていると、なぜか胸がぎゅっと締しめ付けられる気がした。

　他の人たちもうっとりした表情で聞き入っている。リリエルがなぜか立ち上がって、目を見開いてこっちを見ている。静まり返った人たちの中で、さっきの親父たちだけが賑やかに叫さけんでいた。

「百もも恵えちゃんっ、百恵ちゃんが帰ってきてくれたっ」

「目から鼻水が止まらねぇっ、あの頃ころの思い出がプレイバックしてくるっ」

　ああ、そうか。あんたたちが楽しみにしてたのって、これか。

　どうやら満みち月つきツクモには、酔ようと歌いだす癖くせがあるらしい。なんだか、すっごい警けい戒かいしていた俺が馬鹿みたいだ。

　別にデュエット曲じゃないし、ツクモも俺の方を振り向きもしない。なんで、俺はここに立っているんだ。マイクなんか持って、ピエロもいいところだろ。こっそり降りようとしたら、すっと横から手が伸びてきてシャツの端はしを摑つかんだ。

「シン、どこにいくのだ。まだ歌の途と中ちゆうだぞ」

　歌うのを止めて、ツクモがゾクリとするような冷たい声で言ってくる。途と端たんに観客から沸わき起こるブーイング。仕方なく、ステージの上に戻る。それからも何度か隙すきを見てステージから降りようとしたけど、ツクモは目ざとく気づいて俺おれのシャツを摑つかんだ。

　曲が終わる。大だい喝かつ采さいの拍手が巻き起こる。

　ツクモが深々と一礼をする。やっと終わった。俺たちがステージから降りようとしたら、誰だれがセットしたのか、次の曲のイントロが流れ始める。

　今度は誰が歌うんだ。こんなに上う手まい奴やつの後じゃ、さぞ歌いにくいだろう。

　そんなことを思っていると、すぐ傍そばで冷たい声がした。

「む、これか。知っているぞ」

　ああ、俺も知ってる。昭和の名曲、って特番があったら必ず出てくるしな。俺の親父も好きだったよ。って、こら、シャツを引っ張るな。

　ツクモはステージの上に戻ると、すかさず近寄ってきた親父ズからマイクを受け取る。当然のように、一本を俺に渡してくる。だからデュエット曲じゃねぇし、歌えねぇから。

　誰かが曲を入れたんじゃなくて、ツクモのためにセットされたらしい。ツクモがステージの上で礼をする。巻き起こる大喝采。なんていうか、お前、この町の奴らに遊ばれてないか？

　ツクモは相変わらずの無表情で、笑顔一つ見せない。だけど、ノリにノってるのがわかった。イントロの間に、勝手に前まえ口こう上じようなど言い始める。

「ディランは歌った。『転がる石のように生きてゆこう』と。だが、転がる石にも意外と苔こけはつくものだ。だから、日本人である私わたしはこう歌おう、『川の流れのように』」

　なんだよ、それ。この台詞せりふもお馴な染じみらしい。待ってました、と囃はやす声が入る。

「ひばりちゃん、ひばりちゃんが帰ってきてくれたっ」

「目から鼻水が止まらねぇっ。見えるっ、伝説の東京ドームが見えるっ」

　これもまた、上手い。そして、俺が立ち入る余地はない。

　名曲が流れる中、じっとたくさんの視線を受けながら立ち尽つくす。なんだ、この放置プレイ。ああ、俺も穏やかにこの身を任せれるようになりたいよ。

　曲が終わり、ステージから降りようとしたツクモに子供たちが駆かけ寄ってくる。お姉ちゃん、これこれー。と、なにやら戦せん闘とう機きのプラモデルを持っていた。そして、次のイントロが流れる。まだ、終わらないのか。あぁ、これも聞いたことあるな。

　ツクモがイントロの間に、また前口上を口にする。

「銀河よ、私の歌を聞け」

　そんな平成になってからのアニソンも歌えるんだな。どこの時じ空くう要よう塞さいだよ。

　それから、人間ジュークボックスのようにツクモは歌い続けた。俺は何度か離れようとしたけど、そのたびにシャツの端はしを摑つかまれる。七曲目が終わると、疲つかれた、と言って次のイントロが流れる前に両足を揃そろえて跳とび降りる。

　それが合図だったように、宴うたげは何事もなかったようにさっきの賑にぎわいを取り戻した。ツクモの周まわりには、また大勢の人たちが集まっている。

　なんだかんだで、こいつは町の人たちに好かれているんだ。その光景を見ながら、改めて思った。

　俺おれは料理を摘つまんでから、最初に座っていたテーブルに戻る。姉とリリエルは、まだ何やら恋愛の話で盛り上がっていた。

「尽つくすって素敵なことじゃない。ああ、この人がいないと私わたしは駄目なんだって思えるのって、女として幸せなことでしょ」

「それっ、わかりますっ。リリィさん、いえ、リリィ姉さんと呼ばせてくださいっ」

　ああ、なんか幸さち薄うすそうな会話だ。

「君さ、ずいぶんツクモちゃんに気に入られているみたいだね。あの子が、あんなに同年代の子と楽しそうにしているところ、初めて見たよ」

　と、クリーニング屋がバシバシと俺の肩かたを叩たたいてくる。痛ぇよ、酔よっ払ぱらい。でも、気になって聞き返す。

「楽しそう、ですか？」

「あぁ。あの子は、小さい頃ころからこの七夕パーティに来てたんだ。カゴメさんに連れられてな」

　カゴメさん、ほんの少しだけ懐なつかしさを帯おびて呟つぶやかれたその名前は、ツクモの母親のものだった。

「無愛想な子でさ、むすっとしてずっと隅すみっこで本を読んでた。あの頃は、カゴメさんがこの会の中心だったな。明るくて、優しくて、不思議な人だった。何をしているわけじゃないのに皆の中心になっている、そんな人だった。ツクモちゃんと同じで歌が上う手まくて……今日、あの子が歌った曲さ、全部、カゴメさんがここで歌ってた歌なんだ。前まえ口こう上じようとかもね」

「そう、なんですか。だから、あんなに古い歌も知ってたんですね」

「カゴメさんがいなくなった年、パーティはお通つ夜やみたいに盛り上がらなかった。その時、急にね、これまでずっと無愛想だったツクモちゃんがマイクを持って歌い始めたんだ。まるでカゴメさんの代わりをするみたいに……今では、皆、あの子の歌を楽しみにしてる」

　歌を歌う前に、ツクモが言っていた言葉が頭を過よぎった。母が好きだった町を、母が好きだった人たちを、失いたくないのだ。あの人が、ふらりと店に帰ってきた時に、またここに戻れるように。負けず嫌いで強がりで意地っ張りな、いかにもアイツらしいやり方だった。

「だけど俺にはあの子が、ずっと無理をして頑がん張ばっているように見えてたんだ。でも今年は違ちがった。本当に楽しそうだった。きっとそれは、君が傍そばにいたからじゃないかな」

「そんな……俺は、ただ横に突っ立ってただけですよ」

　俺が呟くのを聞いて、クリーニング屋の倅せがれは少し含ふくみを混ぜて笑った。まるでサッカーの試合を見ていて、素人しろうとが的外れなことを言った時に詳くわしい奴やつらが見せる表情だった。わかってないな、でもこいつには説明してもしょうがないから黙だまっていよう。真意はわからないけど、なんか腹が立つな。

「あいつは、これまでずっと一人で歌ってたんですね」

　俺おれは、今年のツクモしかしらない。でも、ここにいる人たちは何年も前からツクモを見てる。そのことが、ちょっとだけ羨うらやましく思った。

　ん、ああ。俺の呟つぶやきを聞いて、クリーニング屋の倅せがれは思い出したように答える。ずっと一人で歌ってたわけじゃないよ。ビールを煽あおって、本当に何気なく呟いた。

「さっき君がいた場所には、去年まではクルンちゃんがいたんだ」

「……え？」

　心臓が、跳はねた。

　いきなり、氷の塊かたまりを首筋に押し付けられたようだった。

　ステージの上から見た、クルンの潤うるんだ瞳ひとみを思い出す。覚えているのはその一いつ瞬しゆんだけだった。あの後、クルンはどんな顔で、ステージの上にいる俺たちを見ていたんだろう。ツクモにシャツの端はしを摘つままれている俺を、去年までずっと自分がいた場所に立つ俺を、どんな気持ちで見ていたんだろう。

　はっとして、辺あたりを見回す。クルンの姿はどこにもなかった。

　クルンと話をしていた主婦グループに近づいて話しかけると、ああ、そういえば伝言たのまれてたわ、と教えてくれる。

「クルンちゃん、先に帰るって言ってたわよ」

　すぐにツクモを探した。店に一人で帰って、暗い部屋に明りも点つけず、ぽつんと座り込んでいるクルンが浮かんでくる。

「シン、そろそろ帰るぞ。クルンは先に戻ってしまったようだ」

　同じように探していたらしい、ツクモが近づいてきた。

「ねぇ、新あら太た。あんたが好きになった子って、その子でしょ」

「なっ」

　耳元で、ぼそりと囁ささやくような声がした。慌あわてて振り向くと、すぐ後ろに姉が立っていた。ツクモの方を見るけど全くの無表情だ、どうやら聞こえてなかったらしい。

「む、こちらがシンの姉上か。話はよく聞いている、ぜひ一度お会いしたいと思っていた」

「あははー、ふつつか者の姉です」

　と、酔よっ払ぱらったテンションで答えて、手を差し出してくる。ツクモが手を握にぎり返すと、姉は珍しいものを見たように、うわ、冷たーい、と言って笑う。

「ツクモちゃん、最後に一曲、リクエストしていいかな」

「む。だが、もうマイクがないぞ」

「いいの、いいの。私わたしが聞くんじゃないから。できれば帰り道で、家が見えてきたくらいで歌って。古い歌だけど、さっきの感じだとたぶん知ってると思うよ」

　姉は俺おれの方を見ながら、ツクモの耳に顔を寄せて何か曲名を伝える。それを聞いてツクモは、うむ、まかせろ、と自信満々に答えた。なにを企たくらんでるんだ、ウチの恋愛ジャンキーは。

　ツクモと一いつ緒しよに、まだ賑にぎわっている河原かわらを後にする。

　ツクモに手を振る町内会の人たちや子供たちの声に混じって、姉の大声が聞こえた。

「新あら太たー、今日は帰ってこなくていいからねー。帰ってきても家にいれないからねー」

　親父ズが一いつ斉せいに俺たちを振り向く。なんつーことを言うんだ、ウチの馬鹿姉は。

　とにかく、クルンのことが気になって俺たちは足あし速ばやに帰り道を急いだ。

「まったく、クルンは何を考えているのだ。勝手に一人で帰るなど、今までなかったぞ」

　相変わらず冷たい声だった。クルンがどうしてそんなことをしたのか、俺には痛いほどわかった。

　お姉ねえは、もうボクのことが必要ないのでしょうか。

　クルンが屋上の遊園地で書いたメッセージが頭に過よぎる。

　満まん月げつ堂どうが見えてきた頃ころ、ツクモは小さな声で歌い始めた。これも昭和の歌か謡よう曲きよくだ。『狼おおかみなんか怖こわくない』こら、なにをリクエストしてるんだ、ウチの馬鹿姉は。

　満月堂に戻ると、クルンの靴くつはちゃんと玄関に並んでいた。

「なんだ、帰ってきていたようだな」

　ツクモが家に上がる。クルンのことが気になって、俺も少し迷ってから後を追った。

　クルンの部屋の電気は消えていた。どうやら、もう眠っているらしい。クルンが勝手に帰ったり、ツクモが帰ってくる前に寝てたりするのはかなり珍しいことなんだろう。ツクモは怒るというよりも、どこか心配そうな表情を見せた。

　ツクモはクルンの部屋に手を掛け、そして、首を振る。

「叱しかるのは明日にしよう。私も、今日はもう疲つかれた」

　ツクモは自分の部屋の障しよう子じを開ける、そこにはもう布団ふとんが敷しかれていた。どうやら、クルンが寝る前に準備しておいてくれたらしい。さすが、デキるオコジョだ。落ち込んでいても、そこんとこは忘れないらしい。

　狭せまい和室だった。木のテーブルとその上に積み重ねられた本があるだけで、他にはなにも置かれていない。部屋の窓から月明りが差し込み、電気を点つけなくても十分視界が利くほど明るかった。

　ツクモは当然のように、布団に潜もぐり始める。

「おい、そのまま寝るのか」

「問題ない」

　制服のまま、布団に横になる。まだかなり酔よっ払ぱらっているらしい。完全に、このまま朝まで寝てしまう感じだ。

　おい、いいのかよ。服着替えないと皺しわになるだろ。いや、それ以前に、風ふ呂ろに入るとか歯を磨みがくとか、いろいろあるんじゃないか。

「なぁ、本当に寝るのか」

　もう一度問いかけるけど、ツクモはすでに目を瞑つむっていて、返答はなかった。酔よってるせいかもしれないけど、なんて寝つきがいいんだ。

　まぁ、一日くらいいいだろう。俺おれも疲つかれた、もう帰ろう。そう思って立ち上がろうとした時、何かが俺の腕うでに引っかかった。

　見下ろすと、ツクモの手が布団ふとんの下から伸びて、俺のシャツの端はしを摘つまんでいた。

「シン、どこにいくのだ」

　ゾクリとするような冷たい声がする。カラオケステージの上でのやり取りは、まだ続いているらしい。見ると、布団に横になったツクモが目を開けて、俺を見上げていた。
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「どこって、帰るんだよ」

「私わたしが眠るまで、そこにいろ」

　無表情のまま、そんなことを言ってくる。完かん璧ぺきに強制モードだった。

　仕方なく、上げかけた腰こしを下ろす。ツクモは、うむ、と呟つぶやいて目を閉じると、すぐに俺のシャツの端を摑つかんだまま寝息を立て始める。

　窓から差し込む月の光、照らされた寝顔は見とれてしまうほど綺き麗れいだった。小さく上下する胸、俺おれのシャツを摑んでいる華きや奢しやな指先、自分の心臓が、トクトク、と大きく脈みやく打ってるのがわかる。

　しばらく待ってから、そっと腰こしを浮かせる。

　もう寝入っただろう。そう思って、シャツを摘んでいるツクモの指をそっと離そうとする。

「シン、どこにいくのだ」

　冷たい声がした。さっきまで寝息を立てていたツクモが、ぱっちりと目を開けて俺を見上げていた。なんでだよ、お前は番犬か。

「どこにもいかないって、ちゃんといるから」

　うむ、そしてすぐに寝息が聞こえる。

　なんなんだ、この耐たい久きゆうプレイは。

　座り直して、また月明りに照らされるツクモの寝顔を見つめる。窓から差し込む光は古びた窓の木き枠わくに型抜きされ、その四角の空間だけが一枚の絵のように別の空間があるみたいだった。頭の中に、ツクモが帰り道で歌っていた歌の歌詞が蘇よみがえってくる。狼おおかみは怖くないですか。わおーん、いっそ吠ほえてしまいたい。くそ、ウチの馬鹿姉が余よ計けいなことを教えるからだ。

　第六十訓くん、いい人間関係を築きずくコツは、ちょうどいい距離を守ること。

　注　但ただし、ちょうどいい距離がどれくらいかはたまに見直す必要がある。心と相談して決めること。

　俺とツクモの間にある距離感は揺ゆれ続けているけど、今、わおーんと吠えてしまったらそれは決定的にぶっ壊こわれてしまうだろう。頭の中で除じよ夜やの鐘かねを打ち鳴らすように教きよう訓くんを繰くり返し、煩ぼん悩のうと戦い続けた。

　悶もん々もんとした時間がどれくらい過ぎただろう。空がわずかに白み掛けてきたのは覚えている。

　そのまま、畳たたみの上で丸くなるようにして眠りに落ちた。

　薄うすれていく意識の中で、そっと、隣となりの部屋の襖ふすまがわずかに開くのを見た気がした。
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　チチチ、という雀すずめの鳴き声と、窓から差し込む朝日に目を覚ます。

　どれくらい眠っただろう、それほど長い時間じゃないのは確かなのに、頭は不思議とすっきりしていた。

　体を起こすと、ほんの一いつ瞬しゆん前に起きたらしく、ツクモがすぐ隣で上体を起こしていた。

　ピンと背中を伸ばして、俺の方をじっと無表情で見つめてくる。

「シン、どうしてここにいるのだ？」

　……なんだと。

　どうやら、昨夜のことは覚えてないらしい。お前のせいで、帰れなかったんだよ。後で姉になんて言われるか、考えただけでも面めん倒どうくさい。

「なにか、やましいことをしようとしたのではないだろうな」

　無表情で俺おれを見つめて、そんなことを言ってくる。してない。どうしようかずっと考えていたけど、断じてしてない。頑がん張ばって耐たえたのに、これで変な疑いを掛けてくるなら、今からだって吠ほえるぞ。わおーん。

　それからツクモは、今度は不思議そうに自分の体を見下ろす。

「なぜ制服のままで寝ているのだ。途と中ちゆうまでは覚えているのだがな、七夕パーティに出た後はいつも記き憶おくが途と切ぎれてしまうな」

　ツクモが図書室で言っていた話の謎なぞが、全て解とけた。そうか、ツクモは毎年これを繰くり返してたのか。あのおっさんたち、未成年になんてことをしやがる。

「シン、昨夜、私わたしはどのようにしていた？」

　ツクモが真顔で聞いてくる。じっと、黒い瞳ひとみが俺を見つめる。

　しばらく悩んだ後、俺は曖あい昧まいな笑顔と一いつ緒しよに答えた。

「ずっと、楽しそうにしてたよ」

　それは、クルンが毎年ツクモに言っていた答えと同じだった。去年までのオコジョ少女の気持ちがとてもよくわかった。

「まぁいい。シン、せっかくだ。朝食でも食べていくか？」

　朝起きたら同じ部屋に男が寝てたってのを、まぁいい、で済ませてくれるつもりらしい。相変わらず、すごい神経をしてる。

　そう口にすると、別に誰だれでも気にしないわけではないぞ、と返ってきた。どういう意味だよ。

「……ところで、朝食ってお前が作るのか？」

「む、いつもなら、私が起きた時にはもう出来上がっているのだがな」

　やっぱりクルンの役目らしい。でも、台所の方を覗のぞいてみるけど、誰かが動いている気配はなかった。この家自体がまだ浅い眠りの中にいるように、しんと静まり返っている。

「ちゃんと、私の言いつけを守って今け朝さは仕事をしていないらしいな。では、私が作るとしよう。シン、クルンを起こしておいてくれ」

　ツクモはすっと立ち上がると、部屋から出て台所の方に歩いていった。

　クルンの部屋は、すぐ隣となりだった。ツクモの部屋と襖ふすまを隔へだてて繫つながっている。ノックして、呼びかける。

「おい、クルン。入るぞー」

　襖を開ける。そこに、クルンの姿はなかった。

　小さな布団ふとんは綺き麗れいに畳たたまれ、部屋の隅すみっこに置かれている。

　ツクモと同じように、物の少ない部屋だった。簞たん笥すと本ほん棚だなと小さな卓袱ちやぶ台だい、それから積み重ねられたダンボールがいくつか。本ほん棚だなには『月げつ光こう文ぶん庫こ』が丁てい寧ねいに並び、昨日きのう買ったばかりのピュアバード人形が飾られている。簞たん笥すには、おそらくツクモと二人分の洋服が入っているんだろう。ダンボールには何やら作りかけの発明品がある。そして、卓袱ちやぶ台だいの上に、一枚の便びん箋せん。

　心臓が、竹たけ箒ぼうきで撫なぜられたように、ざわりと震えるのがわかった。

　台所の方から、トントン、と包ほう丁ちようが食材を刻きざむ音が聞こえてくる。

　そっと、便箋を手にとって広げた。




『満みち月つきツクモさま

　いままでお世話になりました。さいきんのボクはだめです。仕事をするのにつかれました。もう料理もしたくありません。もう洗せん濯たくもしたくありません。もうお掃そう除じもしたくありません。ふるさとがこいしい季節になりました。だからかえります。きっとお姉ねえにもボクはもういらないと思います。今までありがとうございました。




　桐きり島しましんたさま

　お姉をよろしくおねがいします。ボクにはできないことが、しんたにはできます。しんたがいてくれればお店はだいじょうぶです。しんたが後輩でよかったです』




　……なんだよ、これ。

　思わず、呟つぶやいていた。

　なんで、こんなことになるんだよ。

　部屋を見渡す。大切にしていた『月光文庫』も、発明品もそのままだった。ただ一つ、いつもパンドラの記録の時に持っていた黄色いリュックだけがなくなっていた。

　ふと、頭の中に嫌いやな予感が過よぎった。

　隣となりの部屋、並んで眠っている俺おれとツクモを、クルンはきっと見たんだろう。朝食を作ろうと早起きして、少し襖ふすまを開けて、大好きなお姉の顔を見ようとして、隣で寝ている俺に気づいた。その時、クルンはどんな顔をしていたんだろう。

　背後で、襖が大きく開かれる。

　ツクモが立っていた。相変わらずの無表情で告つげる。

「朝食ができたぞ。早くこい」

　味み噌そ汁しるの香こうばしい匂においが流れてくる。でも、食欲は湧わいてこなかった。

「ツクモ、これ」

　クルンの便箋を手渡す。ツクモは無表情のままそれを読むと、ふん、と小さく鼻を鳴らした。

　綺き麗れいに折りたたみ、見なかったことにする、とでもいうように卓袱台の上に戻す。

「早くこい、味噌汁が冷めるぞ」

「おい、ちょっと待てよ。クルンが、出ていっちまったんだぞ」

「この店で働くのが嫌いやになったというのだ、仕方がないだろう」

「な……なんだよ、それ」

　と、その時だった。

　がしゃがしゃ、と店の方から誰だれかがガラス戸を叩たたく音が響ひびいてくる。一いつ瞬しゆん、クルンが戻ってきたのかと思ったけど違ちがった。

「ツクモ、いるんでしょ」

　聞こえてきたのは、ラクアの声だった。ツクモが立ち尽つくしたまま出ようとしないので、仕方なく、俺おれが入口に向かって鍵かぎを開ける。

「シンちゃんもいたの、ちょうどよかったわ。大変なのよ」

　店に入るなり、ラクアは酷ひどく慌あわてた様子で話し出した。走ってきたらしく、息を切らせている。

「大変なのよっ。その前に水を一いつ杯ぱい……いえ、リンゴジュースを一杯貰もらえるかしら」

「急いでるんじゃないんですか？」

「そうだったわ、大変なのよっ。あら、いい匂においね。お味み噌そ汁しる、朝ご飯にお邪魔しちゃったかしら。そういえば私わたし、朝食まだだったわ」

「いや、急いでるんじゃないんですか」

「そう、そうなのよ、大変なのっ……あれ、今気づいたけど、なんでこんな時間にシンちゃんがいるの？　泊まってたの、ねぇ、泊まってたの？」

「い、急いでるんじゃないんですかっ」

　せっかち、とラクアは呟つぶやいてからやっと話し出した。あんたが慌ててたんだろ。

「クルンが、自分で聖せい獣じゆうランドの派は遣けん局きよくに連れん絡らくして、次の審しん査さは受けないって言ったそうよ。つまり……もう聖獣としてこの世界に留とどまるのは止やめるっていうことよ」

「え……じゃぁ、今、クルンはどこに」

「すぐに受じゆ理りされて、獣王たちと一いつ緒しよに聖獣ランドに帰ったわ」

「そんな……なんで、止めてくれなかったんですか？」

「どうしようもないわよ。あの子が自分から聖獣ランドに帰るって言いだしたんだから。聖獣を派遣する権限は、獣王が持ってるの。いくら神でも、口出しできないわ」

「ラクア、今の話、本当なのか」

　背後から声がする。奥から、ツクモが歩み寄ってくる。話は全部聞こえていたらしい。でも、その表情には全く感情が浮かんでいなかった。

「まったく、勝手な奴やつだ」

　腕を組んだまま、小さく呟く。それだけだった。なんだよ、それ。今の話を聞いて、なんでそんな冷静でいられるんだよ。

　普段の健けな気げなオコジョの姿が、デパートの屋上で聞いた言葉が、七夕パーティでのクルンの表情が、さっき思い浮かべた、クルンが今け朝さ、満まん月げつ堂どうから出て行った時の想像が……次々と頭を過よぎる。

　クルンの場所を奪うばったのは、少なくともクルンがそう思ったきっかけは、俺おれなんだ。ツクモにもこの店にも、お前は絶対に必要なのに。こんな別れ方で、受け入れられるわけないだろ。

「ラクア様、なにか方法はないんですか。もう、俺たちはクルンに会えないってことなんですかっ」

「方法がないわけじゃないわ。私わたしにはできないけど、リリエルならあなたたちを聖獣ランドに送ることができる……どういう意味か、わかるわね」

　ラクアは少し声を小さくして言ってくる。すぐに、ピンと来た。

「あの人に頼るってことは、規則違い反はんってことですよね」

「ええ、そうよ。私がアドバイスできるのはここまで。後はあなたたちが、クルンに直接会って、あの子を説得しなさい」

　背後でツクモが、ふん、と鼻を鳴らすのが聞こえた。そのまま、くるりと背を向けて家の方に戻っていく。背中越しに、声が聞こえた。

「シン、早くこい。味み噌そ汁しるが冷めるぞ」

　あら、いいわね。ラクアが呟つぶやくのを無視して、俺はツクモの後を追った。

　古びた廊ろう下か、台所の方に進んでいたツクモを呼び止める。

「おいツクモ、聞いただろう。リリエルのところに行くぞ」

「必要ない。クルンは自ら望んで帰ったのだ。この店から出て行った者に用はない、満まん月げつ堂どうは私一人だけでも守って見せる」

「なに言ってんだよ。こんな時まで、意地張ってんじゃねぇよ。もう二度とクルンに会えないかもしれないんだぞ」

　ツクモは答えなかった。立ち止まり、背を向けたままじっとしている。

「ここ数回、あいつがパンドラの記録で失敗してたのは、聖せい獣じゆうランドから来ていたアイツのお兄さんが邪魔してたからなんだ。クルンは、お前には黙だまっててくれって言ってたけど」

　デパートの屋上で、クルンから秘密にしていてくれ、と言われたことを告つげる。

　その瞬しゆん間かん、ツクモが勢いよく振り向いた。相変わらずの無表情だけど、心が大きく揺ゆれているのがわかった。

「ならば、そう言えばいい。黙っていてはわからないだろう。私だって、あの子の様子が変なことには気づいていた。何度も尋たずねたが、なんともない、と毎回答えていたのだ」

「お前に、心配されたくなかったからに決まってるだろ」

「そんなものは、優しさではない。ただの遠えん慮りよだ。私はそれほどまでに頼りにならないのか。何も言わずに突然いなくなるなど、一番卑ひ怯きようなやり方だ。これではまるで……母と、同じではないか」

　ズキリ、と耳の奥が痛んだ。

　昨日きのうの夜、七夕パーティでツクモが母親のことを話していた時の寂さびしさが込み上げてくる。

　俺おれは、やっと、なぜツクモがこんなに意地を張っているのかを理解した。店とツクモを捨てて、男と出て行った母親と重ねているんだ。二年前、たった一人でこの店に残された日のことを思い出しているんだろう。

「そう思ってるのなら、直接、クルンに言えよ。お前の母親と違ちがって、クルンには会いにいけるんだ」

「自ら離れていったものに、何と言葉を掛けろというのだ。出て行くなら……行けばよいのだ。この店は、私わたしが守ってみせる」

「お前、あの手紙が、クルンの本心だと思ってるのかよ。そんなわけはないだろっ。クルンのことは、お前の方がよくわかってるだろっ」

　思わず声が大きくなる。こいつは、怖こわいんだ。母親の時と同じように、大切な人がいなくなるのが怖いんだ。捨てられるより、自分から見切った方がいい。考えるのを止めてしまった方がいい。だから、こうやって勝手に出て行ったという事実だけで片付けて、クルンの本当の気持ちを見ないようにしようとしてるんだ。

「ツクモ……お前、今週はクルンに仕事はさせないと言ってたよな。あれ、どういう意味だ」

　少し、方向を変えて聞いてみる。それは、ずっと俺の耳に引っかかっていた言葉だった。

「私は、クルンの誕たん生じよう日びを知らない。クルン自身も覚えていないと言っていた」

　ツクモは冷たい声で答える。それは、俺がもしかしたら、と思っていた通りだった。

「だから、二年前、あの子がこの店に来た日を誕生日の代わりにしようと決めたのだ。だが、七夕の何日か前だったというだけで正確な日は覚えていなかったからな。だから、七夕の一週間をまるごと祝いわってやればよい、そう思ったのだ」

　……やっぱり、そんな理由だったのか。こいつは、馬鹿だ。大馬鹿だ。

「今週は、あの子に仕事をさせないと決めたのだ。だが、そんな気き遣づかいは無用だったようだな」

「それ、クルンに言ったのか？」

　ツクモは無む言ごんで、じっと俺の目を見つめてくる。どうやら、答えはノーらしい。

「……お前のそのよくわかんねぇ思いつきのせいで、クルンがどれだけ悩んでたと思ってるんだよ。クルンにとって、お前のために働くことが喜びだったんだ。だから、お前のそのプレゼントが、あいつには不安でしかなかったんだよ。言葉が足りなかったのは、お前も同じだ」

「私が、あの子を苦しませていたというのか……そんなことがきっかけで、クルンは出て行ったというのか」

「そんなこと、じゃねぇんだよ。あいつにとっては」

　俺は、頭の中で教きよう訓くんを思い浮かべた。

　第百五十訓くん、大切なことは言葉にしないと伝わらない。

　そして、この教きよう訓くんの話をした時に、姉が言った言葉を思い出して口にする。

「人間は、心の可能性を過大評価してしまいがちなんだよ。でも、大切なことは言葉にしないと伝わらないんだ。祈いのったり願ったりするより、言葉にする方がずっと簡単なのに……皆、それに気づけない」

　ふん、とツクモは鼻を鳴らすと、背を向ける。

「もういい。シン、今日は帰れ」

　そう言って、台所に入っていった。

　くそ、逃げるんじゃねぇよ。

　なんとかアイツを説得しないと、後こう悔かいするのは目に見えていた。何を言っても駄目なのか。なにか……アイツに届く言葉はないのか。

　それは、奇き跡せきのようなタイミングだった。

　開けっ放しになったクルンの部屋、そこに奇き妙みようなものを見つけた。部屋の中にいたんじゃ気づかなかっただろう。上げ底になっている簞たん笥すの下から、青い紙の端はしが覗のぞいていた。

　なんだか、それが呼んでいる気がした。

　クルンの部屋に入って、簞笥の下を覗き込む。そこには、六冊のノートがこっそりと隠されていた。見えていた青い紙は、その表紙の端っこだった。

　それは、日記だった。クルンが、ツクモと暮らした二年間の日々を一日も欠かすことなく書き留とめた日記だった。クルンが毎日、どれほどまでにツクモを思って過ごしてきたかが楽しそうに綴つづられていた。

　はっと気づいて、一番新しいノート、その最後のページを捲めくる。

　そこに書いてあった言葉は、便びん箋せんの置手紙とは全く違ちがう、クルンの本当の気持ちだった。

　馬鹿なオコジョだ、こんなもの置いていったら台だい無なしじゃないか。俺おれは、泣きそうになりながら、笑っていた。きっと出て行く前にクルンも迷ったんだろう。日記はあまりにも思い出が詰つまっていて、持って行くことができなかった。かといってどこかに捨てることもできず、この店にそっと隠したんだ。

　俺には、この日記が、クルンからのメッセージのように感じた。

　六冊のノートを抱えてツクモを追いかける。台所に入ると、ツクモは何もせずに、肩かた肘ひじを突いてぼうっと椅い子すに座っていた。その目の前に日記を並べる。

「クルンが何を思っていたかは、全部、これに書いてある」

　ツクモはそれを無言で捲り、すぐに、それが何かに気づいた。

　ぱたん、と興味をなくしたように日記を閉じ、小さく首を振る。

　これでも駄目なのか。そう思いかけた時、冷たい声がした。

「シン……少し、一人にしてくれ」

　思わず、笑ってしまった。そうだよな、この日記に書かれているほとんどが、まだ俺おれがやってくる前の二人だけの思い出だ。俺がここにいたんじゃ、読めないよな。

　頷うなずく代わりに、告つげる。

「俺はリリエルのところに行ってくる。こんな風に、クルンと会えなくなるのは嫌いやだからな」

　ツクモは何も答えず、クルンの日記をぐっと握にぎり締しめると自分の部屋に入っていった。ぴしゃり、と障しよう子じが閉められる。

　俺ができることは、とりあえず、ここまでだ。

　何か怪しい気配を感じて振り向くと、玄関の方からラクアがちょこんと顔を出していた。なにやら、キスの現場を目撃したような下げ世せ話わな笑みが浮かんでいる。古ふる臭くさい仕し草ぐさでぐっと親指を立てて言ってきた。

「シンちゃん、ナイスガイ」

　やかましい、どういう意味だよ。

「そんなことより、さっきの聖せい獣じゆうランドに行く方法の話ですけど」

「ええ、歩きながら話すわ。とりあえず、リリエルのところに行きましょう」

　鼻をくすぐる味み噌そ汁しるの香かおりにちょっと後ろ髪を引かれながら、満まん月げつ堂どうを後にした。







　駅から少し歩いた町外れに、リリエルの仕事場はある。

　『ライク・ア・ブロッサム』という劇団に所しよ属ぞくしていて、蒼あお樹きリリィという名前で演出家をやっていた。どこを切っても胡う散さん臭くさい肩書きだけど、どういうわけか劇団員からは信頼されていて、一部では有名になりつつあるらしい。

　劇団ライク・ア・ブロッサムの稽けい古こ場ばに着くと、待っていたようなタイミングでドアが開く。

「あり、桐きり島しまくんじゃないですかぁ」

　パンドラメーカーみっちょんさんが現れた。

「あ、昨日きのうはどうもです。えっと、リリエル、いや、リリィさんはいます？」

　そう聞くと、頭をもりもりと搔かきながら、リリエルが姿を見せた。寝ね癖ぐせで撥はねた髪、崩くずれたメイク、目の下には隈くまが浮かんでいる。どうやら、かなり遅おそくまで飲んでいたらしい。

「なぁに、酷ひどい顔して。ちょっと、言っとくけど、私わたし、何も悪いことしてないわよ」

「酷い顔は、お互いさまだろ」

　答えるけど、リリエルは気にした様子もなく欠伸あくびを嚙かみ殺す。

「あんたの姉さんと、朝まで飲んでたのよ。あの子、気をつけないと、慢まん性せい的てきに男運最悪の相そうが出てるわよ。この私が、同情してしまったわぁ」

「それはもう、十分わかってる。本人も含ふくめて」

「ホントに、酷い顔ねー」

　横で、ラクアが嬉うれしそうに呟つぶやく。

　ラクアがいることに気づいた瞬しゆん間かん、リリエルの目が見開かれた。急に残っていた酔よいが醒さめたらしく、通りに出て辺あたりを見渡す。

「フジエルならいないわよー。この劇団のことは、あの子には話してないから、安心して」

　それを聞いて、リリエルは小さく息を吐はきながら戻ってきた。どうやら、藤ふじ崎さきをかなり警けい戒かいしてるらしい。

「お願いがあってきたんだ。俺おれたちを聖せい獣じゆうランドに行けるようにして欲しい。あんたなら、できるって聞いた」

　リリエルの表情は、すでに面めん倒どうそうなものに戻っていた。顔が面倒そうに歪ゆがめられ、全身から面倒そうなオーラが立ち上る。

「嫌いやよ、そんな面倒なこと」

　言葉にされなくても、十分わかってたよ。

「なら、藤崎にこの仕事場のことを教える」

「ちょっと、脅おどす気なの。本当にそれはやめて。あんな子と知り合いだと思われたら、せっかく私を信頼してくれてる役者たちが離れていっちゃうでしょ」

　警戒してた理由って、それかよ。確かに、職場にあんなやつが訪ねてきたら人格を疑われるだろうけど。最近、あいつ人目を気にしなくなってきてるからな。

「わかった、やるわよぉ。その代わり、こっちも条件があるの」

　リリエルが腕うでを組んで、ちらりとみっちょんさんを見てから言ってくる。

「あんたの恋人に、今度のお芝しば居いに出て欲しいのよ。あの子、昨日きのう、河原かわらで歌ってたでしょ。あの歌声、今度の役にぴったりなのよぉ」

　一いつ瞬しゆん、誰だれのことかわからなかった。でも、すぐに気づく。

「こら、恋人とかじゃねぇよ」

　へぇ、そうなのぉ。とリリエルがどうでもよさそうに呟く。横で、ラクアが古ふる臭くさい仕し草ぐさで、ピンと立てた人差し指を顎あごに当てて呟いた。

「あら、でも一夜を共にしてたわ」

「……酷ひどい男。それでも恋人じゃないって言い切るなんて」

「さいていですよぉ、お姉さんに言いつけちゃいますね」

　こら、違ちがうっ。誤解だっ。

　必死で言い訳する。誤解されるのも嫌だけど、姉に言うのだけは本当に勘かん弁べんして欲しい。全世界の浮うわ気き男代表として軽く刺さされかねない。

「……わかった。ツクモのことは、なんとか説得するよ」

　必死で言い訳した後で、なんとかそれだけは請うけ負おった。クルンが戻ってきた後で頼めば、言うことをきいてくれるだろう。

　契約成立ね、と間ま延のびした声で呟つぶやいてリリエルは濃こいルージュでデコレートされた唇に、軽く触ふれる。横で、みっちょんさんも嬉うれしそうに手を叩たたいていた。よっぽどぴったりな役があるらしい。

「ところで、俺おれたちを聖せい獣じゆうランドに送るってどうやるんだ」

「あら、何も聞いてないのね……ハッキングするのよ、天てん地ち創そう造ぞうデータベースを」

　リリエルは、なんでもないことのように口にした。

　天地創造データベースとは、神様が行っている実験の根こん幹かんとなっているものだった。

　神様たちが運用しているたくさんの並行世界、それを管理し、記録しているものこそが天地創造データベースだ。詳くわしいことはわからないけど、一度だけ目にしたことはある。『観かん測そく者しや』が記録したパンドラ本も、時間が経たてば天地創造データベースに記録されるため、満まん月げつ堂どうには入口が作られていた。

　無む言ごんでラクアの方を振り向いた。

　天地創造データベースはそれほどまでに重要なシステムなんだ。それをハッキングするなんて行為は、おそらく、何も知らない俺でもわかるくらいに重じゆう罪ざいなんじゃないか。

　でも、ラクアは素そ知しらぬ顔で呟いた。

「さ、たまたま通りがかった私わたしは、そろそろ帰るとするわ。何も言ってないし、何も聞いてないからー」

　それから、俺たちに手を振ってから遠ざかっていく。

　おそらくラクアにとっても、この情報を俺たちに漏もらしたのは、かなりリスクの高いことだったんだろう。普段から何も考えてないような神様だけど、やっぱり、ツクモやクルンのことを気にかけてくれているらしい。

　通りの向かいにあったパン屋に吸い寄せられるようにふらふらと近づいていく白い背中に、小さく頭を下げた。あ、余あまったパンの耳もらってやがる。







　満月堂にリリエルと二人で戻ってくる。

　部屋から出てきたツクモは、相変わらず氷のような無表情だった。

「交渉してきた、聖獣ランドに送ってくれるってさ」

　と、リリエルを指す。ツクモは、そうか、とどうでもよさそうに呟いただけだった。

　やっぱり、クルンの日記を読んでも、まだ意地を張ってるんだろうか。そう思いかけた時、気づいた。ツクモの目が、ほんの少し赤くなっていた。

「シン、朝食を食べよう。味み噌そ汁しるを温めなおしてくる。リリエル、お前も食べるか？」

　リリエルは俺とツクモを交こう互ごに見て、もりもりと髪を搔かく。

「遠えん慮りよしとくわ。朝食はバゲットって決めてるの。先にデータベースを見せてちょうだい」

　気を利きかせてくれたのか、リリエルはちらりと俺おれの顔を見ると、勝手に家に上がりこんでいった。さすが、姉と息投合していた恋愛ジャンキーだけある、人の心の機き微びには敏びん感かんらしい。

　ツクモに連れられるままに、台所に入った。

　満まん月げつ堂どうの台所は珍しいくらいに古かったけど、綺き麗れいに整理されていた。きっと、掃そう除じも整せい頓とんも、クルンがやっていたんだろう。それを示すように、流し台のすぐ手前には、クルンが洗い場に立つための台座が置かれていた。

　ツクモに促うながされるまま、台所にあったテーブルに歩み寄る。

　椅い子すに座って、台所に立って味み噌そ汁しるを温めなおしているツクモの後ろ姿を見ていた。それは、なんというか、くすぐったくなるような不思議な景色だった。

「クルンが何を考えていたのか、よくわかった」

　俺に背を向け、味噌汁の鍋なべを見つめたまま、抑よく揚ようのない冷たい声で言ってくる。

「私わたしはあの子のことはよくわかっているつもりだった。だが、それはつもりになっていただけだったのだな。私の思いつきは、あの子を苦しめていたのだ。あの子の苦しみを、私は全く理解していなかった。あの子がどれほど私を慕したっていてくれていたのかも」

　火を止める。何て答えればいいのか考えていたら、ネギは入れるか、と質問された。うん、入れてくれ。あれ、何を言おうとしたんだっけ。

「先ほど、お前が言った言葉を、ずっと考えていた。心の可能性を過大評価するな、伝えなければならないことは言葉にしなければ伝わらない……私は、逃げていたのかもしれないな。言葉にするということは、自分の気持ちと向き合うことでもある」

　心の中で教きよう訓くんを繰り返す。第百五十訓くん、大切なことは言葉にしないと伝わらない。

「私の想いを、ちゃんとクルンに伝えよう」

　何て答えればいいのか考えていたら、ご飯はどれくらい食べるか、と質問された。えっと、普通でいい。あれ、何を言おうとしたんだっけ。

　思い出そうとしてたら、先にツクモの冷たい声が聞こえてきた。

「お前の姉は、なかなかよいことを言うな」

「え……なんで、姉ちゃんの言葉だってわかったんだ」

　驚おどろいて答えると、ツクモは一いつ瞬しゆんだけ、静かな笑みを浮かべた。ご飯と味噌汁をテーブルに並べながら、抑揚のない声で呟つぶやく。

「心の可能性も捨てたものではないということを、証明してみせたのだ」

　思わず、噴ふき出だした。これは、一本取られたって奴やつだな。一本取られたって言葉は、いったいなにを取り合いしてるんだろう。どうでもいいけど。

「さて食べようか。まずは腹ごしらえだ」

　戦いくさに出る前の武将のようなことを言ってくる。頷うなずいて、箸はしに手を掛ける。

「お前、料理とかできたんだな」

「母が店にいた時は、私わたしが朝食を作っていたからな。味み噌そ汁しるだけは得意なのだ」

　並んだ料理はご飯と味噌汁、味噌汁の具はキャベツとホウレン草と油揚げだった。どうやら残り物で作った料理らしい。残り物で料理が作れる子は料理が上う手まい子だ、と母親が言っていたのを思い出す。お嫁よめさんに貰もらうならそういう子にしなさいよー。

　母親の言葉が頭に浮かんで、途と端たんに顔が熱くなった。おい、馬鹿か俺おれ、発想が飛びすぎだろ。

　味噌汁の椀わんを摑つかんで、口に運ぶ。

「……うまい」

　自然と、漏もれていた。

　そうだろう、とツクモは無表情のまま頷うなずく。

　歌といい、この味噌汁といい、俺はこいつのことを何にも知らないんだな。改めてそんなことを思い知らされる。

「だが、クルンの作ったものは、これとは比ひ較かくにならないくらいうまいぞ」

「そう、なのか。十分すぎるくらいうまいけどな。こんなのが毎朝食えたら、俺、もう二度と寝坊しない気がするよ」

　はっと、そこで気づく。何、言ってんだ、俺。

　母親の言葉が再び頭の中に戻ってくる。これじゃ、まるで出来の悪いプロポーズじゃないか。

　でも、ツクモの頭には、俺の言葉は全く引っかからなかったらしい。っていうか、俺の考え過ぎだよな。

「シン、クルンが戻ってきたら、もう一度朝食を食べにこい。クルンの作った味噌汁を飲ませてやろう」

　そう言ってくる。これよりうまい味噌汁、か。俺は、期待と決意を混ぜた笑顔を浮かべて頷いた。

「……あぁ、楽しみにしてるよ」

　それから、俺たちは無む言ごんで朝食を取った。湯ゆ気げと沈ちん黙もくに包まれた台所は、何の会話がなくても、くすぐったくなるほど居心地がよかった。







　朝食を終えると、ツクモは準備をしてくる、と言って店の方に向かった。何やらリリエルに頼まれていたことがあるらしい。

　俺は一足先に、ツクモの部屋に入った。

　天てん地ち創そう造ぞうデータベースへの入口は、ツクモの部屋の中にある。開け放たれた押入れ、その奥には青い海が広がっていた。

　初めてこの景色を見たとき、俺の思考は完全に固まった。今となっては懐なつかしい思い出だ。

　二段に分かれた押入れの奥。そこに壁かべはなくて、代わりに別世界へと繫つながっていた。透とう明めい度どの高い海の中にいるような、優しい青に満ちた景色。青の中には、見えない本ほん棚だなに収まるように大量の本たちが、ゆらゆらと揺ゆれながら等とう間かん隔かくに並んでいる。本の海は、上も下も奥行きも、視界の先が霞かすむほど果てしなく広がっていた。

　押入れの前にスカートの裾すそを広げるようにして座り、リリエルが作業をしていた。押入れに向けて右手を突き出し、左手は口に当てて欠伸あくびを堪こらえている。天てん地ち創そう造ぞうデータベースの中では、リリエルの突き出した右手の前に、いくつもウィンドウが浮かんでは消えていくのが繰くり返されていた。

　リリエルは部屋に入ってきた俺おれに気づくと、ぼそっと呟つぶやいた。

「こんなのが毎朝食えたら、俺、もう二度と寝坊しない気がするよ」

「なっ、聞いてんじゃねぇよ」

「聞こえてきたのよぉ。あまりのクサさに、鼻がもげちゃうかと思ったわぁ。なに、プロポーズでもしたつもりだったの」

「なわけ、ねぇだろっ！」

「本気になっちゃって、やっぱりまだ子供ねぇ」

　どうやら、からかわれたらしい。リリエルは艶つやっぽく笑うと、視線をデータベースに戻す。

　話をしている間も、天地創造データベースの中にはたくさんのウィンドウが生まれては消えるを繰り返していた。

　と、障しよう子じが開いて、ツクモが入ってくる。

「なにを遊んでいる、首しゆ尾びはどうだ」

「私わたしを誰だれだと思ってるの、元エリート天使よぉ。もうすぐ終わるわ。それよりも、私が頼んだやつ、持ってきてくれたかしら」

　うむ、と偉えらそうに頷うなずいて手に持っていたものを差し出す。それは、分ぶ厚あついハードカバーの本だった。おそらく、ずいぶん前のパンドラ本だろう。全部で四冊ある。

「何に使うんだ、それ」

「ハナちゃんを呼ぶのよ」

　リリエルはパンドラ本を一冊取って、押入れの奥に投げ入れた。

　水すい槽そうの中にビー玉でも落としたように、本は静かに、海の底のような青い景色に飲み込まれていく。と、その時だった。

　本たちがゆらゆらと揺れる青い世界。その景色の奥から、物もの凄すごい勢いで巨大な影が近づいてきた。

　鯨くじらだった。

　以前にも見たことのある白い鯨が、俺たちを目掛けて近寄ってくる。
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　思わず悲ひ鳴めいを上げそうになった。自分が海の中にいて、海かい獣じゆうに襲おそわれているみたいな錯さつ覚かくを覚える。

　でも、白はく鯨げいは押入れの手前で急停止した。リリエルが投げ入れたパンドラ本を大きな口を開けて飲み込む。まるで、池の鯉こいが餌えさでも吸い込むように。

「なぁ……パンドラ本、食べられちゃったぞ」

「食べたんじゃないわ、読み込んだのよ。この子がハナちゃん、この天てん地ち創そう造ぞうデータベースの管理者なの」

　リリエルはダルそうに呟つぶやいてから、押入れの奥に右手を突き出した。天地創造データベースの中に手が沈しずむ。と、鯨は餌のお礼のように鼻先をツンツンと当ててきた。水族館のイルカショーを見ているみたいだ。それから、リリエルはくるっと手を回す。まるでそれに倣ならうように、ハナちゃんもぐるんと体を回転させた。おぉ、完全に飼い慣ならされてやがる。

「どうやら上う手まくいったみたいね。準備はいいかしら。もう、いつでもいけるわよ。行ったら、そう簡単には戻ってこれないからねぇ」

　リリエルの言葉に、途と端たんに不安になる。

「……えっと、戻ってくる方法がない、とか言わないよな」

「言わないわよぉ。戻ってくる方法くらい、どっかにあるでしょ」

「ちょ、ちょっと待てよ」

「シン、今いま更さら、何を些さ細さいなことを気にしているのだ。お前はさっき私わたしにこう言った。今、行かなかったら後こう悔かいする、とな」

「いや……でも、帰ってこれないかもしれないってことだぞ」

「問題ない。入れるのだから、出れるだろう」

　後ろで、リリエルもダルそうに頷うなずく。楽らつ観かんにもほどがあるだろ。

　さっきまで出て行った奴やつのことなんか知らないとか意地張ってたくせに、ずいぶんと思い切りのいいことを言ってくる。

「では、方法を説明しろ。運ばれてやろう」

「なんで無駄に偉えらそうなのよ。まぁ、いいけど。この鯨くじらは、天てん地ち創そう造ぞうデータベースを管理している司書なのよ。天使や神がどこかでデータを検索した時に、この子が情報の海から該がい当とうするパンドラ本を選び出して届けるって仕事をしてるの。ちょっとだけシステムをいじっておいたから、あなたたちがこの中に飛び込めばハナちゃんが聖せい獣じゆうランドまで運んでくれるわ」

「つまり……あの鯨に食べられろと？」

「大丈夫よぉ。痛くないから」

「そういう問題じゃねぇけど」

　ふと、頭の中に、遊園地で会ったクルンのお兄さんの顔が過よぎる。

　そういえば、どうやってキールはこの世界に来れたんだろう。同じように天地創造データベースを経けい由ゆして来たんだろうか。

　手に残っていたパンドラ本を押入れの奥に投げ入れる。司書の鯨は、次々とその本を美お味いしそうに食べていく。それを見ながら、リリエルは何気なく呟つぶやいた。

「気をつけてねぇ。ラクアからも聞いてたと思うけど、勝手にデータベース内を行き来するのはタブーなのよぉ。バレたら、この世界そのものが消されちゃうかも」

「な、ちょっと待てよ。そんな大事なことを今いま頃ごろ言うなっ」

「シン、何を些さ細さいなことを気にしているのだ。その程度のリスクで、私わたしは足を止めたりしない」

　いや、世界の命運かかってるから、もう少し気にしてくれ。

「シン、ゆくぞ」

　ツクモがぱっと俺おれの手を握にぎる。

　繫つないだ手は、びっくりするくらい冷たかった。

　その手の冷たさは、俺の中にあった不安を、竜たつ巻まきのように吹き飛ばしてくれる。

　そうだな、クルンの笑顔を思い浮かべて覚かく悟ごを決める。もう余よ計けいなことを考えるのは、終わりだ。

「ああ……いこう」

　俺とツクモは、押入れの奥に飛び込んだ。

　薄うすいカーテンの下をくぐるように、体が見えない幕まくのようなものを通つう過かするのがわかる。次の瞬しゆん間かん、視界がマリンブルーに包まれた。

　天地創造データベースの中。透とう明めい度どの高い海の底にいるような優しい青。ゆらゆらと浮かぶ本、本、本。まるで海の中だけど、体が感じるのは水じゃなかった。ただ、酷ひどく体が軽い。もしかしたら、月の重力っていうのはこんな感じなんだろうか。

　そんなことを、考えていたのは一いつ瞬しゆんだった。

　リリエルが撒まいたパンドラ本を食べ終えた鯨くじらが、最後のデザートとばかりに俺おれたちに近づいてくる。とっさに目を閉じる、悲ひ鳴めいを上げたかもしれない。横で、ツクモが相変わらずの落ち着き払はらった声で、大きいな、と呟つぶやくのが聞こえる。そして。

　俺たちは、鯨に飲み込まれた。







　古い映画を見ているように、少しぼやけた景色をただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　気がつくと、やたらと硬かたい椅い子すに座っていた。

　電車の中だった。

　それも記念館で見たＳＬのように古めかしく、床も天てん井じようも椅子の手すりも木造りで、レトロな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　客は俺だけだった。

　いや、すぐ横から柑かん橘きつ系けいの香水の香かおりがする。

　振り向くと、窓側の席にツクモが座っていた。

　ツクモは窓まど枠わくに肩かた肘ひじを突いて、窓の外を見ていた。俺も追いかけるように視線を窓の外に向け、そして、固まった。

　そこは海だった。電車は海の中を進んでいた。

　いや、それはただの海じゃない。泳いでいるのは本の群れ。

　やっと、意識を失う前の記き憶おくと、目の前の景色がリンクする。

　そうか……これは、あの天てん地ち創そう造ぞうデータベースを管理している鯨の中なんだ。

　窓の外に流れていく景色は、幻げん想そう的てきだった。透すき通るような青の中を、たくさんの本がゆらゆらと揺ゆれる。色とりどりの表紙が魚のように群を成して、一つ一つの物語が魂たましいを吹き込まれているように泳ぎまわる。

　と、ツクモと目が合った。

　振り向いたわけじゃない。窓ガラスに映っていた彼女の顔と、視線が重なった。

　半はん透とう明めいなツクモの顔、その瞳ひとみの裏側を、色とりどりの本が通つう過かしていく。

　その景色に、『雪国』の冒頭を思い出した。夜闇の中を走る汽車、町の明りと窓際に座る少女の瞳が重なる……そんなシーンがあった。

「シン、今、なにを考えていた？」

　冷たい声で、そっと聞いてくる。

　答えなくても、わかった。ツクモも、同じシーンを思い描いていたんだろう。
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　目が覚めると、白い霧きりがふわりと視界を包んだ。

　一いつ瞬しゆんだけ、空白ブランクかと思った。だけどそれはすぐに、景色に溶けるように消えて、自分の息だと気づく。白い息が大気に溶けてゆき、その向こうから、曇くもったガラスが晴れるように風景が浮かび上がってくる。

　鯨くじらの中で、ぼんやりと窓の外を見ていたのは覚えている。途と中ちゆうで意識が途と切ぎれ、気がつくと、見たこともない場所にいた。

「長い本の海を抜けると、雪国だった」

　横でツクモが、ぽつりと呟つぶやく。なにを暢のん気きなことを言ってるんだ。

　『雪国』の冒頭の一文になぞらえてみたらしい。推すい敲こうの文学者、川かわ端ばた康やす成なりの作品の中であまりにも有名な出だしだった。でも、推敲の文学の真しん髄ずいは二行目にこそあると思う。今は関係ないけど。

　雪に覆おおわれた町。地域でいうなら北ヨーロッパみたいな町並みだった。もちろん行ったことはないけど。『ファビオの角つの笛ぶえ』でいうなら、雪の精せい霊れいが住む町ノースクライン辺あたりだろう。

　俺おれたちは、四方からの通りが交差する広場の真ん中に立っていた。綺き麗れいに並べられた石いし畳だたみ、見渡す限りにファンタジー世界のような町並みが続いている。広場を囲むように立ち並ぶ赤あか煉れん瓦が造りの家は、みんな揃そろえたように二階建てだ。急きゆう勾こう配ばいの屋根にはうっすらと雪が積もり、今もしんしんと降り続いている。

　雪が降る音を、しんしん、と表現した人はすごいと思う。静かに、それでいて力強く降る雪は、まさにしんしんとした感じだ。

「……なぁ、俺たちはちゃんと聖せい獣じゆうランドに、着いたんだよな？」

　と、次の瞬しゆん間かんだった。

　背後で、金属が擦こすれ合うような音が、重なって響ひびいた。

　振り向くと、そこには小さな兵隊たちがいた。クルンと同じくらいの背せ丈たけの少年少女たちがぐるりと俺たちを取り囲んでいた。全員が赤い軍服のような服を着て、ファーのついたフード付きジャケットを羽は織おり、手にボウガンを構かまえている。そして、頭の上にはちょこんと獣の耳が生えていた。

「シン、喜べ。どうやら私わたしたちは、無事に聖獣ランドに着いたようだ」

「言ってる状況かっ」

　俺が声を出したのに反はん応のうして、小さな兵士たちはさっとボウガンを構え直した。ジャキ、と重々しい音が重なって響く。

「シン、無む闇やみに刺激するな」

　誰だれのせいだ、誰のっ。

　両手を上げながら、できるだけ落ち着いた声で答える。

「ちょっと待ってくれ。どうなってるんだよ、これ」

　俺おれが言うと、囲んでいた兵隊の一人がボウガンを空に向け、くいくい、と示すように揺ゆらした。釣つられて見上げると、そこに大きな球体が浮かんでいた。綺き麗れいな青い塊かたまりが、ゆらゆらと揺れていた。形は全く違ちがうけど、その優しい青には見覚えがあった。

「あれが、聖せい獣じゆうランドの天てん地ち創そう造ぞうデータベースなのだろうな」

　ツクモも同じことを思ったらしく、言ってくる。

「俺たちはあそこから出てきたってことか。だから怪しい奴やつだって思われてるのか」

　ツクモと、周まわりの小さな兵士たちに向けて呟つぶやく。クルンや獣王たちと同じでこいつらも喋しやべれないんだろうけど、言葉は通じるらしい。

　そう、考えた直後だった。

　頭の中に、ラジオのノイズのように声が飛び込んできた。

「そうだ」「その通り」「そうだ」「そうだ」「怪しい」「天パ」

　なんだ……今の？

　小さな兵士たちの口は全く動いていない。でも、その言葉ははっきりと頭の中に直接届いた。

「シン、聞こえたか、今の？」

　ツクモが相変わらず落ち着いた表情で言ってきた。黙だまって頷うなずき返す。

「今のは、この者たちが話したとみて間違いないだろうな。人数と、話し声の数が同じだった」

　当然のように頷く。お前、さっきの声の数を聞き分けられたのかよ。聖徳太子みたいなやつだな。

　ツクモの声が聞こえたらしく、再びノイズが響ひびく。

「そうだ」「その通り」「そうだよ」「ボクたちが喋ってる」「やっと気づいたか」「天パ」

「シン、聖獣ランドでは、聖獣たちはテレパシーを使えるらしいぞ」

「らしいな。でも、なんかさっきから、一匹だけ悪口を言ってるやつがいる気がするんだけど」

　俺が言った瞬しゆん間かん、またノイズが響いた。

「天パ」「天パ」「天パ」「天パ」「天パ」「天ぷら」

「このやろっ。誰だれが天ぷらだっ！」

　あぁ、違う。釣られて、俺も間違えちまったじゃねぇかっ。

「シン、無む闇やみに刺激するな。死にたいのか」

　くっそぉ。どうしろっていうんだよ。と、その時だった。

　さらに、今まで聞こえていたのとは全く別のノイズが響く。

「不ふ審しん者しやとはその者たちか。天地創造データベースから堂どう々どうと密入国してくるとは、なんとも思い切った輩やからであるな」

　ブーツで雪を踏ふみしめる足音が近づいてくる。聞くのは初めてだけど、その話し方には覚えがあった。低くよく通るテノール、あんた、そんな声だったのか。

「……おや、お二人とも、こんなところでなにをしているのですかな？」

　振り向くと、小さな兵士たちに囲まれて、抜けない剣を携たずさえた騎き士し団だん長ちようバルトが立っていた。







　兵士たちの詰つめ所に案内され、そこでコーヒーを振ふる舞まってもらった。

　古い木のテーブルに並んで座り、向かいにはバルトがゆったりと腰こしを下ろしている。その背後では、さっきの小さな兵隊たちが興味津しん々しんといった様子で俺おれたちを見ていた。

「私わたしたち聖せい獣じゆうは、この世界では念話と呼ばれる意思交換ができるのですな。直接、頭に声が響ひびくのには戸と惑まどうでしょうが、すぐに慣なれますよ」

　バルトは口を動かしていない。声は、今も直接頭に響ひびいてくる。

「あんたが来てくれて助かったよ。本気で、殺されるかと思った」

　何度目かの礼を言うと、騎士団長は謙けん遜そんしたように手を振る。

「いやいや。私もお役に立てて光栄ですよ。まさか、クルン殿に会うためだけに遥はる々ばる世界を越えてやってくるとは。このバルトロメイ・シュナイダー、大変感かん服ぷくいたしましたぞ。もし私にお手て伝つだいできることがあれば、なんなりと言ってくだされ」

　何度聞いてもすごい名前だ。俺たちは運が良かったのかもしれない、この右も左もわからない世界で、数少ない顔見知りに出会えたんだから。

「ではさっそくだが、クルンがこの世界のどこにいるか答えてもらおうか」

　ツクモがなぜか偉えらそうに尋たずねる。口調だけなら尋じん問もんしているみたいだ。

「私は存じませんが、役所まで案内しましょう。地域支し援えん課かの役人に聞けば、誰だれがどこに住んでいるのかすぐに教えてくれますよ」

　役所、か。ここも神様の世界と一いつ緒しよで、幻げん想そうに期待しない方がいいかもしれない。

「それにしても奇き妙みような場所だな。これほどまでに雪が降っているのに、まるで寒さを感じない」

　ツクモが窓の外に視線を向けながら呟つぶやく。

　窓の外にはさっきの雪景色が広がっていて、うっすらと結けつ露ろで曇くもっている。吐はく息も白いし、雪に触ふれるとそれなりに冷たい。だけど、不思議と体は寒さを感じてなかった。この景色の中にいると馬鹿に見えるみたいな夏服だってのに。

「そうでしょう。この世界は、そういう設定なのですから」

　バルトが得意げに言う。設定？　なにやら怪しい単語が聞こえる。

「千年雪といいまして、この聖獣ランドには千年に渡って雪が降り続いていることになっているのです。千年雪はカマクラ効果となってこの町を温かく包み込んでいるのですよ」

「……んなわけ、ないだろ」

「だから、設定だと言っているでしょう」

「じゃぁ、この世界は年中、ずっと冬だってことか」

「正確には設定が変わるまで、ですね。世界の設定は獣王陛へい下かの気まぐれで決まるのです。このままずっと千年雪の設定が続くかもしれませんし、突然、全く別の世界設定に変わるかもしれません。ある日突然、王から次の設定が発表されて、皆でそれをイメージするのです」

　うん、なにを言ってるのかびっくるするくらいわからない。

「この聖せい獣じゆうランドは曖あい昧まいで自由な、ルールのない空白ブランクで覆おおわれているのです。この世界の住人が一つの設定を信じることで、それに合わせて世界が変わるのですな。例えば、こうして念話ができるのも、この町では念話が出来る、という設定があるからなのですな」

「……それってつまり、この世界ではパンドラが起こり放題ってことか？」

「いえ、あくまで空白になっているのは世界の設定だけです。暮らしに関わるものはちゃんと固定されていますので生活に影響はありません」

「世界の設定って、一番肝かん心じんなところが空白になっているんじゃないか？」

「意外と、世界の設定なんてどうでもよいのですよ。さて、そろそろ行きましょうか。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずですぞ。役所への道案内がてら、この町を紹介いたしましょう」

　俺おれたちがコーヒーを飲みきったのを確認してから言うと、バルトはテーブルに立てかけていた抜けない剣を摑つかんで立ち上がる。

「コーヒー旨うまかったよ、ありがと」

　そう言って小さな兵隊たちに手を振ると、ノイズのように声が聞こえてきた。

「がんばれ」「がんばれ」「がんばれ」「会えるといいな」「がんばれ」「天パ」

　最後の一人、どいつかわからねぇけど後で覚えてろ。そう思いながら俺たちもバルトの後に続く。再び、雪のちらつく町へと踏ふみ出した。

　ヨーロッパの古い町を思い出させるような石いし畳だたみ、鋭えい角かくの屋根をした赤あか煉れん瓦がの家々が立ち並ぶ。そして、広場の中央には青い球体、天てん地ち創そう造ぞうデータベースがシンボルのように浮かんでいた。

　通りを横切ろうとすると、ウサギ耳を生やした少女が駆かけ寄ってきた。なんだか、アニメでしか見ないような、現実では有り得ないお洒落しやれなセーラー服を着ている。ウサギ少女は俺たちの前で立ち止まり、いきなり右手を掲かかげて告つげた。

「ようこそ聖獣ランド、はじまりにして終わりの町へ」

　言い放つと、すぐにぱっと離れていった。

　なんだ、ありゃ。

　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、ツクモの冷たい声が聞こえてきた。

「なんだ、シン。ああいうのが趣味だったのか？」

　そんなわけねぇだろ。確かに可愛かわいかったけど。

「聖獣ランドはとても狭せまい世界なのですよ。あなたたちからは信じられないでしょうが、この町と周囲の自然が聖獣ランドの全てなのです。だから、ここは旅人が初めて訪れる町であり、旅の終着点でもあるのですな」

　バルトが説明してくれる。いや、気になったのはそんな台詞せりふの細部じゃなくてですね。

「さっきのは子は、なんだったんだ？」

「ふむ、ご存じないですか。この世界に住まう聖せい獣じゆうの数はそう多くはないのですよ。聖獣たちの多くは、外の世界で仕事をしていますしな。それでは町が寂さびしいと考えた獣王様が、国民の血けつ税ぜいを使ってＮＰＣを購入したんですよ。ほら、町の入口にはよくいるでしょ、ああいう子」

「あの獣ガ王キ、アホだろ」

　俺おれの呟つぶやきを聞いた騎き士し団だん長ちようは、それが聞きたかったんです、と嬉うれしそうに頷うなずいた。やっぱ黒いな、この人。

　第二百二十訓くん、ファンタジーは憧あこがれだけに留とどめておくこと。

　つい先日できたばかりの教きよう訓くんを思い出す。意外と、よくできた教訓だったかもしれない。

　しばらく歩いてから、バルトは通りの真ん中で立ち止まる。

　見下ろすと、足元に線路が走っていた。路面電車でも通っているんだろうか、そう思っていると、バルトがおもむろに手を上げる。

　通りの向こうから、ゆっくりと路面電車が近づいてきた。走っているのは一両だけで、それもかなり小型だった。

　道の真ん中、俺たちがいた駅でもなんでもない場所に路面電車は止まった。空気が抜けるような音を立ててドアが開く。

「これが聖獣ランド名物のタクシートレインです。この町の住民たちの主な移動手段は、このタクシートレインかスノープルなのですな。路線は町中に張り巡めぐらされており、どこにでも連れて行ってくれるのです」

　電車の中に乗客はいなかった。バルトがロバのような耳をした運転手に、役所までいってください、と告つげる。本当にタクシー代わりに使えるようだ。

　ちなみに、もう一つのスノープルというのはスノーボードにハンドルが付いた乗り物のことらしい。キックボードのソリ版といったとこだろうか。確かに流は行やっているらしく、通りを歩く人たちが颯さつ爽そうと雪の上をすべっていく姿が見える。

　ツクモと並んで、一番前の席に座る。バルトはその後ろに座り、身を乗り出して、窓に流れる景色を説明してくれた。

「いま、私わたしたちの世界では、あなたたちの世界の文化、特にゲームやマンガといったモノが流行ってるのですな。さきほどのＮＰＣもそうですし、他にもたくさんのものが模も倣ほうされております」

　へぇ、と思わず答える。確かに、獣王もどっかで聞いたような台詞せりふを口走ってたな。

　でも、町並みを見回してみるけど、そんな様子はどこにもない。どこまでも洗せん練れんされた赤あか煉れん瓦がの町並みが続いているだけだ。

　しばらく走ると、いきなり電車が止まる。

　何事だと思って、正面に視線を向けると、空からぶら下がっている信号が赤いライトを灯ともしていた。なんだ、信号待ちか。

　そう思った瞬しゆん間かん、奇き妙みようなものを見つけてしまった。

　信号はあるけど、信号機があるわけじゃなかった。町の上空にやたらとアニメチックな雲が浮かんでおり、そこからぷらんと釣つり糸いとにぶら下がった信号が垂たれている。糸を辿たどっていくと、雲の上に亀の甲こう羅らを背せ負おった聖せい獣じゆうがいて、釣つり竿ざおの先につけた信号を下ろしてた。

　そのビジュアルには完かん璧ぺきに見覚えがある。パーティゲームの定番、皆で盛り上がるレースゲームに出てくるマスコット的なアレだ。

「なぁ……俺おれたちの世界のゲームが流は行やってるって言ってたけど、アレもそうか？」

　バルトは不思議そうに首を傾かしげる。言っていることがよくわからなかったらしい。

「あれは、メコメコですな。交通整理の仕事をしているのです、聖獣ランドができた時からある伝統的な職業ですぞ」

「へぇ……パクったんじゃなくて、とりあえず安心したよ。でも、わざわざ信号なんか手で持ってるんだ？」

「メコメコは、ただ居るだけではありませんよ。交通違い反はんの取とり締しまりもやっているのです。違反したものには容よう赦しやないですからな。あれのおかげで、聖獣ランドでは開国以来、交通事故が起こったことはありませんな」

「……違反したら、トゲの付いたカメでも落とされるのか？」

「そんな甘い罰ばつなわけがないですな。めっこめこにされるのですよ」

　ふーん。どうやら、もうこの話題から離れた方がいいらしい。メコメコの信号が青に変わり、電車が動き出す。

　次に目についたのが、見覚えのある青年のポスターだった。

「あれってたしか、クルンのお兄さんじゃないか」

　デパートの屋上で会ったキールがでかでかと映ったポスターが、ショップの前に貼はり出されている。相変わらず、絵になる横顔だ。

「あれは聖獣ランドが誇ほこるファッションデザイナー、キール氏の店ですな。実に個性的なデザインで、神や天使たちの一部にも熱狂的なファンがいる有名ブランドですぞ。彼は、クルン殿の兄上でしたか」

　店の名前は『ブランルーク』とある。そういえば、クルンもそんなこと言ってたな。デザイナーというよりも、まるで本人がモデルみたいなカッコ良さだ。

　あれ、全く気にしてなかったけど……じゃぁ、クルンは今、あのお兄さんと一いつ緒しよにいるってことか。そんなことを考えているうちに、タクシートレインは店の前を通り過ぎる。

「この世界にも、七夕があるのか？」

　と、黙だまって景色を見ていたツクモが聞いてくる。ツクモの視線の先を追うと、並んでいる家のテラスから笹が垂らされているのが見えた。西洋風の家々に飾られる笹はどこかアンバランスだった。

「ええ、七夕レースは一年で一番盛り上がるイベントですな」

　へぇ。七夕が一番盛り上がるっていうのは意外だな。そういえば、満まん月げつ堂どうでも七夕の話をしてたっけ。もっと派手なイベントあるだろうに……ん、レース？

「なんだ、七夕でレースって？」

「聖せい獣じゆうランドでは、七夕の日にレースをするのですな。ほら、あれですよ」

　バルトはすぐ傍そばの壁かべを指差す。そこには『七夕レース』と書かれたポスターが貼はられていた。獣王が真ん中にバンと映り、「参加者大だい募ぼ集しゆう」と筆で書かれた巻物を持っている。その下にはこまごまと説明が書いてあった。




──お待ちかね、今年も七夕レースのシーズンがやってきたぞ！　煌きらめく彦ひこ星ぼしとなって、織おり姫ひめの愛と栄えい冠かんを摑つかみ取れっ！　参加資格は不問、但ただし笹舟は二人一組のタッグボートなのでペアでの応募が不可欠だ。優勝商品は今年ももちろん、なんでも願い事が一つ叶かなう権利（ただし常識の範囲内で。例：不老不死とかは無理だぞ）。さぁ、集つどえ彦星たち、天あまの川がわを制するのは君だ！　実じつ況きようには人気アイドルのメイメイちゃんが来るよ。──




　……なんだろう、この読んで損そんした感じ。

「なぁ、この世界は他に娯ご楽らくはないのか？」

「いやいや、馬鹿にしてもらってはこまりますぞ。他にも、天使たちが気まぐれで置いていくパンドラ本とか、半年に一度やってくるサーカスなど、娯楽には事欠きませんな」

「……そうか、大変なんだな」

「なんですか、その哀あわれむような目は。まぁ、でも、七夕レースに勝るものはありませんな。レースは明日です、この聖獣ランドが一年でもっとも熱くなる日ですぞ。お二人は実によき日に訪れました。そんなことをやっている暇ひまはないかもしれませんが、もしお時間があるのなら観戦していってはいかかですかな？」

「……そうですね、時間があったら」

　苦笑いと曖あい昧まいな返事で、話を打ち切る。この世界の町並みは美しいけど、文化はちょっと馴な染じめないみたいだ。やっぱり教きよう訓くんは正しい。

　と、その時だった。

　視界の端はしを、見覚えのある白い服が過よぎった。

「シン、見つけたぞ」

　ツクモも同じく目に留とめていたらしい。俺たちは二人並んで、窓から身を乗り出した。

　視界の先、通りの隅すみっこを、スノープルですいすいと進んでいく少女の後ろ姿があった。背中には、見覚えのある黄色いリュックサック。間ま違ちがいない。

「クルンっ！」

　大声で名前を呼ぶ。だけど、ずいぶん先にいるクルンには届かない。それどころか、クルンの背中はどんどん遠ざかっていく。くそ、この電車、なんでこんなに遅おそいんだ。スノープルの方が速いじゃねぇか。

　俺おれの気持ちを察してくれたらしく、バルトがさっと立ち上がってロバ耳の運転主に告つげる。

「すまぬ、行き先を変更してくれ。あの少女を追っていただけないだろうか。それから、できるだけ急いでくれ」

　ナイスだ、騎き士し団だん長ちよう。

　電車はわずかにスピードアップする。でも、それだけだった。遠ざかることはなくなったけど、先を行くクルンの背中はいっこうに近づいてこない。

　せっかく見つけたのに、こんなところで見失ってたまるか。

「もっと、速くならないんですか？」

　少し苛いら立だたしげに、バルトと運転手に告げる。

　運転手はじっと前を向いており、振り返りもしなかった。代わりにバルトが、髭ひげを撫なぜながら戻ってくる。

「どうやら、この運転手さんはあまり上う手まくないようですな。さっきから見ているんですが、二連れん鎖さまでしかできていないようです」

「下へ手たな運転手とかいるのかよ。いや、でも下手だからってこんなにスピード出てないのはおかしいだろ」

「だから繫つながらないのでスピードが出ていないんですよ。連鎖するほど、高いエネルギーが生まれるものですからな」

　やっと、その運転とは無む縁えんの言葉が引っかかる。

「ちょっと待ってくれ。連鎖ってなんだよ？」

　それから、さらに一つ、変な事に気づいた。バルトの向こう、運転手はフロントガラスの前に視界を遮さえぎるように置かれたテレビ画面に見入っていた。テレビに映し出されているのは、見覚えのある二つ並んだ縦たて長ながのボックス。そして、運転手の手に握にぎられているのは、どう見てもテレビゲームのコントローラーだった。

「……あの人は、何をやってるんだ」

「運転です。見てわかりませんか？」

　いや、思いっきりゲームしてるだろ。知ってるぞ、俺たちの世界にもあるぞ、その小こ憎にくたらしい魚のキャラクター。月げつ光こう文ぶん庫こでもノベライズされた『ぽよぽよ』だろ。運転中になにやってんだっ。今の赤いぽよは左ひだり端はしに置くべきだろっ。

「むぅ、また失敗しましたな。あそこは左端に置いて次の緑を待つべきでしょう」

「……あのさ、この電車は何で動いているんだ？」

　バルトは俺おれの質問に、不思議そうに振り向いた。当たり前のことを聞かれた、むしろ、軽くからかわれたと思っている様子だった。

「『ぽよぽよ機関』ですが、どうかしました？」

「どういう原理だ、燃ねん料りようはなんなんだよっ、これは電車だろ、電気で動いてるんじゃないのか」

「電気など、この世界にはありませんぞ。燃料はぽよですな」

「そんなもんがあってたまるかっ」

「あなたの世界にはないのですか、『ぽよぽよ』」

「あるけど、ないっ」

「わけのわからない人ですね」

　気の毒そうに、バルトは俺を見る。違ちがう、おかしいのはお前たちだっ。

「シン、そんな問もん答どうをしている場合ではないぞ。このままではクルンを見失ってしまう」

　背後から、ゾクリとするような冷たい声が聞こえた。いや、そんなこと言われても。

「文化の違いに戸と惑まどうのはわかるが、良い言葉を教えてやろう。郷ごうに入りては郷に従うのだ」

「文化の違いとかいうレベルじゃねぇっ。お前の頭はどんだけ柔じゆう軟なんなんだ」

「どけ、私わたしが代わろう」

　ツクモが立ち上がり、ロバ耳の運転手に歩み寄る。気弱そうな運転手を無理やりどかせると、強引に運転席に座った。

「お前、『ぽよぽよ』やったことあるのか？」

「うむ、読んだことならある」

「いや、そっちじゃなくてゲームの方だよ」

「任せろぽよ」

　語尾につけるもんじゃないからな。つけたからって、上う手まそうにも聞こえないしな。

　とりあえず自信満々なツクモに運転を任せて、窓から身を乗り出す。

　クルンが立ち止まっていた。スノープルから降りて、すぐ傍そばの家にちょこちょこと歩み寄っていく。リュックから牛乳瓶びんを二本取り出すと、そっと玄関脇わきに並べた。

　お前……こっちで牛乳配達に再さい就しゆう職しよくしたのか。胸の中に、何とも言えない寂さびしさが過よぎる。

　とにかく、今が追いつくチャンスだ。

　次の瞬しゆん間かん、ぶしゅーと足元から煙けむりを吐いて、電車が止まった。

「あぁ、エンストですな」

　バルトが髭ひげを撫なぜながら、素人しろうとはよくやるんです、とばかりに笑う。

「何してんだよっ、ゲームオーバーにしても早すぎだろ」

「高く積み上げればいいのではないのか？」

「逆だっ。ちょっとどけっ」

「ふむ、強引な奴やつだな。もう少し待て、交代は二回死んだらだ。言っておくが、私はまだ本気を出してなひょわ」

　強がりを言うツクモを無理やり運転席からどかせて、代わりに滑すべり込む。横で、ロバ耳の運転手が申し訳なさそうに、あのぉ、私わたしの仕事なんですけど、と言ってたけど無視する。

　『ぽよぽよ』にはちょっと自信があるんだ。伊だ達てに月げつ光こう文ぶん庫こを愛読してないってとこを見せてやる。こないだクルンと一いつ緒しよにやったばっかりだしなっ。キャラクターを選び、すぐさまスタートさせる。ゆっくりと、電車も動き始める。

　よっし、待ってろよクルン。すぐに追いついてやる。

　降ってくるぽよを素す早ばやく配置しながら、爆ばく裂れつ連れん鎖さのための準備を進める。よし、いいぞ、いい感じだ。これならサタンにも挑いどめる。ちなみにサタンは『ぽよぽよノベル～リルルの大冒険～』に出てくるラスボスだ。

「うむ、やりますなぁ」

　とバルトが呻うめくのが聞こえる。ロバ耳の運転者が、あ、対向車が来ますよ、と呟つぶやく。やっぱり電車だから、すれ違ちがう時は敬礼したり汽き笛てき鳴らしたりするのがルールなんだろうか。でも、今はそんなことやってる状況じゃない。

　向かいからやってきたタクシートレインとすれ違う。俺たちの乗っているのとは違い、どこか近代的なデザインだった。

　ほんの一いつ瞬しゆん、すれ違った電車に視線を向ける。そして、すぐにぽよぽよに意識を戻す。

「……え？」

　画面の中が、無む茶ちや苦く茶ちやになっていた。

　俺が連鎖のために準備していたぽよたちの上に、無色のお邪魔ぽよが大量に降ってくる。画面はほとんど埋うめ尽つくされ、もう上の数列しか残っていない。

「ああ、すれ違った電車からお邪魔ぽよを貰もらったみたいですな」

　バルトが残念そうに教えてくれる。ライバル会社の電車だと、よくやられるんです。とロバ耳の運転手が申し訳なさそうに呟く。なんだよそのシステムっ、そんなとこで競きそうなよっ。

　ぷしゅー、電車はまた白い煙けむりを吐き出し、停車した。

「シン、なにをやっているのだ。口ほどにもないとはお前のことだぞ」

　この世界、嫌いやだ。もう帰りてぇ。

「あぁ、線路のない通りに入っていきますな」

「もうよい、降りて追いかけるぞ」

　ツクモは無理やりドアを開けさせると、駆かけ下おりていく。俺も後に続いた。ロバ耳の運転手が、酷ひどいですぅ、と後ろで言ってたけど無視する。

　クルンの後姿は、電車の中で見たよりも小さくなっていた。バルトが言った通り、線路が走っている通りから脇わき道みちに入っていく。牛乳配達の仕事がなかったら、とっくに見失っていただろう。

　雪を踏ふみしめながら、クルンを追う。ツクモは、いつになく必死だった。でも、走りとスノープルじゃ分ぶが悪い。おまけに運動神経ゼロのコイツはやたらと走るのが遅おそい。あ、滑すべった、転んだ。靴くつの裏とかちら見するな。ちゃんとグリップ残ってるから、靴のせいじゃねぇよ。

「待ってください、お二人とも」

　バルトが呼び止める。振り向くと、バルトはちょうど近くを通りかかった彼の部下を呼び止めていた。スノープルに乗った小さな兵隊たちが、上官の下に近寄ってくる。

「騎き士し団だん長ちよう殿だ」「騎士団長殿と天パだ」

　頭に響ひびく声をぐっと無視する。どっちかわからねぇけど、後で覚えてろよ。

　バルトは手て短みじかに交渉してくれた。部下たちのスノープルを借りてくれる。

「さぁ、これを使いなさい」

　俺おれが礼を言うより先に、ツクモはぱっと駆かけ乗る。すまない、去さり際ぎわに言いながら雪道を勢いよく滑り出していった。

　先を物もの凄すごいスピードで走るツクモを追いかける。こんな滑りそうな雪道をよく走れるな。くそ、運動神経ゼロのくせに、どうしてこいつは乗り物系だけは上う手まいんだろう。

　路肩に積もっていた雪を吹き飛ばしながら鋭えい角かくにターンし、ツクモはクルンが入ってきた脇わき道みちへと飛び込んでいく。俺おれも少し遅れてそれに続く。ツクモに轢ひかれそうになったコアラみたいな耳をした人に、すいませんっ、と謝っておく。

「クルン！」

　ツクモが叫さけぶのが聞こえた。

　少し遅れて、俺もその背中に追いつく。

　ツクモの視界の先には、玄関脇わきに牛乳瓶びんを並べようとしゃがみ込んでいたクルンの姿があった。スノープルから降りて、クルンのすぐ傍そばまで駆かけ寄る。

　しばらく、クルンは動かなかった。どういう顔をすればいいのか迷っているみたいだった。それから、ゆっくり立ち上がって振り向く。

　クルンは、まるで、ツクモのような無表情だった。

　近くに転がっていた木の枝を拾うと、雪の上に字を書き始める。「なんで、ここにいるんですか」

　なんの飾り気もない、当たり前の質問だった。もう一度会ったら、言おうと思ってたことはたくさんあった。でも、そんなことを全部消し飛ばすみたいな素そっ気けなさだった。

「決まってるだろう……お前に、会いに来たんだよ」

　なんとか、言葉を吐はき出す。

　ちらりとツクモを見る。さっきまで必死で追いかけてたのに、急にどうでもよくなったみたいな無表情だった。こんな時に、いつもの負けず嫌いを発動したんじゃないだろうな。なんのためにこんな場所まで来たんだよ。

　なにも話そうとしないツクモに変わって、とにかく言葉を続ける。

「お前を、迎えに来たんだよ。クルン、一いつ緒しよに満まん月げつ堂どうに帰ろう」

　クルンは表情一つ変えなかった。いつも、ころころと表情を変えていたオコジョは、ツクモが乗り移ったみたいな無表情で見つめてくる。

　自分の予想が甘あまかったことを知った。追いかけて会うことさえできれば、クルンは戻ってきてくれると思ってた。でも、なにを思ってか知らないけど、クルンはまだ意地を張り続けている。

　木の枝で、また雪に文字を書く。「なんで来たんですか？」

　どういう理由かはわからないけど、他の聖せい獣じゆうたちみたいにクルンの声は俺おれたちには届かないらしい。雪に刻きざまれたメッセージを見ながら答える。

「なんでって、お前が必要だからだ。お前だって本当は帰りたくなんかなかったんだろ。満月堂にいるのが楽しかったんだろう。たのむ、満月堂に戻ってきてくれ」

　クルンは俺が言い終わらない内に、言葉を書き始める。「こっちのせかいがたのしくて、お店のことなんかわすれてました。いちども思い出したことはありません」

「噓うそつくなよ、お前がツクモのことをどれくらい大切に思ってたか、よく知ってるんだ」

　ちらりと横のツクモを見る。何を考えているのかわからない無表情で、じっとクルンを見つめていた。いい加減、お前もなんか言ってくれよ。クルンが意地張ってるからって、お前まで意地を張り返してんじゃねぇよ。

　雪に次の言葉が刻まれる。「手紙にかいたことはほんとうの気持ちです、なにをいってもむだです」

　クルンの意思は固かった。じっと、俺を見つめる。

　わずかに、嫌いやな想像が湧わき上がってくる。そんなはずない、そんなはずないと思いながらも……本当に、クルンは満月堂にいることに疲つかれたのか。俺たちのことが嫌になったんじゃないだろうな。

　その時だった。ゾクリとするような、冷たい声が響ひびいた。

「なにを勘かん違ちがいしている。別に、私わたしはお前を説得しにきたわけではない」

　ツクモがやっと口を開く。でも、それはクルンを連れ戻すための言葉じゃなかった。いつもの強がりと意地っ張りで、冷たく言い放つ。

「それにな、私も、一度だってお前のことを思い出すことなどなかった。なぜだかわかるか」

　おいっ、思わず声を上げる。こんなところで意地張ってどうするんだ、なんのためにここまで来たんだよ、そう言いかけた時だった。

「一いつ瞬しゆんたりとも、忘れたことなどなかったからだ。だから、思い出すことなどなかった」

　言いかけた言葉が、すっと引っ込んでいく。

　ツクモはクルンに歩み寄ると、雪に書かれていたメッセージを踏ふみつける。

「私わたしはお前を説得しにきたのではない、お前を連れ戻しに来たのだ。言いたいことがあるなら言ってみろ、悉ことごとく却きやつ下かだ。なんと言おうと、共に帰ってもらうぞ」

　満まん月げつ堂どうで朝食をとった時、宣せん言げんした通りの、ツクモらしいストレートな言葉だった。

　ずっと無表情だったクルンの目に、涙が浮かぶ。

　やっぱり、無理してたんじゃねぇか。お前はツクモと一いつ緒しよにいたいんだろ。でも、クルンはごしごしと涙を拭ぬぐうと、雪にメッセージを書いた。「ほうっておいてほしいって、いったはずです」

「聞こえなかったのか、嫌いやだと言った」

「ボクのことは、わすれてください」そう雪に書き殴なぐると、クルンは逃げるように背を向けて走り出した。近くに立てかけてあったスノープルにちょんと飛び乗り、勢いよく滑すべり出す。

「待て、クルンっ」

　ツクモも、追いかけようと駆かけ出す。その時だった。

　路ろ地じの向こう、道を遮さえぎるように、いきなりタクシートレインが止まる。

　ドアが開き、青い人影が、開いたドアではなくなぜか窓から飛び降りる。映画のスタントのようなカッコいい飛び出し方だ。それは、見覚えのある青年だった。

「クルン、急にいなくなったと思ったら……こんなところで何をしているんだ」

　クルンの兄、キールが近づいてくる。頭に響ひびいたのは、想像していた通り、クールでカッコいい声だった。

　クルンはリュックから牛乳瓶びんを取り出して、牛乳配達をしていたことをアピールする。途と端たん、キールの目が細められた。

「どうしてそんなことをしているんだ？　戻ってきたら私の仕事を手て伝つだうという約束だっただろう？」

　よっぽどやりたくないのか、クルンは珍しくふるふると首を振った。あの子が仕事を嫌がる姿なんてのは見たことがない。

　クルンのお兄さんは有名なデザイナーだったな。デザイナーの手伝いってのがどんな仕事なのかわからないけど、大変そうな気はする。

「お前か、クルンの兄というのは」

　ツクモの冷たい声が響く。

　キールは、そこでやっと俺たちに気づいたらしい。ゆっくりと顔を向ける。そこには、適度に冷たく適度に面おも白しろがるような、なんとも絵になる微び笑しようが浮かんでいた。

「誰だれかと思えば、クルンが世話になっていたという『観かん測そく者しや』か。なんの用があって、この世界にいるんだ」

「お前に用などない。私はクルンに会いに来たのだ、そこを退のいてもらおうか」

「クルンは聖せい獣じゆうをやめたんだ、今日からは私の仕事の手伝いをしてもらうことになっている」

「仕事を手て伝つだうのは嫌いやだって、たった今、そう言ってただろ」

　俺おれが言うと、クルンの兄は小さく笑った。

　相変わらず、映画のワンシーンのようにカッコいい笑い方だった。

「少し照れているだけさ、人前で露ろ出しゆつするのは初めてだからな」

　人前？　露出？　なんだか、予想外の単語が聞こえてきた。仕事ってデザイナーじゃなかったのか？

「……ちょっと待て、お前の仕事ってなんだ？」

「なんだ、私わたしのことを知らないのか。こう見えても、この聖せい獣じゆうランドではわりと有名なんだけどな。『ブランルーク』という店のオーナー兼けんデザイナーだ。せっかくだから、私の作品を見せてあげよう。どれも素す晴ばらしい作品だよ」

　キールはそう言うと、小こ脇わきに抱えていたスケッチブックを開いて見せる。

　その中には、たくさんの洋服がデッサンされていた。デザイナーなのは間ま違ちがいないらしい。

　そこにスケッチされている服は、控ひかえめに言ってもかなり個性的だった。

　薔ば薇らの花と蔦つたを全身に飾りつけた戦隊モノの怪人にしか見えない服や、鳥の羽を全身にまぶした動物愛護団体が見たら悲ひ鳴めいを上げそうなドレス、貝かい殻がらをつなぎ合わせて大事な部分を隠しただけのような露出が高すぎる服などさまざまだった。まぁ、有名デザイナーの服なんてのは、これくらい奇き抜ばつなもんなのかもしれない。

「ふむ、なかなか引き付けられるデザインだ」

　ツクモが冷たい声で呟つぶやく。確かに。奇抜ではあったけど、人を引き付けられるなにかはあった。でも──ちょっと待て。デザインに気を取られてすぐには気づかなかったけど、おかしいだろっ。

「私が手がけているブランドは聖獣だけじゃなく、天使や神からも贔屓ひいきにされている。去年、聖獣として初めて神コレに招待されたんだ。これはその時に出した服だ、美しいだろう。不死鳥をイメージしてデザインした」

　神コレってなんだ。日本人がパリコレに呼ばれたみたいな言い方だけど、まったくすごさがわからない。

　ページを捲めくって指差したのは、孔く雀じやくの羽を背中につけたような派手すぎる服だった。ラヴリーフェニックスというセンスを疑うタイトルが添そえられている。っていうか、そんなことより──おかしいだろっ。

「……お前の仕事はわかった。なんかプロっぽいってのもわかった。でも、なんで……モデルが全部クルンなんだよ」

　そうだった。スケッチブックに描かれているたくさんの奇抜な服、それを着ているのは全部クルンだった。そもそも、洋服のデッサンに顔まで描く必要はあるのか。

「なにか、問題か？」

　俺おれの方がおかしいことを言ったみたいに、当たり前に聞き返してくる。

「一番似に合あう子をモデルにしたいと考えるのが、デザイナーとして当然だろう。私わたしのデザインした服が誰だれに似合うかと考えたときに浮かんだのが、たまたま、一ひと欠片かけらの作為もなくクルンだったということだよ。たまたまぜーんぶね」

「……それ、本当に作為じゃないのか？」

「納なつ得とくできないみたいだな。そうだな、あえてこの偶ぐう然ぜんに理由をつけるとすれば……奇き跡せきなんてどうだろう。私たちの兄妹愛が起こした奇跡」

「いや……どう考えても、クルンじゃない方が似合う服とかあっただろ。貝かい殻がらの服とか、もっとスタイルのいい人の方が似合うだろ」

「デザインのいろはも知らない素人しろうとが口を出さないでくれ。君はなにもわかっていない。服が似合うということはな、ただスタイルの良し悪しだけじゃない。育ってきた環境や日々の考え方にさえファッションは敏びん感かんに反はん応のうする。ちなみに、クルンは可愛かわいいからなんでもおっけー」

「今の説明、まったく無駄だな」

　ふと、そこで気づく。

「……まさか、お前がクルンに手て伝つだわせたい仕事って」

「ああ、ファッションモデルに決まってるだろ」

　そりゃ、クルンでも嫌いやがるはずだ。あんな着ぐるみや怪人みたいな衣い装しようを着て、人前に露ろ出しゆつするなんて……拷ごう問もんだ。

「この子を専せん属ぞくモデルとして契けい約やくする。そして、私がずっと妄もうそ、いや、温めていたアイデアを、新ブランド・クルンセレクションとして発表するのだっ！」

　路ろ地じ裏うらに、静せい寂じやくが下りてくる。

　クルンは無表情のまま、俺たちを見つめている。

「私のデザインした服をクルンが着るっ！　当然、すぐさま大人気だっ！　アウトレットにも高級デパートにもクルンのポスターが並び、セレクトショップを一等地にオープンっ！　道を通る誰もが言うんだ、クルンちゃん可愛いーっ。私は答えるんだ、当たり前だぁっ！」

　ぽんっ、と髪の毛の中から、オコジョの夏毛の耳が飛び出してくる。

　よっぽど、興奮してるらしい。

「私はずっと、この子が戻ってくるのを待っていた。まさか君たちの世界で二年も聖せい獣じゆうを続けるとは思ってもみなかったよ。だけど、それももう終わりだ。長い、長い年月だった」

　くそ、俺たちの審しん査さを邪魔した本当の理由って、それかよ。

　キールは胸に下げていた翼つばさのネックレスをそっと持ち上げる。と、翼の部分が二つに割れた。それはただのネックレスじゃなく、ロケットだった。中にはばっちりクルンの写真が納まっている。おそらく、二年間、ずっとその写真を見つめ続けてたんだろう。
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　初めて会った時、かなり厳きびしそうなお兄さんだと思ったのを全力で撤てつ回かいする。モデルのようにカッコいいイメージもすべて投げ捨てる。なんてこった。こいつは、ただの──。

「お前……かなりのシスコンだろ」

　俺おれの声を聞いて、キールは映画のワンシーンのように、ふっ、と前髪をかき上げる。これが気き障ざに見えないのは、誠まことに残念ながら正しよう真しん正しよう銘めいの男前だからだ。

「なにを言っている……心外だな。私わたしはプロなんだ。こと服のデザインのことを考えたとき、クルンを妹とは考えていない」

　すっと目を細めて、睨にらんでくる。やっぱりそこは、本当にデザイナーとしての拘こだわりがあるらしい。

「いいか、よく聞け。クルンは妹を超ちよう越えつした存在だっ！　あの子の可愛かわいさは、あの子への愛を語るには、妹という関係性だけでは足りないっ。クルンは私の純愛であり、夢であり希望、未来を照らす光、美しい明日……そう、この灰色の世界に差し込む一筋の光こう明みよう、私の大切な大切な大切な大切なぁっ、小さな女神なんだっ！」

　ああ、思ってたより重じゆう症しようだ。

　キールはさらにスケッチブックを捲めくる。そこには、巨大なイチゴの着ぐるみの中に納まったクルンがいた。タイトルはストロベリーパニックとある。お前の頭の中がパニックだ。

「私は……絶望している。私がどんな奇き抜ばつな衣い装しようを用意しても、この子の可愛さの前では全てが霞かすんでしまう。ファッションなど引き立て役にすぎない」

「霞かすんでない、霞んでないっ」

「花に例えるなら、野に咲く菫すみれのように健けな気げ。いや、それでいて向日葵ひまわりのように潑はつ剌らつとして、朝顔のように生き真ま面じ目めな……まだ足りないっ、百ゆ合りのような清せい楚そさを持ちながら薔ば薇らのように絢けん爛らんで、ハイビスカスのような情熱さえ合わせ持ち、ラフレシアのような激しい個性も忘れない、それにエーデルワイスのように凜りんとして、ダンデライオンのような芯しんに秘めた強さといったら、ああもう、花なんかであの子の可愛かわいさが表現できるかっ」

「欲張りすぎだ。やるなら、ちゃんと譬たとえろよ」

「あの子の可愛さは暴力だっ。周まわりにある全てを蹴け散ちらしてしまうキュートでラヴリーな暴君だ。脇わきに花を飾れば花が霞み、背後に虹にじを架かければたちまち色いろ褪あせる。ファッションも同じだ……でも、引き立て役でもいいっ。私わたしはあの子に服を提供できれば、それだけでしあわせ」

　そっと、手の甲でストロベリーパニックのデザインを撫なぜる。引き立て役なんかじゃねぇから。そのデザインを見て、誰だれもモデルの顔なんか覚えられないから。

「私は、あの子の引き立て役になるためにデザイナーになり店を開いたんだっ。私の店の名前を、逆から読んでみろっ！」

　店の名前？　えっと、けっこう格かつ好こういい名前だったよな。たしか、『ブランルーク』だっけ、逆から読んで見ると…………おい。

「そういうことだっ！」

「やかましぃわっ！」

「よくショーの後で記者たちに聞かれる問いがあるんだ。貴方あなたの個性的な作品の原点はなんですか。私は答える。愛だと！　クルンっ、君が着るのは服じゃない、私の愛そのものっ！」

　そんな重たいもん着せるなよ。

　クルンはずっと、感情を押し殺したような無表情だった。いや、殺し切れずに頰ほおがヒクついてる。

「さぁ、クルン。スタジオに戻って試着会をしよう。私たちの夢の実現は、すぐそこまで迫っている。もうすぐ、世界は君に夢中だっ！」

　と、冷たい声が割り込んでくる。

「残念だが、その夢は諦あきらめてもらうしかないな。クルンは、私たちが連れて帰る」

　ツクモは、さっきのデッサンを見ても相変わらずの無表情だった。

「ふん、何を聞いていたんだ。クルンは、もう君たちと一いつ緒しよにはいたくないと言ってるだろう」

　キールの言葉に従うように、クルンはちょこちょことお兄さんの後ろに隠れた。

　なぜだ……なんで、そいつの後ろに隠れる。モデルとかやりたくないんだろっ。

　ツクモも、同じことを問いかける。

「クルン、それは本当にお前の意思か？」

「君たちは、クルンの念話が聞こえなかっただろう。クルンが心を閉ざしてるからだよ。もう君たちの顔なんか見たくない、そういう意思表示さ」

「お前に話しているのではない、私わたしはクルンに聞いているのだ」

　ツクモがゾクリとするような冷たい声で問いかける。

　クルンは、そっとお兄さんの後ろから顔を出し、無言のまま小さく頷うなずいた。それを見て、ふっ、とキールはまたカッコよく笑う。

「さぁ、これで気が済んだだろ。わかったら、さっさと自分たちの世界に帰ってくれ」

「うむ。クルンの気持ちはわかった。だが、それがどうした」

　ツクモは、クルンの答えを聞いても、怯ひるむどころかさらに堂どう々どうと宣せん言げんする。

「クルン、言ったはずだ。お前の意見は悉ことごとく却きやつ下かするとな。力づくでも、満まん月げつ堂どうに戻ってもらうぞ」

　完全に悪役の台詞せりふを口にすると、大おお股またでキールに歩み寄る。

「諦あきらめが悪いな。そこまで言うなら、私もそれなりの対応を取らせてもらうぞ。悪く思うなっ、これも愛のためだ！」

　キールは目をすっと細めて言ってくる。ポケットに手を突っ込むと、小さな真っ白いボールを取り出した。ピンポン球くらいのサイズだ。

　それを、無む造ぞう作さに放り投げた。

　次の瞬しゆん間かん。

　空中で、白いボールが巨大化する。

　巨大な白いボール……いや、それは雪だるまだった。巨大な雪だるまが、空から降ってくる。

　あ、え、なにこれ。

　ずどーん。

　ツ、ツクモーーーっ！

　雪ゆき煙けむりを巻き上げて、ツクモが雪だるまになる。

　正確には、ツクモがいた場所に雪だるまが落ちてきたんだろう。

　ツクモは爪つま先さきから頭の先まで、一いつ瞬しゆんで雪だるまに埋うもれていた。何が起きたのかわからないけど、とりあえず救出しないと。慌あわてて雪だるまをかきわける。

　頭部を少し掘ほり進むと、ぽこん、と雪山からツクモが顔だけを出した。目をつぶって、子犬みたいにふるふると顔を振りながら雪を落とす。おぅ、まるで人間雪だるまだ。

「シン、一瞬で目の前が真っ白になったのだが、あの男はいったい何をしたのだ」

「うん、後で絵を描いて見せてやるから」

「これは聖せい獣じゆうランドの名物、『ポイポイ雪だるま』だ。雪だるまを携けい帯たいして持ち歩けるようにしたという優すぐれものさ。ほら、まだまだあるぞ」

　持ち歩いてどうなるんだ。なんでそんなもんが名物なんだ。と、突っ込んでる場合じゃなかった。

　キールがポケットから手を出す。全ての指の隙すき間まに、白いボールが挟はさまっていた。

　頭上に、ボールが放り投げられる。

　……うそ、だろ。

　できたのは、せいぜい間抜けな言葉を呟つぶやくくらいだった。頭上から大量の巨大雪だるまが降ってくる。逃げ場所なんかなかった。悲ひ鳴めいを上げながら路ろ地じ裏うらに転がり、大量の雪だるまたちの下した敷じきになる。

　なんとかもがいて顔だけを出すと、雪よりも冷たい声がする。

「シン、なにを転げ回っているのだ。情けないにもほどがあるぞ」

　普通はこうなるだろ。なんでそんな、気ぐるみ着たみたいに雪だるまが刺ささったんだ、奇き跡せきだろ。あと、情けない格かつ好こうだってのは、お前も大差ないからな。

「もう一つ、いいことを教えてあげるよ」

　雪の中でもがいてる俺たちを見下ろしながら、キールが勝ち誇ほこったように告つげる。

「クルンは君たちの世界の審しん査さを、自分から辞退した。審査に落ちただけなら次の機会もあったかもしれない。だけど、自分から審査を辞退した聖せい獣じゆうが、同じ世界に派は遣けんされることはない。いくらパンドラ本で名前が広まっても、それがこの世界のルールだ。もう、君たちに出来ることはなにもないんだ」

　……なんだ、それ。じゃぁ、俺おれたちはなんのためにここまで来たんだ。もう、クルンは、俺たちがどれだけ頑がん張ばったって満まん月げつ堂どうには戻ってこないってことかよっ。

　ツクモに視線を向ける。だけど、衝しよう撃げき的てきな事実を突きつけられた後だってのに、ツクモは相変わらずの無表情だった。

「わかったら、さっさと自分たちの世界に帰るんだね。さ、行こうか、クルン」

　キールとクルンは、揃そろって路地の先に待たせていたタクシートレインに乗り込む。

　必死でもがいても、雪だるま軍団の中からなかなか抜け出せない。クルンが連れて行かれるのを黙だまって見送ることしかできなかった。

　出発する直前、ちらりと、クルンは窓まど越ごしに俺たちを見る。

　それは、泣くでも笑うでもなく、作ったような無表情だった。







　広場の脇わきにあったベンチに並んで座り、目の前の景色を眺ながめていた。

　ゆっくりと吐はき出したため息は、白い息となって景色に溶けていく。

　広場は、大勢の聖獣が行き交っていた。祭りの前だからか、普段からそうなのか、通りはかなり賑にぎわっている。手に小さな笹を持ってはしゃいでいる子供たちが目の前を駆かけていく。誰だれも、余よ所そ者ものの俺たちに気を止めない。なんだか今いま頃ごろになって、ずいぶんと遠い世界に来たような実感が湧わいてきた。

　……いったい、この世界に何をしに来たんだ、俺おれたちは。

　そんな弱気な言葉が頭を過よぎる。

　どうしたって、もうクルンは戻ってこない。キールが去さり際ぎわに言った言葉が、ぐるぐると頭の中で響ひびいていた。

「シン、こんなところで諦あきらめるわけにはいかない。私わたしはなんとしてもクルンを連れて帰る」

　すぐ横から、冷たい声がした。その声は、俺が考えているような諦めや憤いきどおりをまるで感じてないようだった。

「どうやって、だよ。もう、何もかも手て遅おくれなんだろ」

「やるといったら、やるのだ」

　ツクモは当然のように言い放つ。んなこと言っても、できることとできないことがあるだろ。

「気持ちはわかるけど……どうしようもないだろう。さっきクルンが、なんで俺たちのことを避けたのか、やっとわかったよ」

　路ろ地じ裏うらでのクルンの言葉を思い出す。あれは、クルンの本心じゃなかった。

「満まん月げつ堂どうを出て行ったのは、あいつなりに悩んで決めたことだろう。でも……お前が、この世界まで追ってきて、必要だと言われて、クルンが喜ばないわけがない。本当は、泣いて抱きつきたかったはずなんだ。でも、できなかった」

　クルンが一いつ瞬しゆんだけ見せた涙、それが全てを表していた。涙を隠し、感情を押し殺し、クルンは全てを忘れてしまおうとしている。

「……クルンも知ってたんだよ。もう、満月堂に戻れなくなってしまったってことを。これ以上、言葉を交わしても余よ計けいに辛つらくなるだけだから……だから、俺たちを避けてるんだ」

　その通りだと思ってしまう。もう戻れないのなら、下へ手たに優しい言葉をかけて欲しくない。思い出させて欲しくない。クルンがそう望むなら、俺たちに出来るのは、そっとしておいてやることしかないんじゃないか。

「実に、下らないことだ」

　毅き然ぜんとした声が響ひびく。その声は、欠片かけらも後ろ向きな気持ちが紛まぎれていなかった。

　振り向くと、ツクモは背筋をピンと伸ばし、挑いどむように雪の町を見つめている。

「この世界のルールとやらが私たちを阻はばむというのなら、乗り越えるまでだ」

「どうするってんだよ。ラクアも言ってた、神様だって手出しできないルールなんだろう。もうどこにも道なんかねぇだろ」

「シン、頭を働かせろ。この世界に来てから、何を見てきたのだ」

　そう言われて、俺の頭の中にいくつかの光景が蘇よみがえった。

　家々のテラスに飾られている笹。

　笹を持って駆かけていった子供たち。

　タクシートレインの中に貼はってあったポスター、そこに書かれていた説明。

　参加資格は不問。優勝者に与えられるものは、なんでも一つだけ願い事が叶かなう権利。

　……まさか。そういう、ことか。

　第五十五訓くん、諦めなければ、どこかに道はある。

　俺おれの教きよう訓くんには珍しい前向きな言葉だった。それもそのはずだ。これは、親父の言葉だったから。八方塞ふさがりになっても諦あきらめるな。八方も道があったんなら、九方目の道もどっかにあるはずだ。それを探す努力をするんだ。

　言葉遊びじゃないかと思ったけど、確かに親父の、そしてツクモの言う通りだった。諦めてしまったら、道は見つからない。

　道は、残されていた。例えそれが、どれだけ狭せまくて細いものだとしても。

「シン、私わたしたちも七夕レースに出場するぞ」

　凜りんとした声が、雪の降り積もる町に響ひびいた。







　天てん井じようには、映画でしか見た事がないようなシャンデリアがぶら下がっていた。

　……すげぇ、本当に王宮に来ちまった。横でツクモも、感心したように呟つぶやく。

「オペラ座の怪人ではあれが落ちてくるのだな、下にいたら痛そうだ」

　他に言うことはないのかよ。周まわりを見渡すと、ふかふかの赤い絨じゆう毯たん、天井に描かれた絵画、柱という柱に空白を畏おそれるみたいに刻まれた装飾……三百六十度、豪ごう奢しやの一言だ。

　そこは聖せい獣じゆうランドの中心、聖獣王が住まう王宮のダンスホールだった。あれから騎き士し団だんの詰つめ所に戻って、バルトに「七夕レースに出場したい」と相談を持ちかけた。そして連れてこられたのが、ここだった。

「ここで今から、明日のレース出場者のためのレセプションが行われるのですな」

　バルトが説明してくれる。彼もちょうど、このレセプション会場の警備を担当するらしく、ついでに俺たちの案内係を引き受けてくれた。見回すホールには大勢の聖獣たちの姿がある。いや、聖獣だけじゃない。天使や人間のような、どういう経けい緯いでやってきたのかわからない明らかに異世界の人たちも混じっていた。

「異世界からの参加者はあなたたちではありませんぞ。獣王はレースを盛り上げるためならどんな犯罪まがいのことも厭いとわないなんとも寛かん大だいなお心の持ち主ですからな。色々な世界から、有力な彦ひこ星ぼしたちをゲストとして呼んでおります」

「それでか。なんか、あんまり注目されないと思った」

　安心すると同時に、不安も感じる。こんなにも大勢の中から、優勝しないといけないのかよ。こっちはまるっきり素人しろうとだってのに。

「シン、どうやらあれが笹舟のようだな」

　ツクモが天井近くを指差す。ダンスホールには階下を見渡せるような中二階のテラスがあり、そこには巨大なディスプレイが設置されていた。画面の中、一いつ隻せきの舟が映し出されている。

　笹舟、とは呼ばれているけど、当然ながら笹でできているわけじゃなかった。公園の池に浮かんでるようなありきたりのボートの形をしている。後ろにスクーターのハンドルみたいな形をした舵かじがあり、前の方に動力みたいな四角い箱型の機械が付いていた。

「あれを運転するのって、難しいんですか？」

　バルトに尋たずねると、髭ひげを撫なぜながら答えてくれた。

「操そう舵だ自体は簡単ですぞ。初めての人でもすぐに運転できるでしょう。問題なのは、他の舟との駆かけ引きですな。レースには、毎年常連となっている猛も者さどもがたくさん出場しますからな。例えば……ほら、あそこ」

　と、バルトはホールを見渡す。レセプション会場に視線を戻して、エントリーしている強きよう豪ごうたちを紹介してくれた。

「あの青い髪のハリネズミのケニックは要注意ですぞ。昨年の優勝チームで、ダントツの一番人気ですな。正直、むちゃくちゃ速いですからな」

　バルトの視線の先では、ハリネズミのように髪の毛をツンツンさせた聖せい獣じゆうが腕うで組ぐみしている。なんだ、そのギリギリのネーミングは。確かにすっげぇ速そうだな。

「その隣となりのウォンバットのリーベル兄弟も要注意です。陰かげの優勝候補と呼ばれる七夕レースの常連ですな。荒あれたレースになると強いタイプで、平気で反則ギリギリの行為をしてきますぞ」

　バルトの視線の先では、黒い小さな耳を生やした二人組が座っていた。揃そろいの革ジャンを着て、背中には『メイメイ命』というよくわからない刺し繡しゆうがされている。

「それから、今年一番のダークホースがあそこの二人ですな。あなた方と同じ異世界からのゲストで、実力は未知数。もしかする化けるかもしれませんぞ」

　バルトの視線の先では、少女と黒い甲かつ冑ちゆうを着込んだ男の二人組が楽しそうにはしゃいでいた。その中の一人と、偶ぐう然ぜんにも視線が重なる。

　あれ……なんかどっかで見たことあるような……って、おい。

　さっと視線を逸そらしたけど、手て遅おくれだった。

　そこにいたのは、早はや川かわ鈴すず音ねだった。

　俺おれたちに気づいた早川は、嬉うれしそうに近寄ってくる。

　大人おとなびた雰ふん囲い気きを持つ少女。少し太目の眉まゆに意志の強そうな瞳ひとみ。背中まで届くくらいの髪を、ちょこんと頭の斜ななめ上あたりで一本に纏まとめている。体のラインにぴったりフィットしたカーディガンに短めのスカート、腰こしには大きめのエンジニアポーチがぶら下がっていた。

　以前にパンドラの記録勝負を挑いどまれたことのある、エグニルと呼ばれる異世界の元『観かん測そく者しや』。事件が解決してからは、俺だけじゃなく、ツクモとも本の話ができる良い友達になっていた。

　早川は普通に話すよりも一歩近い場所まで駆かけ寄って、俺の手をぱっと取ると言ってきた。相変わらず、この子の距離感はおかしい。

「桐きり島しまくん、お久しぶりですっ。こんな所で会うなんて奇き遇ぐうですねっ」

　いや、奇遇で済むレベルを通り越してるだろ。どこまでおおらかなフィルターで守られてるんだ、君の感覚は。

　横から手刀が振り下ろされる。何が気に入らなかったのか、ツクモのチョップが俺おれと早はや川かわの間に割って入った。ぱっと手を離して、早川はツクモに向き直る。

「ツクモさんも、お久しぶりです」

「うむ。ところで早川、なぜここにいるのだ？」

「え、ああ。ゲストとして獣王様に招待されたんですよ。それで、この世界に連れて来てもらったんです」

　え……なんで、お前たちが？　俺の頭の中に浮かんだ疑問を、バルトが解決してくれる。

「お二人が記録したパンドラ本が聖せい獣じゆうランドで流は行やっているという話はしましたな。彼らもその登場人物として人気なので、ゲストとして招かれることになったのですよ。本来なら、エグニルはその存在自体ご法はつ度となのですが、獣王様の計はからいで参加が許されたのですな。獣王様の世界のルールを軽けい視しした計らいには、全く頭が下がりますなぁ」

　やっぱりあんた、獣王のこと馬鹿にしてるだろ。実際、馬鹿だけど。

　と、早川の後ろから、ガシャガシャと鉄の擦こすれ合うような足音が聞こえてくる。そう、早川だけなら別にいいんだ。彼女は趣味が悪いことを除のぞいたらとっても良い子なんだ。来るな、来るな、と念じるけど無駄だった。低くよく通る声が響ひびき渡る。

「また会ったな、小こ僧ぞう。三度我わが前に立たち塞ふさがるとは、実に幸運な男よ。本来ならば、我がスワンを見て生きている者はいないと言いたいところなのだがな」

　続いてやってきたのは、同じくエグニル出身の魔ま人じんサイードだった。
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　見るからに野生的な顔立ちをしている。口の端はしからはみ出た鋭するどい牙きば、わずかに尖とがった耳、鬣たてがみのように逆立った髪、鷹たかのように鋭い眼光。漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうとマントを身に纏まとい、腰こしを右端から左端まで前をぐるりと囲むように並んだ五匹の白鳥が付いている。この白鳥は、彼らの世界では勲くん章しようのようなもので、たくさんつけていることがステイタスらしい。

「今回こそは覚かく悟ごするのだな。我々が出場するからには勝利は確定である。レースを辞退するなら今のうちだ。さもなくば、ロープレで全財産をつぎ込んで買った高い武器を次のダンジョンの最初の宝箱で見つけてしまったような絶望を知ることになるぞ」

　相変わらず庶しよ民みん的てきなことを言ってくる。うっせえ、友達みたいに話しかけんじゃねぇ。

「……お前らは優勝したら何を叶かなえてもらうつもりなんだ？」

「知れたこと。我が望みは一つ、神の世界を滅ほろぼすことだ！」

　スケールでかっ。っていうか、それ、絶対に獣王が許容できる範囲のお願いを超えてるだろ。

　ツクモが、早はや川かわに顔を向けて尋たずねる。

「よいのか、神と争うことはやめたのだろう？」

「えっと……このレースで優勝しても、今のお願いが叶うわけないじゃないですか。ダーリンもせっかくやる気だしてるんだから、もう少し黙だまっておこうと思いまして。それに、私わたしには別のお願いがあるんです。どうしても欲しいモノがあるんですよね」

　サイードには聞こえないような小声だった。叶わぬ願いだって気づいてないのは白鳥魔人だけらしい。

「我が勝利のついでに、この世界の者たちを啓けい蒙もうしてやろう。猫や犬や兎うさぎの耳ばかりを生やしおって、もっとも強く美しい獣はスワンであるということを思い知らせてやるのだ」

　いや、彼らの耳の種類は遺い伝でんだろ。っていうか、白鳥って耳ないだろ。

「満みち月つきツクモさん、この前は負けてしまいましたけど、今回は私たちが勝ちますよ。なんてったってタッグレースですからね。コンビネーションが大切です。愛に勝るコンビネーションはありませんからっ！」

　早川が自信満々に宣せん言げんする。これさえなければ、良い子なんだけどなぁ。

「よく言った、我が姫マーガレット！　我らが愛は無敵！　ゆえに我らは無敵！」

「もしかして、お二人の間にも同じものがありますか？」

　渋じゆう面めんを作る俺に向かって、早川は挑戦的に聞いてくる。そうだった、俺は早川には打ち明けたことがあるんだ。ツクモのことを……その、好きだってことを。

　からかわれているってわかっていても、俺の顔は赤くなってしまう。

「……なに言ってんだよ。そんなんじゃねぇ」

「うむ、笑えない冗じよう談だんだぞ。早はや川かわ」

　すぐ横で、ツクモも冷たく呟つぶやく。くそ、やっぱりこいつは俺おれのことなんか何とも思ってねぇんだろうな。

「照れてるようでは、まだまだであるぞ！　ハバネロ風味のスナックを食べて、辛からいものは得意だと豪ごう語ごするような愚ぐ行こうよ。市し販はんのお菓子など、食べれるような辛さに抑えているに決まっているだろうっ！」

「そうです。照れてるようでは、まだまだですよ！　ほら、私わたしたちのチーム名を見てください」

　早川が言うと同時、腰こしにつけていたエンジニアポーチが開き、にゅっと一羽の白鳥が顔を出す。早川のスワン、水みず谷たにさんだった。

　水谷さんの口には、一枚の書類が咥くわえられている。会場に入る時に渡されたエントリーシートだった。そこのチーム名の欄らんには力強い文字で『スワン・オブ・ラブ』と書かれていた。愛の白鳥。

　この恋愛ジャンキー共どもめ。やめてくれ、寒すぎるぞ。

　横で、ツクモが思い出したように俺たちのエントリーシートを取り出す。まだ貰もらったままで何も記き載さいしていなかった。そういや、チーム名とか、決めなきゃいけないのか。

　突然、頭の中に声が響ひびく。

「懲こりない奴やつらだ。まだこの世界にいたのか」

　振り向くと、モデルのような青年が立っていた。

　デザイナーのキールは、ポケットに親指だけを突っ込んだ、相変わらず雑誌の表紙みたいな歩き方で近づいてくる。

「なんだ、お前も出るのか」

「ただゲストとして呼ばれてきただけなんだけどね、君たちも出場するというなら話は別だ。優勝してクルンを連れ去るつもりだろうけど、そうはいかない。絶対に私が阻そ止ししてみせ」

　言葉が途と切ぎれる。キールは驚おどろいたように、目を見開いていた。

　なんだ、と思って振り向いた先には、サイードが腕うで組ぐみして立っている。

「なっ、なんと斬ざん新しんなデザインだっ！　これほどまでの衝しよう撃げきは久しぶりだっ！」

　いきなり、ホール中の聖せい獣じゆうたちが振り向くような声で叫ぶ。

　キールはふらふらと、吸い寄せられるように白鳥魔ま人じんに近づいていく。

　あー、なんかセンス合いそう。どっちも残念だ。

「なんと、聖獣にも我わがスワンの素す晴ばらしさを理解できる者がいたとはな。ＳＮＳで初めて見ず知らずの人からコメントがあった時のように感激しているぞ」

「ああ、ああっ、理解するともっ。これほどの作品、よほど有名なデザイナーだろうなっ！」

　と、二人が何やら盛り上がっているのを横目で見ていると、正面から声が掛かる。

「キールさん、いやー、遅おくれました。人ごみはどうも苦手でしてねぇ」

　人ごみをかき分けて、一人の優やさ男おとこが駆かけ寄ってきた。

　細い体格の、気の弱そうな男だった。ゆるい癖くせのある金髪に丸めがね、美男子ではあるんだろうけど頼りなさの方が目立つ。そんな外国人のような容姿をしながら、服装は和風だった。鼠ねずみ色いろの袴はかまに下げ駄た履ばき、頭にはちょこんとフェルト帽ぼうがのっている。古い日本の文学青年のような……いや、それよりも、もっと具体的に例えるなら、

「金きん田だ一いち耕こう介すけ？」

「む、九く朗ろうではないか」

「あれ、クローエルさん、お久しぶりです」

　俺おれが口にしたと同時に、ツクモと早はや川かわも名前を呼ぶ。全員がばらばらの名前だった。いや、ツクモと早川は同じ人物を指しているのか。

　一いつ拍ぱく置いて二人が、何を言ってるんだこいつは、みたいな目で俺をちら見する。すいませんね、一人だけ的外れなこといって。俺だけ初対面なのか。って、ちょっとまて。

「こいつが、クローエルっ」

　その名前は、何度か聞いたことがあった。

　ツクモの母親が満まん月げつ堂どうを捨てた時、一いつ緒しよに出て行ったという男がクローエルという名前の天使だった。俺たちが早川と関わった事件を引き起こしたのも、この男の仕し業わざだった。

　ツクモはクローエルの顔と俺の顔を交こう互ごに見てから、なにやら気づいたように呟つぶやく。

「シン、同じパーマでもえらい違ちがいだな」

　それ、わざわざ言う必要があるのか。わかってるよ、アイツのはオシャレパーマで、俺のは単なる天然パーマだよ。わざわざ言う必要があるのかっ。

　オシャレパーマの天使は、ツクモや俺との間にある因いん縁ねんなど素そ知しらぬ風に、帽子を手で押さえてペコリと頭を下げる。

「あ、どうも、どうも。クローっす」

　軽っ。なんだ、いきなり出てきたと思ったら、人当たり軽っ。

「いやー。さっき、私わたし見て、金田一言いました？　いやー、嬉うれしいっすねぇ。彼に憧あこがれてこんな格かつ好こうしてるんですよ。ドラマから入ったクチですけどね。シリーズ全部見てますけど、断然、古ふる谷や一いつ行こう派ですね。ああ、そういやカゴメさんと話をするきっかけになったのもこの服でしたねぇ。あれはそう、暑い夏の日でした、いや、冬だったかな……雪、そう雪が降って、蟬せみが鳴いて、あれ？」

「なぜ、お前がここにいるのだ」

　クローエルがだらだらと話し出したのを断ち切るように、ツクモのゾクリとするような声がした。クローエルは微び笑しようを浮かべて、フェルト帽を取りながらツクモに向き直った。

「決まってるじゃないですか、キールさんのお手伝いをするためですよ」

「九く朗ろう、いったい何を企たくらんでいる」

「いやだなぁ。何も企んでなんかいませんよぉ。私わたしがお尋たずね者になる前に、キールさんとは何度か一いつ緒しよに仕事をしたことがあるんですよ。それで、今回、キールさんが困ってるっていうので手助けすることにしたんです」

　キールもこちらに戻ってきて話に加わる。こいつ、聖せい獣じゆうの仕事もしてたのか。

「クローエルはふざけた男だが、私が共に仕事をした中では、もっとも有能な天使だった。だから、パートナーとして出場してくれるよう頼んだのだ」

　少し前から頭に引っかかっていた疑問が消えるのを感じた。デパートの屋上でキールに会った時のことだ。あいつが、どうやって俺おれたちの世界に来たのか。きっと俺たちがリリエルに助けてもらったように、クローエルの手を借りたんだ。おそらく、空き家のパンドラの空飛ぶたい焼きも、審しん査さの時にホームセンターの倉庫にマネキンパンドラを作ったのもこいつの仕し業わざなんだろう。

「キールさんにはいろいろとお世話になりましたからね、せめてもの恩返しですよ」

　クローエルは人の良さそうな笑顔を浮かべて、金きん田だ一いちのように頭を搔かく素そ振ぶりをする。髪に触ふれないのは、オシャレパーマが乱れるからだろうか。だけど、ツクモはその言葉をあっさりと切り捨てた。

「安い噓うそをつくな。お前は、そんなに情に厚い男ではないだろう」

　途と端たん、クローエルの顔から笑みが消える。すっと、目が細くなる。

　テレビドラマなんかで、ヤクザが急に裏の顔を見せる瞬しゆん間かんのようだった。纏まとっている気配が、一いつ瞬しゆんで変わる。そして、ぼそりと呟つぶやく。

「よくわかってらっしゃる」

　やっぱり、こいつはまともじゃない。お尋たずね者になっただけのことはある。

　と、そこで少しズレたことが気になった。

「……そういや、神様の世界のお尋ね者が、レースに出てていいのか？」

　それまで完全に静せい観かんモードになっていたバルトが、ふと気づいたように呟く。

「ふむ、そう言われればそうですな。どこかで見覚えのある方だと思ったら、手配書に載のっていた顔ですな」

　バルトはポケットから笛ふえを取り出すと、ピーと勢いよく息を吹き込む。途端、ダンスホール中から、おそらく散らばって警備に当たっていたんだろう、バルトの部下の小さな兵隊たちが駆かけ寄ってくる。彼らはバルトの指示を受け、すぐさまクローエルの周まわりを囲んだ。

「この男を連行していただけますかな。天使たちの世界へは、後で連れん絡らくしましょう」

　小さな兵隊たちは俺たちがこの世界に来た時と同じように、ボウガンを構かまえる。

「え、ちょっと待ってくださいよぉ。私、明日の試合にエントリーしてますよ。あぁ、話聞いてくれる雰ふん囲い気きじゃないですね。えーと、キールさん、すいません」

　クローエルはフェルト帽ぼうを被かぶり直すと、ゆっくりとこちらに背を向け、

「逃げますっ。レースのパートナーはなんとかしてくださいぃぃっ！」

　思いっきり駆かけ出した。

　小さな兵隊たちが一いつ斉せいに追いかけていく。

　クローエルは、参加者たちの注目を集めて、ホールから逃とう亡ぼうしていった。

　……なんだったんだ、あいつ。何しにきたんだよ。

　キールが少し慌あわてた表情で、俺おれたちとクローエルが飛び出していった扉とびらを交こう互ごに見る。

「姑こ息そくな真ま似ねをする。さっきの仕返しのつもりか？」

「狙ねらって仕向けたわけじゃないけど……とりあえず、犯罪者のくせにのこのこ出てくる方がアホだろ」

「たしかに、クローエルさんはお尋たずね者なのに、あんまり自覚ないですよね」

　早はや川かわが俺に同意するように頷く。いや、お前らが言うなよ。

「くそ……こんなことで負けてたまるか。新しいパートナーを見つけて、必ず出場してみせるっ。絶対にお前たちには優勝させないからなっ！」

　キールはそう言うと、ぱっとジャケットをはためかせるように背を向けて歩き去っていった。

　台詞せりふといい、仕し草ぐさといい、やっぱり映画の中盤辺あたりで障しよう害がいにぶつかった主人公みたいだ。そう見えるのは、残念ながら素材がいいからなんだろう。遠ざかる背中を見て、やるせない気持ちになる。

　次の瞬しゆん間かん、頭の中に馬鹿でかい声が響ひびき渡った。

「お集まりの紳しん士し淑しゆく女じよの庶しよ民みんの皆様、ようこそ七夕レースへっ！」

　やや高い青年の声こわ音ね。見上げると、ディスプレイが飾られていた中二階のテラスに獣王が姿を見せていた。

「余よがこの大会の主しゆ催さい者しやにして、聖せい獣じゆうランドの王である！」

　あえて名前を言わなかったんだろうけど、ホールの一角から「ミケさまー」という歓かん声せいが上がる。台だい無なしだな。

「さて、まずは初めての参加者もいるであろうからルール説明を行おう。メイメイ君、頼む」

　呼ばれると、すぐ横からひょこひょこと遠目にも猫っぽい動きをする少女が進み出てくる。派手なストライプのニーソックスにホットパンツ、どう見ても実用性のないサスペンダーに季節感のまるでない半はん袖そでのシャツを着ている。肩かたまで届くくらいの短めの茶髪からは、珍しく耳が両サイドに出ていた。どうやら、あの子がポスターに書いてあった聖獣ランドのアイドルらしい。確かに、可愛かわいい。

「どーもー、マヌルネコのメイメイでーす。七夕レースでは、私が実じつ況きようを務めさせていただきます。何なに卒とぞよしなにー。さてさて、今から七夕レースの説明をしますね。初参加のトーシロの皆さんは、耳の穴かっぽじってよーく聞いてくださいねー」

　アイドルが使う言葉かよ。でも、人気はあるらしく、獣王の時よりも遥はるかに多い歓かん声せいがあちこちで上がる。「メイメイちゃーん」「握あく手しゆしてー」「俺おれが優勝したら、君を貰もらうからー」、愛想よく手を振って答えていたメイメイちゃんも、さすがに最後の声には軽く眉まゆを顰ひそめていた。

　ディスプレイに聖せい獣じゆうランドの地図が映し出され、説明が始まる。

「七夕レースは、この聖獣ランドの西を流れる天あまの川がわを舞台に行われまーす。参加者の皆さんは彦ひこ星ぼしとなって織おり姫ひめを捕まえにいってもらいます。レースは天の川の川かわ辺べからスタート、同時に、対岸にいる織姫の乗る笹舟も動き始めます。このレースに、コースはありません。一番早く織姫の笹舟に追いついて、彼女を捕まえた人が勝者です！」

　地図には、この町と脇わきを流れる大きな川の絵が映っていた。次に、天の川の周辺がクローズアップされる。町に近い方の川辺に彦星を示す無数の青い舟のマークが、対岸に織姫を表すピンク色の舟のマークが一つだけ現れる。

「織姫の乗る笹舟はランダムで舵かじが切られる自動操そう縦じゆうモードになっていて、どういうコースを動くのかは開かい催さい者しや側がわの私わたしたちでも予測できません。但ただし、随ずい所しよにレースを盛り上げるための障しよう害がい物ぶつが設置されていますのでお気をつけくださいね。トーシロが面おも白しろ半分で首つっこむと、本気でやけどすんよっ！」

　画面の中で、ピンクと青の舟のマークが動き出す。ピンクの舟をたくさんの青い舟が追いかけ、やがて一いつ隻せきがピンクに追いつく。するとマークが点てん滅めつし、『Ｗｉｎｎｅｒ』の文字が浮かび上がった。

「以上が、七夕レースの説明です。フェアプレーの精神で、ケツの穴しっかり閉めて頑がん張ばってくださいね。皆の健闘を祈いのってますっ。ちなみにメイメイの新曲ＣＤは明日発売でーす」

　メイメイちゃんは手を振りながら去っていく。会場からはまた歓声が上がる。「メイメイちゃーん」「絶対買うー」「俺が優勝したら、君と結婚するからー」手を振るメイメイちゃんの顔がわずかに引きつるのが見えた。声の主を探すと、さっきバルトが紹介してくれたウォンバットの兄弟だった。

　次の瞬しゆん間かん、ぱっとホール照明が落ちる。

「さぁ、今からが、お待ちかねの時間ですな」

　後ろでバルトが呟つぶやく。振り向くと、気づいたように説明を付け足してくれる。

「さっきの説明であった織姫は、聖獣ランドの中で今年もっとも話題になった女性が選ばれるのですな。ちなみに去年は、あそこにいるメイメイちゃんでした。私の息子もファンクラブに入ってますぞ」

　最後の情報はいらねぇだろ。と、再び獣王の声が響ひびき渡る。

「では皆の者、今年の織姫に選ばれたものを紹介するぞ。今年は満場一いつ致ちであった。市民票のほとんどが彼女の名前を書かれていたからな、文句なしの織姫であろう」

　どうやら、投票で選ばれるらしい。織姫に選ばれることはよっぽど名めい誉よなのか、さっきまでの説明の時よりも会場がピリピリと緊きん張ちようし、固かた唾ずを吞のんで見守っているのがわかる。

　安っぽいドラムロールが流れ、ディスプレイがカウントダウンを始める。

　獣王の言葉が、静かに響ひびいた。

「パンドラ本『恋こい狐ぎつねと恋人たち』が大ベストセラーとなり、無名の聖せい獣じゆうが一いち躍やく聖獣ランドのスターへ！　現在は『観かん測そく者しや』の手て伝つだいをやめて牛乳配達で生計を立てているキュートなオコジョっ子」

　え……おい、これってまさか。

　ドラムロールが消え、ぱっとディスプレイに見み慣なれた写真が映し出される。

「クルンちゃんに決定だっ！」

　そこには、きょとんとした顔のクルンの顔があった。







　レセプションが終わった時には、辺あたりはすっかり暗くなっていた。

　七夕レースの参加者は、全員が獣王のゲストとして王宮に招待してもらえるらしい。俺おれたちにも王宮にある客間の一室を割り当てられた。

　王宮の召使に案内され、離れにある部屋までやってくる。羊の角を生やしたメイドさんは、今日はこの部屋にお泊りください、何かあれば電話にてお知らせください、そう言って去っていく。

　……おかしいぞ。おかしいだろ。

　ツクモがドアを開けて、部屋の中に入っていく。そこは、貴族の屋敷のような豪ごう華かな部屋だった。満まん月げつ堂どうが入るんじゃないかと思えるほど広いフロアに、赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられている。高級なアンティークを集めたような机つくえや簞たん笥すが並び、天てん蓋がいの付いたベッドが奥に置かれている。かなり頑がん張ばった新婚旅行でもこんな豪華なホテルには泊れないだろう。でも、問題はそんなとこじゃなくて。

「……ふむ、天蓋の付いたベッドなど初めて見たぞ」

　ツクモは相変わらずの無表情だけど、どこかはしゃいでいるようにも見える。ベッドに座り、ふかふか具合を確かめたりしている。

　いや、そんなことより先に、言うべきことがあるだろっ。

「なんで、同室なんだよっ」

　ツクモが、相変わらずの無表情で振り向く。

「仕方ないだろう、各チーム一室と決められているのだからな。なんだ、なにかやましいことを考えているのか？」

「いや、そうじゃないけど」

「昨日きのうも、お前は私わたしの部屋で寝ていただろう。問題ないではないか」

　いや、そんなこともあったけど……あれは、事故みたいなもんだろ。

「だいたい、ベッドだって一つしかねぇじゃねぇかっ」

「ふむ。そういうことか、寝ね床どこを気にしているのだな。安心しろ。私わたしはベッドが苦手なのでな、これは譲ゆずってやる。もう十分に堪たん能のうした、私は床で寝る」

　と、お姫様が使っているような天てん蓋がいのベッドを指差す。

「いや、そんな気まずいことできるかよ。お前がベッド使えよ」

「床の方が安眠できるからな。私のことは気にするな」

「女の子を床に寝かせて、ベッドで寝れるかっ」

「……下らないことを気にする男だな。寝床に男も女もないだろう。そうまで言うなら、二人とも床で寝ればよいではないか」

　こいつは、なんでこんなに平然としているんだ。もうちょっと危険を感じろよ。七夕パーティの夜の歌が蘇よみがえってくる。男は狼おおかみだぞ。これはあれか、狼になっていいのか。歌の通りなのか。怖こわくないのか。むしろ、俺おれ自身にその覚かく悟ごはあるのか。

　次の瞬しゆん間かん、ツクモの裏うら拳けんが俺の顎あごを打ち抜いていた。かなり痛い、思わずひざを突く。

「なっ、なんで殴なぐったぁっ！」

「すまない。勝手に防ぼう衛えい反はん応のうが働いたようだ。自分でも驚おどろいている」

　どうやら、走り出していた俺の妄もう想そうは勘かん違ちがいらしい。

　くそっ、こいつと同室なんて……ちゃんと寝付けるか不安だ。よりによって明日がレース本番だってのに。

「シン、見ろ。雪が降っているぞ」

　ツクモが、気づいたように窓に歩み寄る。

　薄うすいカーテンの隙すき間まから、夜に舞まい落ちる白い雪が見えた。

　ツクモは窓を開き、張り出したテラスの外に歩み出る。俺もその後に続いた。

　テラスからは暗がりに浮かぶ町の景色を臨のぞむことができた。中世ヨーロッパのような町並みに、白い雪が降り注そそぐ。背の低い家々からぽつぽつと明りが漏もれ、そこに住まう人たちの営みを教えてくれる。その上には、片側の輪りん郭かくだけをなぞったような薄い月が浮かんでいた。

　はらはらと揺ゆれながら、美しい景けい観かんの中を粉雪が通り過ぎていく。天使が羽を散らしているように、町を優しく包み込んでいく千年雪。

「雪が降るのを見るなど、久しぶりだな」

　ツクモは冷たい声で言いながら、そっと屋根の外に手を伸ばす。テラスは肌はだ寒かったけど、凍こごえるほどじゃない。これも世界の設定が成せる技なんだろう。

「あぁ……俺たちの町じゃ、なかなか降らないからな」

「シン、お前がこの世界に来る前に言った話を覚えているか？」

　うん？　聞き返しながら、俺もツクモの横に並ぶ。雪を眺ながめる横顔は、窓辺からの景観に負けないほど綺き麗れいだった。夜景と、雪と、ツクモが重なり合って一枚の絵になる。

「大切な想いは、言葉にしないと伝わらないという話だ。私わたしはクルンに会ったとき、お前の言っていた教きよう訓くんを思い出してた」

　路ろ地じ裏うらで、クルンに向けてツクモが口にした言葉を思い出す。

「だが、まだ足りない。私の想いをあの子に伝えるには、まだ足りないのだ。だから私たちは、明日、勝たなければならない。なにがあってもだ。この世界から、クルンを取り返すのだ」

「……あぁ、そうだな」

　俺おれは、その言葉を聞きながら、全く別の教訓を思い出していた。

　第百七十訓くん、願い事は胸に秘めるもの、誰だれかに見せるものじゃない。

　もし、想いを言葉にして伝えることが大切なら、それは願いも同じなんだろうか。願いを言葉にすることは意味があるんだろうか。

　それが独ひとりよがりな願望なら、ノーだ。例えば、アイドルと付き合いたい、とか。だけど、もしそれが自分一人の願いじゃなくて、誰かと共有できるものなら……それには、願いを言葉にすることには、意味があるように思えた。例えば、全国制せい覇はするぞ、とか。

「三人で帰ろう、満まん月げつ堂どうに」

　俺は、そっと、胸に秘めていた願いを口にした。

　ツクモは俺の方を振り向く。相変わらずの無表情だけど、その目には強い意志があった。もちろんだ、お互たがいの決意を確認するように頷うなずき返してくれる。言葉にした願いは、俺たちの絆きずなを一つ強めてくれたような気がした。

「心は雪のようなものだな。摑つかみ取ろうとすれば溶けてしまい、眺ながめていれば触ふれ合うこともなくすれ違ちがっていく。それでも、こうしてうまく手にのせることができれば、ほら」

　ツクモは、そっと、テラスの外に突き出していた手を戻す。その手には、白い雪が山のように乗っかってた。強く握にぎれば溶けてしまうだろう。手を翳かざさなければ触れることもできない。でもその手の中には、確かに空からの送り物が届いていた。

　彼女が、学校で呼ばれているあだ名を思い出す。雪の女王は、そっと手に持っていた雪を大地へと返す。

「長い間、ずっと疑問に思っていたことがわかったぞ」

　視線を夜空へと戻しながら、ツクモが言ってくる。

「『雪国』の二行目を知っているか？」

「ああ、もちろん」

　すぐに答える。俺も、その一文が好きだった。

　もっとも有名な雪国の出だしの部分。国境の長いトンネルを抜けると雪国だった。だけど、推すい敲こうの文学の真しん髄ずいは二行目にあると思う。有名な一文の後には、こう続くんだ。

　夜の底が白くなった。

「私わたしはあの物語を読んだ時、最初の一ページを読むのに十五分もかかった。考えてしまったのだ、夜の底とはなんだろう、それが白くなるとはどういうことだろう……結局、わからなかった」

　ツクモの言いたいことがわかる。俺おれも同じように夜空を見上げた。町の夜景ではなく、雪が降り注そそいでくる夜空を。まるで、大地が逆さまにひっくり返ったようだった。俺たちは空の上に逆さまに立っていて、夜空に吸い込まれるような、どこまでも落ちていくような錯さつ覚かくに囚とらわれる。雪で白く霞かすんでいる、その向こうへ。

　俺たちの息も、白くなって視界の中に溶け込んでいく。

　ツクモの冷たい声が、心地よく耳に届く。

「シン、見てみろ……夜の底が、白いぞ」

　千年雪が、町に降り注ぐ。

　それはパンドラだとしても、聖せい獣じゆうたちによって創造された設定だったとしても、美しい光景だった。

　それから俺たちは、部屋の中に戻った。風呂に入り、ルームサービスを頼んで軽い夕食を取り、眠りに付いた。天てん蓋がいのベッドからシーツを引っ張り下ろして床に敷しく。

　天蓋のベッドを挟はさむようにして横になった。ツクモはすぐに寝息を立て始めた。俺もその日は、落ちるように自然と眠りにつけ……るわけがなかった。

　心臓がばくばくと鳴って、横から流れてくる香りが頭をギンギンに覚かく醒せいさせる。

　結局眠ったのは、また空が白み始めた頃ころだった。

　そして、決戦の朝がやってくる──。
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『紳しん士し淑しゆく女じよの皆さーん、こんにちはーっ！　さぁ、お待ちかね、聖せい獣じゆうランドがもっとも熱く燃える日、七夕レースがやってまいりましたぁっ！　今年の彦ひこ星ぼしたちは全部で百二十名、六十隻せきの笹舟が織おり姫ひめを巡めぐって競きそい合いますっ。実じつ況きようはワタシ、マヌルネコのメイメイが担当いたしまーすっ。新曲の『七夕ろまんちっく』は本日発売でーす。そして、解説は我らが騎き士し団だん長ちようバルトロメイ・シュナイダーさんと、獣王ミケ様に来ていただいておりまーすっ！　お二人とも、どうですか、本大会への率そつ直ちよくな意見をお聞かせくださいっ。まずは王様からっ』

『うむ。この獣王である余よよりも、なぜバルトの方が紹介が先なのかが気に入らぬな』

『はっはっは、さすがは獣王様、そのお心の狭せまさといいますか、格式を重んじるところは実に賢けん王おうの名に相応ふさわしいですなぁ。まぁ、冗じよう談だんはさておき、私わたしが注目しているのは優勝候補や常連のチームも当然ながら、やはり今年初参加のチームたちですなぁ。彼らの動き次し第だいでレースの形は大きくかわるでしょう』

『おいバルト、今、余のことを全国ネットで馬──』

『さぁ、ではでは、まず最初に、今年初参加の期待の新星たち、ルーキーチームの皆さんを紹介していきましょう』




　天あまの川がわの岸きし辺べは、すごい熱気に包まれていた。

　スタート地点として用意されたのは、川を望むように作られた半円形の広場。

　広場をぐるりと囲むように造られた観客席には、こんなにいたのかと驚おどろくほどの大勢の聖獣たちが詰つめ掛けていた。いや、聖獣たちだけじゃない。天使や神様を含ふくめて、明らかに他の世界から観光に来たような人たちもたくさん混じっている。

　客席から見上げる位置に巨大なオーロラビジョンが設置され、その中には次々とライバルたちの顔が映し出されていく。観客たちは、全員が食い入るように映像を見つめていた。どうやらレースの中ちゆう継けいもこのオーロラビジョンで行うらしい。

　出場者は全員、川岸に集められていた。観客席を背にし、川の方を向いてチームごとに並んでいて、全部で六十の列が出来ている。

「これが、天の川か」

　目の前に広がる巨大な川を見下ろす。それは川というよりも、谷だった。

　天てん変ぺん地ち異いでも起きて大地が裂さけたみたいな渓けい谷こくが広がっていて、その遥はるか谷底に川が流れている。川岸とはいっても水面は遥か崖がけの下、参加者たちは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上に集められていた。

「高っ、すっげぇ怖こわいじゃねぇかっ」

　どこが天の川だ、地の底を流れてるじゃねぇかよっ。

　遥か崖下に望む川は、かなりの川かわ幅はばがあるようだった。対岸の景色は、間に霧きりが立ち込めていることもあって見ることが出来ない。ここが世界の果てだ、と言われたら信じてしまいそうだ。

　放送席からの実じつ況きようが、頭の中に直接響ひびいてくる。




『まずはルーキー紹介の一組目、こちらはなんと異世界からの参加者ですっ。いま話題沸ふつ騰とう中ちゆうのパンドラ本『恋こい狐ぎつねと恋人たち』に登場した二人の愛すべき魔ま人じん。さぁ、愛の白鳥は織おり姫ひめを連れて戻ってくる渡り鳥となれるのかぁっ！　チーム『ラブ・オブ・スワン』のお二人でーすっ！』




　響いてきたアナウンスと共に、歓かん声せいが上がる。どうやら早はや川かわとサイードが紹介されたらしい。少し離れた場所で、二人が手を上げるのが見える。オーロラビジョンに映し出される恋愛バカ。ジークスワンっ、声を合わせて叫さけんでいた。だからなんだよ、それ。

　この分だと初出場の俺おれたちにも順番回ってくるのか。なんか恥はずかしいな。

　と、そこで気づく。

「なぁ、そういや、俺たちのチーム名ってどうしたんだ？」

　昨日きのう、レセプション会場でもらったエントリーシートはツクモが書いて提出していた。どんな名前にしたのか、全く聞いてない。

「うむ。店の名前を入れようと思ったのだが、少し味気ない気がしてな。クルンの日記にあった名前を借りてみたのだ」

　クルンの日記？　俺が首を傾かしげていると、アナウンスが響き渡る。




『続いてのルーキーは、なんと話題のパンドラ本の作者にして『観かん測そく者しや』っ。満月のように明るく勝利への一本道を照らすことができるのかっ。名前の意味は正直よくわからないけどなにかやってくれそうだっ。チーム『レンタル・フルムーン』っ！』




　はっとして、ツクモを振り向く。ツクモは無表情で、大きく頷うなずいた。

　クルンが日記の中で満まん月げつ堂どうのことをそう呼んでいた。日記を読んだ、お前の想いは受け取った、これはツクモからのメッセージだ。

　全ての初登場チームの紹介が終わり、ついに乗船の時がやってくる。

　どうやって谷底まで降りるんだろうと思っていたら、横一列、岸がん壁ぺきに並ぶ俺たちの前に笹舟が運ばれてくる。陸の上の船はわずかに浮かんでいた。

「……え？　どういうことだ、これは」

「どうやら、この世界での舟は宙ちゆうに浮いているものらしいな。ふむ、珍しい」

　珍しいどころのレベルじゃないだろっ。お前の頭の中はどこまで柔じゆう軟なんなんだよ。

　乗船お願いします、との声がかかり、各チームがそれぞれ目の前の笹舟に乗り込んでいく。

　ツクモもまったく躊躇ためらう様子はなく、宙に浮く舟に上がる。ほんとに、こいつはいつでも堂どう々どうとしている。

　俺おれも後に続く。そして、笹舟の原理がなんであるかを知った。

　舟の前方に動力となってる機械があって、その中にはテレビ画面が埋うめ込まれていた。機械から延のびているコントローラーが一つ、そして画面には『ぽよぽよ』のロゴが浮かんでいる。

「……また『ぽよぽよ機関』かよっ。なぜ動く、なぜ飛ぶっ！」

　舟を見回し、七夕レースの応募がどうしてタッグボートだったのかを知る。笹舟を動かすには、ぽよぽよで速度の調整をやる人間と、船せん尾びで舵かじを切る人間が必要なんだ。

「シン、速度は私わたしに任せろぽよ」

「任せられるかっ！　俺がこっち、お前は舵だ」

「ふん、昨日きのうのことをまだ根に持ってるようだな。安心しろ、あれは本気ではなかったのだ」

「えっと、俺、乗り物の操そう縦じゆうとかすっげぇ苦手なんだよ。お前、そういうの得意だろ、な」

「……む、そこまで言うなら、譲ゆずってやろう」

　おお。俺もだんだんこいつの扱あつかいがわかってきたんじゃないか。

　舵は、普通の舟にあるような舵だ輪りんや舵だ柄へいじゃなくて、スクーターやジェットスキーみたいな形のハンドルが生えていた。ツクモが船尾で舵を握にぎって立ち、俺は舟の中央でコントローラーを握って座る。

　と、横から覚えのある声が聞こえてきた。

「いつまでそんなところでじっとしているつもりだ。偉えらそうなことを言ったわりには、本当に素人しろうとのようだな。その程度で、私の可愛かわいいクルンを奪うばうつもりだったのか」

　キールがふよふよと笹舟を動かして横付けしてくる。

　辺あたりを見回すと、他の舟もすでに動き出していた。岸がん壁ぺきより外に出てはいない。スタートラインを越えなければ、どの位置から発進してもいいルールらしい。

　全部で六十隻せきのボートが、少しでもいい場所から発進しようと陣じん取とり合がつ戦せんをしている。

「もう勝負は始まってるってことか」

　優勝候補と言われていたハリネズミのケニックがスタートラインの右みぎ端はしを取る。経験者の真ま似ねをしようという作戦か、そのすぐ横には早はや川かわとサイードの姿があった。他にもあちこちで小こ競ぜり合いが起きていて、わらわらとスタート位置の取り合いをしている。

「クローエルの代わりの、もう一人のパートナーは見つかったのか」

　尋たずねると、キールは自信満々に頷うなずいてきた。そして、船尾の方を指差す。

「ああ、紹介しよう、シロウサギのピンクちゃんだ」

　ツクモと同じように舵を持っているのは、どこかで見覚えのあるセーラー服のウサギ少女だった。ピンクちゃんは、キールの紹介を受けてぺこっと頭を下げる。

「ようこそ聖せい獣じゆうランド、はじまりにして終わりの町へ」

「お前……それ、町の入口にいたＮＰＣじゃねぇか」

「ただのＮＰＣだと思うなよ。笹舟の運転ができるようにプログラムに改造を加えてある」

　キールはポケットからリモコンを取り出して、ウサギ少女に向けてスイッチを押す。次の瞬しゆん間かん、おそらくプログラムが切り替わったんだろう、ウサギ少女はぷくっと頰ほおを膨ふくらませて言ってくる。

「ようこそ聖せい獣じゆうランドへ、別に来て欲しくなんかなかったんだからねっ！」

「お前、いったいなんの改造したんだ」

　思わず突っ込むけど、ウサギ少女はちょっと顔を赤らめながらも、機き敏びんに舵かじを切り始める。おぉ、確かに上う手まいけど……その設定は必要だったのか。

「シン、あれを」

　オーロラビジョンを指差す。そこには、俺たちと同じように笹舟に乗り込むクルンが映し出されていた。




『おおっ、対岸の第七中ちゆう継けい所じよから、織おり姫ひめスタート地点の様子が届きました。彦ひこ星ぼしたちは、彼女を巡めぐってレースを繰くり広げることになりますっ！　このように、レースの模様は天の川の岸辺に取り付けられた各中継所からライブでお届けしますのでー皆さんお楽しみにー』




　遥はるか対岸からスタートするオコジョ少女は、何を考えているのかわからないような無表情だった。満まん月げつ堂どうで、どんな時も楽しそうにしていた時とは大おお違ちがいだ。

「クルン、兄がすぐ駆かけつけるからなっ。心細いだろうが、待っててくれっ！」

　キールがオーロラビジョンに向かって全力で手を振る。いや、見えてねぇって。

「まさかクルンが織姫に選ばれるとは思わなかったよっ。もうこれで、私は誰だれにも負けられなくなった。なぜならそこに愛があるから！　全てを投げ捨ててでもあの子の元に真っ先に辿たどり着くっ。そして、聖獣ランド一美しい兄妹愛として末永くこの世界に語り継つがれる伝説となるのだ！」

　胸から下げているロケットを開いて、そっと口づけする。

　相変わらずのシスコンっぷりだった。こんなにもったいない男前もいない。遺い伝でん子しに謝れ。

「そうだ、優勝セレモニーの時のために、パーフェクトな衣い装しようをデザインした。見ろ、不死鳥シリーズのパートツーだ」

　スケッチブックを広げて見せてくる。それは、昨日きのう見せてきた孔く雀じやくの服のヴァージョンアップだった。背中には孔雀の羽、そして、腰こしの真ん中あたりから孔雀の首がにゅっと生えている……どっかで見たデザインだな。

「パクリじゃねぇか。あれをパクる奴やつがいるとは、思いもしなかったよ」

「なっ、違うっ！　インスピレーションを受けただけだっ！　だが……これほど完かん璧ぺきなデザインでも、クルンが着るとその可愛かわいさに全て食われてしまう。あぁ、クルン、お前はなんて可愛いんだっ！」

「食われてない、食われてないっ」

「とにかく、勝つのは私わたしたちだ。大昔から、必ず最後に愛は勝つ、と歌にまで歌われているのだからなっ。さぁ、いくぞピンクちゃん」

「べ、別に、好きで操そう縦じゆうしてるわけじゃないんだからねっ」

　キールは勝手に盛り上がって、スタート位置を選びに向かっていった。おぉ、確かにあのＮＰＣ、操縦が上う手まいな。するすると器用に他の舟の間を縫ぬって進んでいく。でも、ルール的にはいいのか？

　俺おれたちも前へ進んで、とりあえずスタートラインギリギリで待つことにした。

　放送席からの声が、運命の時を告つげる。




『さぁ、皆さんお待ちかね。スタートの時がやってきました。私も興こう奮ふんしております。アドレナリンが五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡ってますっ。彦ひこ星ぼしの皆さん、準備はいいでしょうか。カウントダウンを始めます。10、９、８』




　メイメイちゃんが、カウントを読み上げていく。

　さっきまで割れるような歓かん声せいで溢あふれていたドームが、静まり返っていた。

　大勢の観客たちが、いや、この聖せい獣じゆうの世界そのものが、目の前の瞬しゆん間かんに集中しているのがわかる。代わりに耳に届くのは、自分の胸の鼓動。

　チリチリと大気が焦こげるような緊きん張ちよう感かんが、周まわりの舟から伝わってくる。

　まだ始まってもいないのに、コントローラーを持つ手に汗あせが滲にじむ。

　瞬間が間ま延のびし、通り過ぎていく時間が息苦しいほど長い。

　３、２、１──遠く、遠く、カウントが進む。

　ゼロ、大砲の音が響ひびき渡った。

　間延びしていた時間が、途と端たんに元の長さを取り戻す。

　次の瞬間、周りにいた笹舟が一いつ斉せいにスタートした。

「なっ、なにぃ！」

　煽あおるような突風が、四方から襲おそってくる。

　全員が、示し合わせていたようにロケットスタートを決める。

　どうやら、ここでスタートを待っている間に、いつでも連れん鎖さができるように準備を整えていたらしい。くそ、そういうことは先に言えよっ。

　完全に取り残された俺たちも、少し遅おくれて発進する。でも、集団はすでに小さくなっていた。




『皆さん快かい調ちようなスタートですっ！　先頭を走るのは、ああっとやっぱりケニックだぁっ！　速い速い、ダントツだぁっ！　これは二百キロは出てるんじゃないですかっ！　おっと、ここで一いつ隻せき出で遅おくれているどん臭くさいヤローがいるぞ、エントリーナンバー五十五、チーム『レンタル・フルムーン』だぁっ！』




　メイメイちゃんの毒どく舌ぜつを交まじえた解説が響ひびいてくる。

　なんとか二連れん鎖さを決めて、笹舟を出発させた。

　対岸では、クルンの乗った笹舟もスタートしているだろう。

　このレースにコースはない。自由自在のフィールド、オートで動く織おり姫ひめの笹舟、それに早く追いついたチームが勝利だ。

　舟が、岸がん壁ぺきの外に出る。遥はるか眼下に広がる天あまの川がわ。渓けい谷こくには霧きりが立ち込め、谷底も対岸の景色も白く揺ゆらいでいる。

　怖ぇっ、すっげぇ怖ぇ。落ちたら確実に死ぬな、これっ。

「恐れるな。安心しろ、シン。これだけの高さだ、たとえ落ちたとしても、走そう馬ま灯とうを思い浮かべる時間は十分にあるぞ」

「なんのフォローにもなってねぇっ！」

　しばらくして、やっと調子を取り戻してきた。何個か連鎖が決まって、笹舟がスピードに乗り始める。

「うむ。シン、その調子だ……む？」

　ツクモが遥か先を走る先頭集団、その頭上を指差す。

「あれは、なんだ？」

　目を凝こらす。そこには一つだけ、漫画で書かれたような奇き妙みような雲が浮かんでいた。雲の上には坊ぼう主ず頭あたまで亀の甲こう羅らを背せ負おった少年が一人、手にはプラカードが持たれている。

「あれは……確か、メコメコ？」

　タクシートレインに乗った時にバルトが教えてくれた、交通整理をやっている亀の聖せい獣じゆうだった。

　さらに近づき、文字がはっきりと見えるようになる。『これより３０キロ制限』と書かれていた。その下を、先頭のケニックが猛もうスピードで通過する。

「シン、なんでもいい、捕まれ」

　ツクモの声が響く。

　次の瞬しゆん間かん、視界が高速で回転した。

　遠心力が体を思い切り振り回す。うわっ、なんだこれっ、怖ぇ、怖ぇっ、とっさに、舟の縁へりにしがみつく。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、ツクモが急に舵かじを切ったのだと気づく。舟の縁にしがみついてなかったらやばかったな。思い切り回頭させ、船首を九十度真横に向けさせる。

「お前っ、いったいなんのつも──」

　俺おれの不満を打ち消すように、背後から爆音が響ひびいた。

「なっ、なんだぁ」

「シン、振り向くな。集中しろ、全速力だ」

　珍しく、ツクモがわずかに声を荒あらげる。




『あーっと、最初の障しよう害がいに引っかかったやつがいたぞ。よりによって……優勝候補筆ひつ頭とうのケニックだぁっ！　メコメコの標ひよう識しきを見み逃のがしてしまったぁっ！　罰ばつ則そくを受けてめっこめこだぁ！』




　どうやら、スピードオーバーで何らかのペナルティを受けたらしい。さっきの爆発がそれだったのか。いったい、何が起きたんだよ。

　さらに立て続けに爆音が響く。振り向こうとすると、またツクモの叱しつ咤たが飛んできた。

「シン、飛ばせっ。追いつかれるぞ」

　追いつかれる？　何が追ってくるんだ？




『あーっと、後続の笹舟も巻き込まれて、次々とめっこめこにされていくぅ。なんと先頭を走っていた舟団はほとんど壊かい滅めつだぁっ！　これはまさに地じ獄ごく絵え図ずっ、腸はらわたをぶちまけたような惨さん状じようですっ！　ああ駄目です、放送コードに引っかかってしまいました。中ちゆう継けいをご覧らんの方はモザイクでごめんなさいっ！　開始数分にして彦ひこ星ぼしはほぼ半分に、さすがメコメコ、今年もエゲつないっ！』




　さらに爆音。そして、悲ひ鳴めい。

　ツクモが回頭せずにあのまま突っ走っていたら、俺たちも巻き込まれてめっこめこになっていただろう。スタートで出で遅おくれたのが功こうを奏そうしたってことか。で、めっこめこってなんだ。

「……なんという……あれが、バルトの言っていた……まさか、ここまでやるというのか」

　ツクモの声が聞こえる。本当に珍しく、声に怯おびえのようなものが混じっていた。

　いつも冷静なツクモがここまで言うなんて、いったい何が起きてるんだ。

　ちらりと振り返ろうとすると、叱しつ責せきが飛んでくる。

「シン、振り向くな、運転に集中しろ。めっこめこになりたいのか」

　くそぉっ。めっこめこってなんだよ。気になるじゃねぇかっ。

「よく今のトラップを回避したな、ルーキーっ！」

　後ろから声が響く。メコメコから逃のがれてきたんだろう、一いつ隻せきの笹舟が俺たちの横に並んだ。

　そこには、黒髪にちょこんと小さな耳を生やした生なま意い気きそうな二人組が乗っていた。揃そろいの黒いレザージャケットを着ており、その背にはメイメイ命の刺し繡しゆうがある。

「俺たちはウォンバットのリーベル兄弟だっ！　ケニックがリタイアした今、このレースはもう俺おれたちが優勝したも同然だぜっ！」

　おそらくこっちが兄なんだろう。『ぽよぽよ』をしている、長身で強気な表情のウォンバットが叫さけんでくる。

「ルーキーだからといって、容よう赦しやはしねぇっ。なんたって、俺には譲ゆずれないモノがあるからな。さぁ、俺たちの名前を頭に刻きざみ付けて、沈しずみやがれっ！」

「なっ」

　いきなり、急きゆう舵だを切って体当たりしてきた。衝しよう撃げきが舟を揺ゆらし、思い切りバランスを崩くずす。危ねぇっ、なんてことしやがるっ。

　手からコントローラーが滑すべり落ちる。その隙すきに、画面の中、大量のお邪魔ぽよが降ってきた。どうやったのかはよくわからないけど、あいつ等らが投げてきたんだろう。

　お邪魔ぽよのせいで、連れん鎖さが出来なくなる。体当たりでバランスを崩したのと相まって、みるみる内に笹舟の速度が落ちていった。

　舵を握にぎっている弟は、背が低く眼鏡めがねを掛けていて、どこか小こ狡ずるそうな顔立ちだった。後退していく俺たちを見ながら叫さけんでくる。

「優勝するのは僕たちだっ、そして勝利したあかつきには、兄ちゃんがメイメイちゃんを嫁よめにもらうんだっ！」

　ひぃっ、と放送席から悲ひ鳴めいのような声が聞こえてきた。

　ウォンバットの兄弟は、スピードが急降下した俺たちを残して走り去っていった。

「くそ、あいつら……すまんっ。立て直すのに少し時間がかかりそうだ」

　お邪魔ぽよに覆おおわれた画面を見ながら、ツクモに謝る。

「よい。それよりも、クルンがどこに行ったのかわからなくなってしまった」

　ツクモが天あまの川がわを見渡す。彦ひこ星ぼしの舟があちこちに散らばっているけど、クルンの姿はどこにも見えない。他の舟も同じ状じよう況きようなんだろう、メコメコの爆発のせいでゴールである織おり姫ひめの笹舟を見失って、どこに進めばいいかわからないでいる。レースは序じよ盤ばんにして、すでに大おお荒あれだった。

「桐きり島しまくん、無事でしたかっ」

　後ろから、また別の笹舟が追いついてくる。振り向くと、巨大な白鳥がいた。

　早はや川かわたちの舟は、レース開始の時は皆と一いつ緒しよだったのに、いつの間にかスワンボートに改造されていた。舳へ先さきでは、取り付けられた巨大な白鳥が屹きつ立りつしている。いや、やるとは思ってたけど……ルール的にはいいのか？

「なにを遊んでいるのだ、小僧。それでも我わが宿敵と認めた者たちかっ。漫画雑誌の続きが気になって本屋にいったら、先週が合がつ併ぺい号ごうだった時のような失望を覚えているぞ」

　サイードが庶しよ民みん的てきながっかりエピソードを言ってくる。甲かつ冑ちゆうを着込んだ巨体は、スワンボードの中央で胡坐あぐらをかいて、コントローラーを握っていた。似に合あわねぇな、お前。しかも、やり難かったのか手しゆ甲こうだけ外していて、手だけ地じ肌はだを見せているのが、なんか気持ち悪い。

「お前……なんで『ぽよぽよ』できるんだよ」

「馬鹿にしてもらっては困るな。『エグニル』にも『ぽよぽよ』はあったのだ。我はこう見えても、ジュニアチャンピオンになったことがあるのだ」

　恐るべし『ぽよぽよ』。名作とは思ってたけど、どこまでワールドワイドなゲームなんだ。

「お前たち、先頭近くにいたのに、よくメコメコに巻き込まれなかったな」

　ツクモがそう口にした瞬しゆん間かん、二人の顔色が変わった。青ざめ、ガタガタと震ふるえ始める。

「そ……その名前を口にしないでください。もう、思い出したくもないです」

　そんなにトラウマになるようなことなのか。本当になにがあったんだ。

「ではっ、先にいってますね桐きり島しまくん」

　ぴっと、おどけた敬礼をする早はや川かわ。

「織おり姫ひめの場所がわかるのか？」

「もちろん。私わたしの水みず谷たにさんは、とても目がいいんですよ。メコメコで皆が足止めをくらっている隙すきに、東の方へ下っていたんで……ほら、あっちです」

　にゅっと早川のポーチからスワンがでてきて、羅ら針しん盤ばんか飛ひ行こう石せきかってくらいに嘴くちばしで進むべき方向を指し示す。そして、くぱぁ、と誇ほこらしげに鳴いた。

　早川たちの舟はスピードを上げて走り去っていく。とにかく、クルンの場所はわかった。お邪魔ぽよをコツコツ消しながら、その後を追う。

　しばらくして、やっと画面からお邪魔ぽよがいなくなる。連れん鎖さを繫つなげ、スピードを取り戻す。

　早川の自信は本物だった。わかりやすいフォルムを追いかけていくと、前方に、しっかりと織姫の位置を把は握あくしているベテランたちの先頭集団が見えてくる。その中には、さっきのリーベル兄弟も、キールの姿もあった。さらに前方、小さい点にしか見えないけど、自動操そう縦じゆうで進んでいる織姫の笹舟がいる。

　……あそこに、クルンがいる。待ってろよっ。

　突然、先頭集団の動きが遅おそくなる。俺たちとの距離が縮ちぢまっていく。

　あいつら同士で、お邪魔ぽよの投げ合いでもしてるんだろうか。なにがあったのか知らないけどチャンスだ。

　思った瞬間、その存在に気づいた。

　先頭集団は攻撃を受けていた。眼下に立ち込めていた深い霧きりを裂さいて、渓けい谷こくの底からそれが姿を現す。巨大すぎてなんなのかわからない、とにかく視界を覆おおいつくすような鋼はがねの塊かたまりが浮かんできた。メイメイちゃんの実じつ況きようが、正体を教えてくれる。




『あーっと、ここで毎年お馴な染じみの、飛ひ空くう要よう塞さいゴリアテの登場だーっ！　舞まい散ちる弾だん幕まくはまさに芸術っ！　今回の弾幕は、花か花火か桜さくら吹雪ふぶきかっ！　見せてくれーっ、言わせてくれーっ、人がゴミのようだーっ！』




　飛ひ空くう要よう塞さいだとーっ！

　それは確かに、その名前がぴったり合うような代物だった。

　巨大な鉄の船、鋼鉄の巨体を無数のプロペラが支えている。その側面にはびっしりと大砲が並んでおり、先頭集団を足止めしていた。

「シン、今がチャンスだ。突っ込むぞ」

　まったく。こいつは、ビビるってことを知らないのか。

　俺おれも腹の底に力をいれる。そう、ビビっちゃ負けだ、クルンを連れ戻すんだ。覚かく悟ごを決めて四連れん鎖さ。戦闘エリアに突入していく。




『いやー今年も出ましたねっ！　前々回の大会から登場した障しよう害がい物ぶつ、飛空要塞は彦ひこ星ぼしたちに容よう赦しやない鉛なまりの雨を降らせるぞっ！　さぁ、これは恋の試し練れんだ、彦星諸しよ君くん。愛に生き愛に散るのが定めなら、蜂はちの巣になって死にさらせぇっ！　飛空要塞を攻略した先に織おり姫ひめが待ってるぞぉっ！　はい、解説のバルトさん、どうですかー？』

『飛空要塞は我が軍の最さい新しん鋭えい殲せん滅めつ兵器ですからな、そう容易たやすくは切り抜けられないでしょう。あ、ついでにこれは軍の演習も兼かねてますので。さすが獣王様、場を弁わきまえないといいますか、祭りといえど機会を無駄にしないところは実に素す晴ばらしいですな』

『うむ、もっと褒ほめるがよいぞ』

『ちなみに、さすがに実弾は使用しておりませんぞ。被弾すれば、お邪魔ぽよが二十個降り注そそぐことになっております』

『おぉー、ニクい心配りだー』




　やっぱり馬鹿だろ、あの獣ガ王キ。

　心の中で罵ののしりながら、先頭集団に追いつく。

「シン、距離を開ければ逆に危険だ。要塞に取り付くぞ、できるだけ今の速度を維い持じしろ」

「わかった、デススター攻略の要よう領りようだな」

「うむ、何を言っているのかよくわからないが、多分それだ。幸い、本体の動きは鈍にぶいようだ。一度突とつ破ぱすることができれば追いつかれることはない」

　自信満々に言ってくる。やっぱり、乗り物の運転だけは頼りになるな、コイツ。

　指示通り、ぽよを溜ためて連鎖を繰くり返す。できるだけ、周まわりの状じよう況きようは見ないようにする。

　ツクモが舵かじを切り、舟体を左右に振りながら要塞に突っ込んでいく。周りは砲ほう弾だんの雨、降り注ぐ鉛玉を掠かすめるようにして旋せん回かいしながら、徐じよ々じよに要塞が近づく。

「シン、しゃがめ」

　とっさに頭を下げる。俺おれの顔がさっきまであった場所を、鉛なまりの塊かたまりが通り過ぎる。うわっ。危うくお邪魔ぽよを二十個ももらうところだったぜ。って、それだけで済むかっ。舟は無事でも、乗ってる人間に当たったら大おお怪け我がするわっ。

　問題はそれだけじゃなかった。

　砲ほう弾だんが当たった笹舟は、途と端たんに減速する。これだけの大混戦だ、追突や笹舟同士の衝しよう突とつがあちこちで起きていた。『ぽよぽよ機関』が壊こわれた笹舟たちは、次々と遥はるか谷底の天あまの川がわへと落下してく。

　谷底には救きゆう護ごのためのスタッフがいるらしい。落ちてきた聖せい獣じゆうたちを拾っているけど、とても間に合ってない。次々と水しぶきを上げて川に沈しずんでいく。

　ああ、やばい、本当に……人がゴミのようだ。

「シン、スピードを落とすな」

　無む茶ちや言うなっ。くそっ、こんな状じよう況きようで集中できるわけねぇだろっ。

　視界がいきなり急降下する。目の前の笹舟が減速したのを避けるために、下を潜くぐったらしい。内臓が思い切り持ち上げられる。うぁ、気持ち悪ぃ。

　要よう塞さいが目の前に迫る。ツクモは思い切り舵かじを切り、びったりと側面に横付けした。これだけ近づけば、砲弾は飛んでこない。拳こぶし一個分の隙すき間まを保たもって、縫ぬうように船底へと回りこんでいく。




『おおっと、追いついてきたチーム『レンフル』、すさまじい舵さばきだぁ！　砲弾の雨をかい潜り、船底に取り付いたぁっ！　この動きどうですかね、バルトさん』

『いや、実に素す晴ばらしいですな。一度取り付いてしまえば、大砲の射程には入りませんからな。あとは腹の上を這はうように移動していけば、通り抜けることが可能です』

『なるほどぉ。いやー、攻略法を思いっきり言っちゃいましたねー』




　余よ計けいなことをっ。あと、勝手にチーム名を略すな。

　他の笹舟たちも俺たちの真ま似ねをして、飛ひ空くう要塞に取り付き始める。さながら、コバンザメのようだ。だけど、近づくのはそれほど容易たやすくはないらしく、何隻せきかは失敗し、強制的に離脱させられていく。

　先頭集団は、揃そろって要塞の難関を通り抜けた。もちろん、俺たちもその中にも入っている。

　いや、入ってるどころじゃない。五連れん鎖さを決めて、トップに躍おどり出る。

　ちらりと背後を見た。ここまで残っているのは十数隻ってとこか。最後尾には、ちゃっかり白鳥のフォルムの舟も着いてきている。よし、このまま行ってやるっ。

「ここまでよく追いついて来たなっ。だが、私の小さな女神は誰だれにも渡さないっ。ここからが本当の勝負だっ」

　キールがわざわざ舟を寄せて言ってくる。彼が指差した先、そこには、だんだんと近づいてくる織おり姫ひめの姿があった。

　織姫の乗る笹舟は、少しだけ俺おれたちとデザインが違ちがった。舵かじがなく、舟の周まわりは柵さくで囲まれている。クルンは船せん尾びに立ち、手すりを摑つかんで俺たちを見つめていた。

　まだ遥はるか先にいるけど、一いつ瞬しゆん、目が合った気がした。

　クルンは怯おびえるような目で、じっと俺たちを見つめている。

「待っていろ、すぐに迎えにいってやる」

　ツクモが呟つぶやく。ああ、俺は心の中で頷うなずきながら、続けて連れん鎖さを決める。スピードが増し、横に並んでいたキールに舟体の半分ほど差をつける。

「させるかっ。私わたしの新ブランド立ち上げは、誰だれにも邪魔させない。この日をどれほど楽しみにしてきたかっ。あぁ、可愛かわいいクルン、もう少しだけまっておくれっ！」

　キールもすぐにスピードを増して追いついてきた。くそ、今のは七連鎖くらいしたな、やるじゃねぇかっ。

「クルンは、俺たちと一いつ緒しよに、帰るんだっ！　お前の仕事なんか手て伝つだわせるかっ！」

「あの子に相応ふさわしい仕事は聖せい獣じゆうなんかじゃない。あの子がもっとも輝かがやけるステージは、私の服を着てショーに出ることだっ！　そして、世界はクルンの可愛さに夢中になるっ！」

「そんな仕事、クルンがやりたがるわけねぇだろ。もうちょっとは妹のことを考えてやれねぇのか、このシスコン野郎っ」

　俺も連鎖を決めてスピードを上げる。叫さけび合いながら、キールの笹舟に追いつく。

「何度言ったらわかるんだ。シスコンではないっ。クルンは妹を超越しているっ！」

「んなことどうでもいいっ！　お前は、クルンが本当はなにを望んでるか、考えたことあるかっ！　自分の願望を、無理やり押し付けようとしてるだけじゃねぇかっ！」

「……それを、お前たちが言うのかっ」

　キールの目が、すっと細められる。

　映画の中のワンシーン、まるで犯人を追い詰つめるような真剣な表情。くそっ、やっぱ真ま面じ目めな顔をしたら絵になりやがる。果てしなくもったいない。

「お前たちは、私の可愛いクルンに何をしたっ。毎朝弁当を作らせたり、ご飯を作らせたり、店番させたり、掃そう除じさせたり、洗せん濯たくさせたり、蹴けったり、投げたり、水みず浸びたしにしたり……お前たちが、それを言うのかっ」

　言葉が、胸に刺ささる。確かに、それを言われたら……辛つらい。

　頭の中に浮かぶのは、甲か斐い甲が斐いしく満まん月げつ堂どうの仕事や家事をするクルン、パンドラの回収の時に俺のせいでお尻しりを押さえて蹲うずくまるクルン、ツクモの我わが侭ままに振り回されたり、危険な目に遭あったことだって一度や二度じゃない。確かに、キールの気持ちはよくわかる。

「あの子が聖獣になると言った時、私はあの子が決めたことなら応援してやろうと思った。でも、間ま違ちがいだった！」

　キールの舟がさらにスピードを上げる。再び、俺おれたちを追い抜く。

「だから決めたんだ。これからは、痛いも辛つらいも悲しいも苦しいも、全部、私わたしが引き受けてやるっ。あの子が一番輝かがやけるステージは私が作るっ。あの子は私のものだっ！　もう二度と、どこにもいかせたりなんかしないっ！」

　くっそ、俺も連れん鎖さを決めて、なんとか舟を並ばせる。トップとセカンドが、目まぐるしく入れ替かわるデッドヒート。ぽよぽよに必死で、もう叫さけび返してる余よ裕ゆうはなかった。

「気に入らないな」

　代わりに、ツクモが、俺が思ったのと全く同じことを言ってくれる。

　ゾクリとするような冷たい声だった。

　キールの気持ちは、よくわかるっ。でも、違うんだっ。

「クルンが痛いと言ったか、辛いと言ったか。悲しいと、苦しいと言ったのか。お前が、勝手に自分の価か値ち観かんを押し付けているだけだろう」

「あの子のことは、私が誰だれよりもよくわかってるっ！　たった二年一いつ緒しよにいたくらいで、偉えらそうなことを言うなっ！」

「ならば、なぜクルンは、あれほどまでに悲しそうな顔をしていたのだ。クルンは、この世界に戻ってきてから笑っているか？」

　そうなんだよ。昨日きのう、雪の降り積もる路ろ地じ裏うらで会ったクルンは……少しも楽しそうじゃなかった。

　キールは答えなかった。ぐっと歯を食いしばり、俺たちを睨にらみつける。

　動揺したのか、わずかにキールのスピードが落ちた。その隙すきに、俺は取っておきの連れん鎖さを決める。これまでで最高の十二連鎖。

　すかさず、ツクモは斜ななめに舵かじを切って、笹舟をキールの前方に割り込ませた。

　これで単独トップだ、このままっ、行ってやる。

　次の瞬しゆん間かん、頭の中に声が響ひびいた。




「キールさん、ずいぶん苦戦してるようですね」




「……なんだ、これ」

　振り向くと、ツクモが頷うなずいてきた。聞こえてるのは、俺だけじゃないらしい。

　そしてもう一人、当然、呼びかけられた本人にも届いてるだろう。

　その声は、ダンスホールで会ったクローエルだった。どうやら、聖せい獣じゆうたちの念話を利用しているらしい。

「九く朗ろう、いったいなんのつもりだ」

「いや、せっかくなので、私わたしも、お祭りを盛り上げるのに一役買おうと思いましてね。それに、キールさんには急に逃げ出してしまったこと、本当に申し訳なく思ってるんですよ。だから、そのお詫わびといいますか。もし力が必要なら、手助けしますよ？」

　どうやら、こっちの声も聞こえるらしい。ツクモの呟つぶやきに律りち儀ぎに返してくる。

「おい、クルンの兄、お前にも聞こえているのだろう。この愚おろか者の天使が何を企たくらんでいるのかは知らないが、勝負に水を差すよう真ま似ねはするな」

　しばらくの沈ちん黙もくがあった。

　その後で、棒読みのような台詞せりふが聞こえてくる。

「…………誰だれだ、この声は？　私わたしの空耳か？　とりあえずイエスと答えてみるか」

　なんだ、その白々しい台詞っ。絶対わかってただろ、っていうかツクモが名前呼んでただろっ！

「卑ひ怯きようと呼ぶなら呼べっ！　可愛かわいいクルンのためなら、どんな謗そしりも受けてやるっ！　手段などにかまってられるか。愛のため、クルンのためなら、悪魔にも魂たましいを売り渡そうっ！」

　うわ、全力で開きなおりやがった。相手は天使だけど。

　クローエルの声が、再び聞こえてくる。

「承しよう知ちしました。では、さっそく私の仕掛けを見てもらいましょう」

　次の瞬しゆん間かん、視界が真っ白に覆おおわれる。

　もともと、天あまの川がわの上空には霧きりが立ち込めていた。でも、今までの比じゃない。視界を覆いつくすような濃こい霧きりが生まれる。

　これは……空白ブランクっ。

　馬鹿な、有り得ない……こんなに大勢の人間が見ている場所が、空白になるなんて。

　他の聖せい獣じゆうたちも気づいたらしく、呆ぼう然ぜんと辺あたりを見回していた。

「なんだ、なにも起こらないではないか。まったく、人騒がせな男だ」

　ツクモが呟つぶやく。そうか、お前は空白が見えないんだな。なんか残念だよ。

「天あまの川がわの周辺の認識……えーと、この世界の設定を、いくつか消去させてもらいました。どうです、愉ゆ快かいでしょう。ではキールさん、ご健けん闘とうを祈いのってますよ」

　頭の中から、耳みみ障ざわりな声が消え失せる。

　突然、空白に包まれた天の川。

　聖獣ランドが凍こおりつくのを感じた。さっきまで離れていても、この世界の熱ねつ狂きようが伝わってきた。それが、噓うそのように静まり返っている。騒そう々ぞうしかった放送席すらも無む言ごんだ。

「シン、状じよう況きようを説明しろ」

「……聞いた通りだよ。周まわりが白い霧に覆われてる。あちこち、空白だらけだ」

　静せい寂じやくを切り裂さいて、メイメイちゃんの実じつ況きようが響ひびき渡った。




『み、皆さん、見えているでしょうかっ。どういうわけか、急に天あまの川がわの上空の認識が消えてしまいましたっ。七夕レース始まって以来の緊きん急きゆう事態です。くれぐれも天の川に予測を向けませんようお願いしますっ。ど、どういたしましょう、獣王さまっ』

『笑しよう止し。なにをうろたえておる、続行に決まっているっ』

『はい？』

『空白ブランクやパンドラごときで、七夕レースは止められはせん。むしろ、この状じよう況きようを楽しもうではないかっ。レースは続行する』




　獣王の声が響ひびき渡った。

　次の瞬しゆん間かん、世界が目覚める音を聞いた。

　熱ねつ狂きようが戻ってくる。大地が揺ゆれる、空が震ふるえる。町中で、この世界のあちこちで、聖せい獣じゆうたちがかつてない大おお荒あれのレースに歓かん声せいを上げるのが伝わってきた。

「……九く朗ろう、またこんな下らないことを企たくらんでいたのか。だが、レースを続けてくれて助かったな。ミケも役に立つものだ」

　俺も獣王の顔を思い浮かべながら頷うなずく。

　王様として、いや人として、その判断はどうかと思うけど、人じゃないから大目に見よう。とりあえず、今はあいつの馬鹿さに感謝してやる。

　次の瞬間、また視界が反転する。

　うわっ、悲ひ鳴めいを上げて、思わず舟の縁へりにしがみついた。

　目の前、俺たちの舟の横に巨大な火ひ柱ばしらが立ち上っていた。回避するために急に舵かじを切ったらしい。っていうか、なんだよ、これっ。

　すぐに気づく、辺あたりが急に熱くなっていた。天の川から、強きよう烈れつな熱気が立ち上ってくる。

　そっと身を乗り出して見下ろすと、天の川が、溶よう岩がんの海になっていた。ごぽごぽと地じ獄ごくのように煮えたぎっている。そして、思い出したようにあちこちで火柱が立ち上る。まるで、亀の大魔王が住んでる城みたいだ。

「な、なんだこれっ……やりすぎだろっ！」

「これはパンドラだ。おそらく、この聖獣ランドの誰だれかの空想が顕けん現げんしたんだろうな。シン、ここからは命いのち懸がけだぞ」

　すぐに、その言葉が意味するところに気づく。思わず唾つばを飲み込んだ。

「つまりこれって、何でもアリになったってことか」

「うむ。この天の川の周囲が空白になったということは、容易に観かん衆しゆうたちの想像が顕現するということだ。彼らが、例えばこんなものがあれば面おも白しろいと想像した障害物が、次々と生まれてくる」

「うわ、最悪じゃねぇか……だからって、引くわけ、ないよな」

「当然だ。付き合ってくれるか、シン」

　俺おれは、振り向きそうになるのをぐっと堪こらえた。大丈夫、目を合わせなくたって伝わってる。画面に集中したまま、言葉だけを返す。

「当たり前だろ。俺だって、クルンに言いたいことはたくさんあるんだ」

　コントローラーを操作して、次々と連れん鎖さを決めた。

　ツクモが少しだけ嬉うれしそうに頷うなずくのがわかった。

　でも、俺はすぐに自分の勇気を後こう悔かいする。

　遥はるか上空から、巨大な影が降ってきた。




『大変なことに、なりましたっ！　なんと、天あまの川がわ上空に、次々と新しいパンドラが顕けん現げんしていきます。皆さん、さじ加減を間ま違ちがえないでくださいっ！　変な妄もう想そうするのはやめてっ！　当たり前ですが、もう川に落ちても救きゆう護ごはできませんっ！　ああ、続々と彦ひこ星ぼしたちがリタイアしていきますっ！　獣王様っ、本当に続行でいいんですかっ！』

『え、お、王に二言はないっ！　我わが民はそう簡単に死ぬほどヤワではないわ！』

『メイメイさん、また何か巨大なものが生まれたようですな』

『ああっと、すいません、横に座ってる人をガン見してしまったせいで、ほんの一いつ瞬しゆん、実じつ況きようを忘れておりましたっ。どれですか、あ、霧きりの中に大きな影がいますねー』

『今の蔑さげすむような冷たい目で、もっと余よを見つめるがよい』

『王様気持ちわる、いえ、なんでもありませんっ。あ、霧が晴れていきます。あれは……グリフォンだーっ！　空の王者グリフォン、誰だれだ、こんな怪物は想像した奴やつはっ！　七夕レースはどうなってしまうのかっ！　参加者の皆さん、続ける意思のある方は自己責任でお願いしますっ！』




　冗談じゃねぇっ!!

　俺たちの笹舟の行く手を阻はばむように怪物が降りてくる。

　グリフォン、鷲わしの顔と翼つばさ、獅し子しの体を持ち、数多くの神話に出てくる怪物だった。『ファビオの角つの笛ぶえ』にも頻ひん繁ぱんに登場する有名な幻げん獣じゆうだ。

　グリフォンは巨大な鉤かぎ爪つめを振り回して襲おそい掛かってくる。

　でけぇっ、怖ぇっ、もう嫌いやだっ。ファンタジーの世界なんかいらねぇっ。

　ツクモは急きゆう旋せん回かいして、グリフォンを避けるように進路を変える。せっかく縮ちぢんでいたクルンとの距離が、みるみる離れていく。

　クローエルの仕掛けなのか、なぜかキールの船だけはスルーされていた。怪物の股また下したをすり抜け、一直線に織おり姫ひめの舟へと向かっていく。

「見たかっ、これが愛の力が生み出した奇跡だっ！　私わたしの可愛かわいいクルンっ、今すぐ助けにいくから、待っててくれっ！」

　くっそ、卑ひ怯きようものぉっ！　なにが愛の力だ、ただのイカサマじゃねぇかっ。

　言ってる暇ひまはなかった。グリフォンが雄お叫たけびを上げながら突進してくる。

「シン、急げ。追いつかれるぞ」

「頼む、青ぽよ、青ぽよ来てくれぇっ！」

　下から吹き上がってくる火ひ柱ばしらも、背後から追ってくる怪物も見ないようにして、必死で連れん鎖さを繫つなげる。

　周まわりを走っていた笹舟が、次々とリタイアして離脱していく。当たり前だ、こんなレース、命がいくらあっても足りない。

　後ろから、追いかけるように声が聞こえてくる。

「ふん、まだ諦めてなかったのか、ルーキーっ。だが、勝つのは俺おれたちだ。元から俺たちは命を懸かけてこのレースに出場してるんだからなっ。この程度のハプニング、俺のメイメイちゃんへの想いの前にはなんの障しよう害がいにもならないぜっ！」

「兄ちゃん、かっこいいー。勝つのは俺たちだー」

　並走するように、ウォンバットのリーベル兄弟が追いついてくる。お前らも、まだ残ってたのか。

　周りを見ると、近くにいるのは俺たちだけだった。キールは、一いつ隻せきだけずいぶん先に進んでいる。その後を追う笹舟が何隻か。後は、もうリタイアしたんだろう。

　こんなところで、負けてたまるかっ。

「クルンを捕まえるのは俺たちだ。そして、三人一いつ緒しよに元の世界に帰るんだっ！」

　願いを言葉にする。ツクモが頷うなずくのが、振り向かなくてもわかった。




『メイメイ殿っ、なんか地平の彼方かなたから、巨大な円えん盤ばんがたくさん飛んできましたぞ』

『うぎゃーっ！　ＵＦＯだっ、なんともわかりやすい形の未確認飛行物体ですっ！　いちばん目撃情報の多い円盤型っ！　皆さん、エイリアンアダプションにお気をつけくださいっ、どこに連れて行かれるかわかりませんっ、マジでっ！　王様、中止にしなくていいんですかっ！』

『……お、王に二言はないのだ』

『王様さいて、いえ、なんでもありませんっ。皆さん、とにかく気をつけてっ。リーベル兄弟はどっかに攫さらわれてくれていいからっ！』




　サーチライトのように光を動かしながら、無数のＵＦＯが正面から近づいてくる。

　光に照らされた物、岩や笹舟の破は片へんが、次々と浮かび上がって中に吸い込まれていく。あの中がどうなってるのかなんて、考えたくもない。

「シン、もっとスピードを上げろ。改造されたいのか」

　わかってる、こっちも必死なんだっ。お前はＵＦＯにどんなイメージを持ってんだよ。

　目の前にＵＦＯ、背後にグリフォン、下には溶よう岩がんの海……なんなんだ、このシュールな絶体絶命はっ。やったぜ、死に方選び放ほう題だいだ、嬉うれしくねぇっ。

　画面の上に、やっと待ちに待った青ぽよが現れる。よし、これで一気に脱出できるっ。

　そう思った瞬しゆん間かん、不意の横よこ揺ゆれが襲う。またしても、リーベル兄弟が体当たりを仕掛けてきた。

　大切な青ぽよが、落ちるはずだった横の列にくっつく。

　なっ、なにぃーっ！

　それだけじゃなかった。画面の上から、大量のお邪魔ぽよが降ってくる。

「へっ、悪いなルーキー、俺おれたちはこんなところで消えるわけにはいかねぇんだっ。メイメイちゃんを嫁よめにしなけりゃいけないからなっ。悪いが、生いけ贄にえになってもらうぜっ！」

「なってもらうぜー。兄ちゃん僕もお嫁さん欲しいなー、兄ちゃんばっかしー」

「あの、やろぉっ！」

　この状じよう況きようで、なんて危険ことしやがるっ。殺すつもりかっ！

　連れん鎖さが途と切ぎれ、急速にスピードが落ちる。

　グリフォンが、待ってましたとばかりに俺たちの笹舟に迫ってくる。その隙すきをついて、リーベル兄弟の舟は反対側に逃げ出していった。

　やばい、このままじゃ追いつかれるっ。

「シン、失速させろ。今のスピードでは普通に走っても逃げられない」

　ツクモの冷たい声が響ひびく。

　失速、なに言ってんだ。そんなことしたら自殺行為じゃ……と、言いかけて、俺もやっとツクモの意図がわかる。

「くそっ、それしかねぇのかよっ」

　降ってくるぽよを無む造ぞう作さに積み重ねる。スピードを消すのは簡単だった。いつかのタクシートレインのように、ゲームオーバーの文字が画面の中に浮かぶ。

　連鎖が繫つながらないだけなら、浮いていることはできる。でも、ゲームオーバーは違ちがう。

　ゲームが終了し、完全に舟の浮ふ力りよくがゼロになった。

　コントローラーをいったん手放し、舟の縁へりに捕まる。

　ツクモが舵かじを切る。片側に体重をかけて、舟せん首しゆを下に向けさせる。

　重力に引っ張られ、天あまの川がわの渓けい谷こく、煮にえたぎるマグマに向けて加速、いや、落下する。

　舟がどんどん角度を増していく。体が重力に引かれて滑すべり始める。眼下の天の川が、瞬またたく間に大きくなっていく。頰ほおを切る風、耳に響ひびく空気の裂さける音、煮えたぎる溶岩、近づくほどに強くなる熱気。怖ぇっ。マジで怖ぇっ。

　俺たちを追うように、グリフォンも大きく口を開いて急降下してくる。

　船せん首しゆが真下を向く、眼下に煮にえたぎる溶よう岩がんが迫せまる。

　ここしかない、絶ぜつ妙みようのタイミング。

　ツクモが舵かじを切り、舟を水平に戻した。

「シン、動力を戻せっ」

　ツクモが叫さけぶ。俺おれはすぐさまゲームを再開すると、素す早ばやく連れん鎖さを重ねた。

　笹舟に浮ふ力りよくが戻る。急降下した慣かん性せいを利用して溶岩の川の上すれすれを走り抜ける。

　背後でけたたましい悲ひ鳴めいが上がった。グリフォンは、急な方向転換ができず、そのまま溶岩の川に突っ込んでいた。瞬しゆん時じに白い霧きりになって消しよう滅めつする。

　今のは……死ぬかと思った。それにしても、こいつの運転技術って本当にすごいんじゃないか。とにかく、後は連鎖を途と切ぎれないようにするだけだ。

　危機を脱して一息ついた、その瞬しゆん間かんだった。

　目の前に、天あまの川がわから火ひ柱ばしらが立ち上る。

「なぁっ！」

　叫んで、とっさに連鎖を止める。

　このロスは、致ち命めい的てきだった。

　巨大な影が、俺たちの舟を覆おおう。

　はっと見上げる。そこには、ＵＦＯが浮かんでいた。

　ヤバい、ぽよは加速できるほど溜たまってない。今度こそ、本当にもう駄目だっ。まだクルンに追いついてもないってのに、こんなところでっ。

　次の瞬間、後方から声が響ひびいた。

「なぎ払はらえっ！」

　声と同時に、一筋の光が放たれる。それは、俺たちを狙ねらっていたＵＦＯを貫つらぬいた。

　振り返ると、そこには一いつ隻せきの笹舟が浮かんでいる。

　それは、遠目にもわかる白鳥のフォルムだった。




『おおっと、絶体絶命のチーム『レンフル』、間かん一いつ髪ぱつのところに助けがはいったぁっ！　私わたしの一生に一度は言ってみたい事ランキング暫ざん定てい２位「なぎ払え！」の台詞せりふと共に登場したのはチーム『ラブ・オブ・スワン』っ！　それでこそ世界でもっとも邪悪な一族の末まつ裔えいだぁっ！　武器を使うのは反則ですが、ここまできたら、どうでもいいですよねっ！』

『うむ。さっきの冷たい目でもういちど余よを見るがよい』

『はーい、王様からオッケーでましたー』

『メイメイ殿、ちなみに１位はなんですかな？』

『決まってます。「衛えい生せい兵へいっ！　衛生兵っー！」』




　割れるような実じつ況きようが響ひびいてきた。なにやら、先頭集団よりも注目を集めているらしい。

　聞こえてきたのは早はや川かわの声、光はサイードのスワンレーザーだろう。

　スワンボートが、俺おれたちのすぐ傍そばまで近づいてくる。

「早川っ、助かったよ」

「勘かん違ちがいしないでください。私わたしたちは目の前の障しよう害がい物ぶつを払はらっただけです。あなたたちを助けたわけじゃありませんよ」

　早川が横に並んで言ってくる。

「お二人にも何か事情がありそうですけど、私も負けてられないんですっ。どうしても、欲しいものがありますから」

　よっぽど必要なものなんだろう。早川は真剣な表情で、胸の前で祈いのるみたいに両手を組みながら叫さけぶ。

「『れっつピュアバード』の限定マスコット人形っ、この前、近くのデパートでショーをやってたのに買いにいけなくてずっと悔くやんでたんですっ。このレースで優勝して、今度こそ手に入れてみせますっ！」

　……えー。

　欲しいものって、そんなのかよ。なんでも願いが叶かなうってのに、そんなもん頼むなよ。あれ、っていうかさ。

「それ、持ってるぞ」

「な、なんですって！」

　クルンに買ったやつだけど、そんなこと言ってる状じよう況きようじゃないな。

「なぁ……もしかして、プレゼントするから協力してくれって言ったら、助けてくれるか？」

「え、ええっ、もちろんですっ！　本当に、本当にいいんですか、桐きり島しまくんっ！」

　うん、そんなに念押ししなくても、別に大したことじゃないから。早川の隣となりで、魔ま人じんが両手を広げる。

「ふははっ、それはよいことを聞いたっ。このレースで優勝しても神の世界を滅ほろぼすことはできぬとわかってやる気が下がっていたのだがなっ。我わが姫のためとあれば話は別っ、スワンの力、聖せい獣じゆう共どもに見せつけてやろうではないかっ！」

　ばさり、とマントが蝙蝠こうもりの羽のように広がり、腰こしについていた五匹のスワンが一いつ斉せいに口を開く。

　次の瞬しゆん間かん、スワンの口からレーザーが放たれた。俺たちの背後で破は裂れつ音おんを上げる。

　そこには、俺たちを誘ゆう拐かいしようと近づいていた無数のＵＦＯ集団があった。煙けむりを吹きながら、一番先頭にいた未確認飛行物体が溶岩の川に沈しずんでいく。

「こいつらは任せてくださいっ、私たちが食い止めます。君たちは早く、クルンさんを迎えにいってあげてください」

　ああ、『エグニル』の二人、敵だとすごい手て強ごわかったけど、味方になるとなんて心強いんだ。でも味方って呼びたくないな。

　やっと、画面の中に連れん鎖さが出来るように積み上がる。

　冷たい声で、ツクモが言う。

「さぁ、シン。あの駄だ々だっ子オコジョの、目を覚ましにいこうか」

　ああ。七連鎖、笹舟が加速を始める。




『さぁ、レースも大詰づめだぁっ！　先頭グループは現在四隻せき、トップを走るのは有名デザイナーのキール氏っ、その後ろを三隻が並んで、織おり姫ひめとの距離をどんどん縮ちぢめていくっ。とりあえず、リーベル兄弟だけは優勝しないでくれぇっー！』




　絶好調だった。欲しいものがわかっているように、次々とベストなぽよが降ってくる。

　ずいぶん周まわり道をしたせいで、先頭集団に追いつくにはかなり時間が掛かるだろう。それまで、織姫が捕まらないことを祈いのるしかない。

　そう、思っていた。

　でも、意外と簡単に、先頭を走る舟団が見えてくる。俺おれが絶好調だからってだけじゃない。次のパンドラで、先行していた笹舟たちは足止めされていた。

　行く手には、色とりどりの風船が浮かんでいる。

「なんだ……綺き麗れいだけど、パンドラの演出か？」

　風船の群れの中に、俺たちも入っていく。

　止まっている笹舟とすれ違ちがった。彼らは何か攻撃を受けたらしく、船せん尾びから煙けむりを吹いて航行不能になっていた。

　辺あたりを気にしながら進む。先頭集団で残っているのは三隻だけだった。キールとさっきのリーベル兄弟もその中に入っている。俺たちは、最後尾になんとか追いつく。今の絶好調な俺なら、チャンスさえあればまくれそうだ。

　前を走っていた二隻で小こ競ぜり合いが起きる。リーベル兄弟が再び体当たりをし、並走していた笹舟を妨ぼう害がいする。航路をずらされた笹舟は、近くに浮かんでいた風船に触ふれた。

　爆音が、響ひびき渡った。

　風船が破は裂れつし、船尾から煙が噴ふき出す。笹舟は急にスピードを落として停止した。舟上ではネズミ耳の聖せい獣じゆうたちが悔くやしそうに地じ団だん太だを踏ふんでいる。

　……おい、まさか、これ全部かっ。

「ツクモ、気をつけろ。機き雷らいだっ」

　目の前にあるのは、ただの風船じゃなかった。風船の形をした、空中機雷だ。当たれば爆発し、すぐさま航行不能になる。

　よく見ると、キールとリーベル兄弟は距離を取りながら、風船を避けるようにゆっくりと進んでいた。




『リーベル兄弟、どこまで卑ひ怯きようなんだぁっ。腐くさってやがる、早すぎたんだー！　さぁ、残るは二隻せき、キール氏とリーベル兄弟の一いつ騎き打うちっ！　とにかくリーベル兄弟だけは優勝すんなーっ！』

『メイメイ殿、落ち着いてくだされ』

『こ、これが落ち着いていられるかぁっ！　有ゆう袋たい類るいは嫌いやなのーっ！』

『余よにも、その暴言を吐はいてくれるとよいぞ』

『うわ、王様気持ちわる、いえ、なんでもないです。おおっと、もう一隻、リーベル兄弟の背後にくらいついている舟がいるぞっ、エントリーナンバー五十五、チーム『レンフル』だぁっ！』




　ツクモを信じて、連れん鎖さを続ける。

　風船地じ獄ごくの中を、縫ぬうように進んでいく。それはあたかも、ＳＦ映画で隕いん石せき群ぐんの中を通過するようなスリルだった。

　色とりどりな風船、その奥に、クルンの姿が見える。

　クルンは無表情のまま、じっと俺おれたちを見つめていた。

「なっ、まだ残ってやがったのか、ルーキーっ！　しつこい奴やつらだ、メイメイちゃんは俺が貰もらうっ！　さっさと沈しずみやがれっ！」

「うん、兄ちゃんが婿むこだー。婿は一人で十分だー」

　リーベル兄弟の声が響ひびいた。いつの間にか、奴らは横に並んでいた。

　体当たりを仕掛けてくるけど、何度もやられるツクモじゃない。

「私わたしに、同じ技は二度通じないぞ」

　バトル漫画でありがちな台詞せりふを呟つぶやく。そして、思い切り舵かじを切って回避する。ナイスだっ！　この攻撃を受けたのは三度目だけどなっ。

「うわぁっ、避けられたっ、兄ちゃん、こいつらできるよっ」

「くそっ！　ルーキーながらにここまで上ってきただけのことはあるなっ。いいだろう、ここからは実力で相手をしてやるっ！」

　最初っからそうしやがれ、馬鹿兄弟っ。

「勝手に盛り上がってもらったら困るなっ。クルンは私のものだっ、誰だれにも渡さないっ！　待っててくれ、私の小さな女神マイ・リトル・ヴイーナスっ！　さぁ、ピンクちゃん、全速力でとばしてくれ。可愛かわいいクルンを迎えにいこう！」

「べ、別にあなたのために急いでるんじゃないんだからねっ！」

　少し離れた場所で風船を避けながら、キールとピンクちゃんも叫さけんでくる。残り三隻、実力は拮きつ抗こうしている。これが最後の戦いだった。クルンの元に辿たどり着くのは、俺おれたちだっ！

　加速する戦いの最中に、ポツリと、間の抜けた爆弾が投下された。

　リーベル兄弟の弟が、呟つぶやく。

「へぇ、あの子、クルンちゃんっていうのかー。ねぇ、兄ちゃんー、兄ちゃんがメイメイちゃんなら、僕はクルンちゃんをお嫁よめにもらうよー」

　それは、致ち命めい的てきな爆弾だった。

　空気が、凍こおりつく。

　少し離れたところから、物もの凄すごい殺気が立ち上る。

　ぽんっ、と飛び出してきたオコジョの耳は、完全に毛が逆立っていた。

「……お、お前ら。今、なんと言った」

　抜き身の日本刀のような、研とぎ澄すまされた声。

「今っ、なんと言ったかと聞いてるんだぁぁぁぁぁぁっ！」

　キールが、豹ひよう変へんとはまさにコレ、というような形ぎよう相そうでリーベル兄弟を振り向く。

　完全に、ブチ切れていた。目が血走って、ありえないくらいに目じりが釣つり上がっている。体中から黒いオーラが立ち上る。触ふれれば、たちまち呪のろい殺されてしまいそうだ。

　こ、怖ぇっ。俺たちに向けられてるわけじゃないけど、怖すぎるっ。

「ゆるさんぞぉっ、今の言葉はゆるさんぞぉぉぉぉぉっ！　クルンはずっと私わたしの傍そばにいるんだっ、もうどこにもいかせんっ！　近づく奴やつはぶっころぉぉすっ！」

「に、兄ちゃん、なんか、あいつ怖いよー」

「嫁、クルンが嫁だって、あるわけないだろっ、ははっ、はははっ！　ぶっころーすっ！」

「た、たしかに、あれはヤバいな。逃げた方がよさそうだぞっ、弟よ」

　リーベル兄弟もさすがにビビったらしく、全力で逃げ始める。上う手まく連れん鎖さが決まったらしい、わずかに前に出た。

「いかせるかぁぁぁぁっ！　お前らだけは、絶対にいかせるかぁぁぁぁぁっ！」

「な、なんだよ、アイツ、すっげぇ速いよっ、兄ちゃーんっ！」

「もっとスピードを上げるぞ、弟よっ。くそ、くそぉっ、振り切れんっ」

　リーベル兄弟は、俺たちを抜いて前に飛び出す。でも、キールの方がスピードは上回っていた。二隻の距離がじわじわと縮ちぢむ。

「ははっ、ははははぁっ、逃がさんぞぉ、クルンは私のものだぁっ！　どいつもこいつも、好き勝手言いやがってぇっ、私の愛の鉄てつ槌ついを受けやがれぇっ！」

　キールがポケットから白いボールのようなものを取り出す。

　こんもり両手いっぱいに鷲わしづかみにされたそれは、ピンポン球のような形をしていた。って、それ、まさかっ。

　リーベル兄弟も気づいたらしく、慌あわてて叫さけぶ。

「しょ、正気かお前っ！　回りは爆ばく弾だんだぞっ。そんなことしたら、お前だってただではすまな──やめろぉぉぉぉぉっ！」

「クルンはぁ、誰だれにもわたさないいいいいいいっ！」

　キールが、白いボールを思い切りばら撒まく。

　それは路ろ地じ裏うらでくらった、ポイポイ雪だるまだった。

　ぽんっ、と間抜けな音を立てて一いつ斉せいにピンポン球が巨大化する。

　一いつ瞬しゆん、俺おれの頭の中に、ずっと昔……子供の頃ころの母との会話が蘇よみがえった。

　天気予報を見ていた。雪の降る地域には、雪だるまの絵が描かれていた。

　お母さん、明日は雪だるまが降るみたいだよー。無む邪じや気きな幼おさない日の俺は、そう言って、母からほのぼのとした笑いを誘ったものだった。

　懐なつかしいような、どこかくすぐったいような、遠い日の記き憶おく。

　現実に戻る。次々と目の前に降ってくる、大量の雪だるま。

「うわぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　それは悪夢以外の何でもなかった。

　風船機き雷らいにぶつかって、次々と爆発が起きる。一瞬で、視界が煙けむりと爆炎に包まれた。

「シン、捕まっていろっ」

　ツクモが叫さけぶ。

　舵かじを複雑に切り、なんとか雪だるまと爆発を避けようとする。

　すぐ横で破は裂れつ音おんと悲ひ鳴めいが響ひびく。リーベル兄弟の舟だった。爆発に巻き込まれたらしく、舟が煙を上げて停止する。

「あのやろぉ！　くそっ、こんなところで負けるなんてっ。式場まで予約したのにぃっ！」

「キャンセル料は高いよ、兄ちゃーんっ！」

　リーベル兄弟は叫び声を上げて悔くやしがる。

　最後だけ、ちょっと同情してもいいような気がした。って、他人の心配してる状じよう況きようじゃねぇ。俺たちの目の前にも、爆発が次々と起きていく。

「シン、悲鳴を上げるな。舌を嚙かむぞ」

「無理だぁぁぁぁっ！」

　まるでジェットコースターだった。上に下に、もうどうなってるのかわからないくらいに舟が揺ゆれる……でも、ツクモの駆かる笹舟は、曲芸のように雪だるまをかわしていた。

　すげぇっ。これ、いけるんじゃないかっ。

　そう思った瞬しゆん間かんだった。

　舟の揺れとは違ちがう、衝しよう撃げきがやってくる。

「しまった、迂う闊かつだった」

　ツクモの呟つぶやきに一瞬遅おくれ、爆発音が響く。

　振り向くと、船せん尾びに風船が当たっていた。

　煙けむりが立ち上る。どうやら、掠かすった程度だったらしい。ツクモにも俺おれにも、舟体自体にもダメージはない。だけど……それは、致ち命めい的てきな掠り傷だった。

　船尾に着いていたスラスターが、壊こわれていた。スラスターは、舵かじを利かせる役割をしていた重要パーツだ。折れたスラスターが、天あまの川がわへと落下していく。

　慌あわてて続いていた連れん鎖さをストップさせた。ぽよが消えないように振り分ける。スラスターがなければ、舵が利かない。この状態で風船の群れに突っ込むのは自殺行為だ。

「くそっ、もう少しだったのに。こんなところで、終わりかよっ」

　思い切り、握にぎり締しめた右手を床に叩たたき付けた。

　前方を見み据すえる。そこには、織おり姫ひめの笹舟に乗ったクルンがいる。

　そこに近づいていく一いつ隻せきの舟せん影えい。

「ははっ、はははぁっ！　これで、私わたしがいちばんだぁっ、今、迎えにいくからね、くるぅぅぅんっ、え、うぎゃぁぁぁっっ！」

　ばら撒まいた本人も、漏もれなく爆発に巻き込まれていた。目の前で巨大な爆発が起き、避けきれずにその中に突っ込んでいく。

「くるぅぅぅぅん、愛してるぅぅぅぅぅっ！」

　キールの絶ぜつ叫きよう。爆音。煙に包まれるキールの笹舟。

　……ああ、あれは逝いったな。

　煙が晴れると、舟は半はん壊かいし、完全に航行不能になっていた。舟の上では、まっくろになったキールが狂くるったように、くるんくるんくるん、と呟つぶやきながら笑っている。ピンクちゃんはなぜか傷一つなく、ようこそ聖せい獣じゆうランドへ、をバグったように繰くり返していた。

　な、なんてことだ。これって、つまり。




『ああーっと、キール氏の暴ぼう挙きよによって、先頭グループ、まさかの三隻同時にリタイアだーっ！　波は乱らん波乱、大波乱の展開ですっ！　レースはどうなってしまうのかぁっ』

『メイメイ殿、あれをっ。織姫の笹舟が危険ですぞっ』

『ああーっ、織姫の笹舟っ、その前方に無数の火ひ柱ばしらが立ち上っておりますっ！　ちょ、これ本当にヤバいって！　王様ぁっ、どう責任とるつもりですかぁっ！　って、王様？　あれ、王様？　に、逃げやがったなぁっ！』




　織姫の笹舟が進む先、そこに何筋もの溶よう岩がんが吹き上がっていた。

　クルンっ、思わず叫さけぶ。でも、舵が壊れた俺たちにはどうすることもできない。

「う、わあああぁぁぁっ！　くるうううううんっ！　やめてくれぇぇっ！　動けぇぇ、動けよっ、ポンコツっ！　ああ、くそぉっ、誰だれかぁっ、神よ、頼むっ、あの子を助けてあげてくれえぇぇぇっ！」

　キールの絶ぜつ叫きようが頭の中に響ひびく。その気持ちは、痛いほどわかった。

　俺おれも同じ気持ちだ、祈いのることしかできない無力さを嚙かみ締しめる。

　織おり姫ひめの笹舟を掠かすめるように、火ひ柱ばしらが立ち上った。危ねぇ、もうすこしズレていたらクルンがどうなっていたか……想像したくもない。

　もう見てられなかった。顔を伏ふせる。祈る。手を組んで祈る。誰だれでもいい、誰か、お願いだ、クルンを助けてやってくれっ。

「願っても、助けなど来ないぞ」

　背後から、ツクモの冷たい声がした。俺の傍そばに歩み寄ってくる。いや、俺の横を通り過ぎ、船せん首しゆに立った。

「シン、顔を上げろ。まだ終わりではないぞ」

「なに、言ってんだよ。俺たちは……もう、ゲームオーバーだ。舵かじがなけりゃ、この先へは進めない。どんなにがんばっても、助けにはいけない」

「もう舵など必要ない。シン、このまま真まっ直すぐだ。真っ直ぐ突っ込め」

「わかってるだろ。この風船にぶつかったら終わりだっ、このまま沈しずむだけだ」

　ツクモは舳へ先さきに仁に王おう立ちする。風をもろに受けて、長い黒髪とスカートがはためく。風に乗って、柑かん橘きつ系けいの香水の香かおりが流れてきた。不思議と心を落ち着かせる香りだった。

　ツクモの手には、一冊の本が握にぎられていた。何も書かれていない、白紙の本だった。

「信じろ。今の私わたしなら、どんな大物でも記録できる気がするぞ」

　そういうことかっ。なんで、今まで気づかなかったんだ。

　第五十五訓くん、諦あきらめなければ、どこかに道はある。

　まったく、親父から受け継ついだ教きよう訓くんは、俺には合わないらしい。でも、ツクモにはぴったりだった。どんな時でも諦めない、可能性を探し続ける。

　目の前にあるのはパンドラだっ。こっちには『観かん測そく者しや』がいるじゃないかっ。

　そして、もう一つ気づく。

　消えないように、連れん鎖さが発生しないように積み上げていたぽよ。それは『ぽよぽよノベル～リルルの大冒険～』に出てくるキャラたち。カジキマグロもサタンも、主人公のリルルさえもびっくりするほど芸術的に組みあがっていた。いける、これなら、いけるっ。

　後は、勇気だけだ。やってやろうじゃねぇかっ。

「ツクモ……とばすぞっ」

　ツクモは頷うなずいてから、本を開いて脇わきに添そえる。反対側の手を真っ直ぐ前に突き出す。

「世界の変化を確認……レコード開始」

　待っていた緑のぽよが降ってくる。はじまる。消えて、消えて、ここが消えて。

　笹舟が動き出す。それも、急速に。

　怒ど濤とうの、三十六連れん鎖さ。

　ぽよぽよフィーバー！

　と、同時に。

　目の前の風船が、光に変わる。

　次々と、風船が光の粒りゆう子しに化け、ツクモの本の中に吸い込まれていく。記録に追いつかない光が、高速で動く笹舟の横を勢いよく流れる。

　光に包まれ、光の尾を引きながら加速していく笹舟。

　その姿は、まるで流れ星だった。

　一筋の流星となって、彦ひこ星ぼしが天あまの川がわを渡る。大切な、大切な、大切な織おり姫ひめにもう一度会うために。

　加速は止まらない。視界の両りよう脇わきを光の粒子が流れていく。世界が沸わくのを感じる。聖せい獣じゆうたちが熱ねつ狂きようしているのを感じる。

　全ての声を代表して、メイメイちゃんの実じつ況きようが響ひびいた。




『チーム『レンフル』の二人っ、そのままっ、いっけええええぇっ！』




　風船の群れを抜け出す。

　目の前にいるのは、オコジョの乗る舟だけだ。

　みるみる内に、織姫が近づいてくる。

　もう、手を伸ばせば届きそうな場所にクルンの姿があった。

　天の川から火ひ柱ばしらが立ち上る。それは、わずかにクルンの乗る舟を掠かすめた。

　なにか装置が壊こわれたらしい。船せん尾びから煙けむりが噴ふき出だし、織姫の笹舟が急に傾かたむく。くそっ、のんびりしてる時間はないっ。

　横に並ぶ。連鎖を止めて、クルンの舟にスピードを合わせる。

「シン、私わたしの体を押さえろっ」

　言うと同時、ツクモは本を仕し舞まうと、思い切り身を乗り出した。

　相変わらず無む茶ちやする奴やつだ、怖こわくねぇのかよっ。

　慌あわてて駆かけ寄って、腰こしに手を回す。恐怖を感じてる余よ裕ゆうはなかった。必死だった。ツクモの体重を支え、全力で舟の縁へりに両足を踏ふん張らせる。

　ツクモは必死で、目の前のクルンに手を伸ばす。

　でも、ギリギリ届かない。舵かじは壊れて、もういうことをきかない。近づける距離は、これが精せい一いつ杯ぱいだった。

「クルン、なにをしている。手を取れ」

　あと少し、クルンが手を伸ばしてくれれば摑つかめる。

　ツクモが叫さけぶ。でも、オコジョ少女は動かなかった。昨日きのう会った時と同じ無表情で、差し出された手を見つめている。

「クルン、もう戻れないなんて考えるなっ。このレースに勝てば、好きな願いが一つ叶かなう。わかるだろ、一いつ緒しよに帰れるんだっ」

　俺おれも声を枯からして叫ぶ。でも、オコジョ少女は動かなかった。

　また近くに火ひ柱ばしらが立ち上る。今度は当たらなかったけど、いつ、どちらかの舟が飲み込まれてもおかしくない。

「お姉ねえにとって、ボクはなんですか？」

　頭の中に、声が響ひびいた。

　か細く柔やわらかい、少しだけ舌したったらずな声。

　一いつ拍ぱく遅おくれて気づく。それが、初めて聞く、クルンの心の声だった。

「便利な道具ですか？　お手て伝つださんいですか？　なんでもよかった。別に、なんでもよかったです。でも、でも、もうお姉に、ボクは必要ないです」

　ツクモは一いつ瞬しゆんも迷わなかったらしい。当然のように、ずっと昔から聞き慣なれていた声のように、すぐさま言葉を返す。

「クルン、確かにお前がいないと不便だ。パンドラの記録もできない、家事だって仕事だってお前に任せてきた。だが……そんなことは、どうでもよいのだ」

　ぐっと、ツクモはさらに身を乗り出す。俺は全力で細い体を支える。

　そう長くは持たない。腕うでがジンジンと痺しびれてくる。ツクモは真まっ直すぐに言葉を続ける。

「お前が働きたくないというのなら、もう働かなくてよい。パンドラを記録するのが辛つらいのなら、もう能力を使わなくてよい……必要ないだと、誰だれがそんなことを言ったのだ。よいか、よく聞くのだ」

　クルンの笹舟が進む先に、火柱が立ち上る。船せん尾びから噴ふき出だす煙けむりは太くなり、激しく舟体が揺ゆれ始める。でも、それでもクルンは動こうとしない。

「私わたしは、お前がいないと、非常に寂さびしいのだ。だから、お前は私の傍そばにいろ！」

　火柱が迫せまってくる。ツクモは必死に手を伸ばす。

「私にとってお前は何かと聞いたな。そんなもの、決まっている。お前は私の──」

　ほんの一瞬、全ての音が消えた気がした。

「家族だっ！」

　クルンの無表情が、崩くずれた。その目から、大おお粒つぶの涙が溢あふれ出してくる。

　ぎゅっと、クルンは自分のパーカーの裾すそを摑つかんだ。まるで、震ふるえる体を押さえるように。

　ぎゅっと、クルンは自分の下唇を嚙かんだ。まるで、止まらない涙を堪こらえるように。

　でも、震えは止まらなかった。涙は溢れ続けた。

「言いたいことは言った、後はお前次し第だいだ。私が近づけるのは、ここまでだ。後は、お前が決めるのだ。願うだけでは何も摑つかめない。選ぶことを放ほう棄きしたものには何も与えられない。だが、クルン、お前は違ちがうだろう。私わたしの傍そばにいたいなら、手を伸ばせ」

　ツクモがさらに身を乗り出す。俺おれが摑んでいるのは、もう膝ひざ辺あたりになっていた。強風が容よう赦しやなく体を揺ゆする。腕うでの痺しびれが本格的にヤバくなってくる。

「ぉ…………ネェ」

　頭の中に、声が聞こえた。

　か細く柔やわらかい、少しだけ舌したったらずな声。

　次の瞬しゆん間かん、大音量が、頭の中に木霊こだました。

「お姉ねえぇーーーーーーっ！」

　それは、心が軋きしむような叫さけびだった。

　クルンが手を伸ばす。ツクモの手を握にぎり、そのまま腕うでにしがみつく。
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「シン、引き上げろっ」

「う、くっそぉっ」

　痺れる腕、震ふるえる体。頑がん張ばれ、俺は、男の子だぁっ。

　クルンの体を引っ張り上げて、二人を笹舟の上に上げる。

　次の瞬間、クルンが乗っていた笹舟は、火ひ柱ばしらに衝しよう突とつして砕くだけ散った。危ねぇっ、間かん一いつ髪ぱつじゃねぇかっ。

　世界中に響ひびくようなボリュームで、実じつ況きようが告つげる。




『きったぁっーー！　優勝は、今年の織おり姫ひめを見事勝ち取ったのは……チーム『レンタル・フルムーン』っっっ！』




　メイメイちゃんの声と同時に、両岸から花火が上がった。

　空に、色とりどりの光の花が開く。辺あたりを見回す。綺き麗れいな景色だった。世界が、ツクモとクルンの二人を祝しゆく福ふくしているようだった。

　でも、肝かん心じんの二人は、そんな景色を見ていなかった。

「お姉ねえぇっ、お姉ぇっ、お姉ぇっ、お姉ぇっ、お姉ぇっ！」

　クルンは泣いてツクモの胸に顔を擦こすりつけ、ツクモは愛いとおしそうにその頭を撫なで続けた。
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　ツクモとクルンは並んで窓辺に座り、流れていく本たちを見ていた。

　窓の外は優しい青に包まれた本の海が広がっていて、クルンは珍しそうに窓に張り付いている。

　俺おれたちは今、白はく鯨げいのハナちゃんに乗って俺たちの世界へと帰る途と中ちゆうだった。天てん地ち創そう造ぞうデータベースへのアクセスは、聖せい獣じゆう王おうがレースを盛り上げた副賞だと言って請うけ負ってくれた。もちろん、正賞は決まっている。クルンは、また満まん月げつ堂どうで『観かん測そく者しや』の手伝いをすることになった。




　レースを終え、戻ってきた俺たちを待ち受けていたのは喝かつ采さいの嵐あらしだった。

　大勢の聖獣たちに囲まれ、揉もみくちゃにされた。クルンと別々にされ、何がなんだかわからない間に豪ごう華かに飾り立てたタクシートレインに乗せられ、レセプションが開かれたダンスホールに連れてこられた。

　そこで、盛せい大だいな授賞式が行われた。

　次々と聖獣たちが駆かけ寄って来て、俺たちにお祝いわいの言葉をかけてくる。

「いやぁ、今日のレースは実に素す晴ばらしかったですぞ。近年で一番、いや、七夕レースが始まって以来、最高のレースだといっても過か言ごんでありませんなぁ」

　騎き士し団だん長ちようのバルトが髭ひげを撫なでながら言ってくる。脇わきでは、彼の愛剣が揺ゆれていた。

「本当に、色々とお世話になりました。バルトさんがいなかったら、今いま頃ごろどうなってたか」

「いやいや、こちらも儲もうけさせて貰もらいましたからな。あなたたちに賭かけて正解でした。お世話をしたかいがあったというものですなぁ」

　賭けもやってたのかよ。騎士団長がそんなことしていいのか。

　次に、優勝候補だったケニックが包ほう帯たいぐるぐる巻きの姿でやってきた。

「ナイスレースだったぜ。俺は一から出直しだな。今は勝利の美酒を味わっときな、来年それを味わうのは俺だ。次は負けないぜ」

　青いハリネズミは気き障ざっぽく言いながら、銃じゆうの形にした手を俺に向けてくる。いや、ごめん、多分、もう二度と出ないから。

　メイメイちゃんがひょこひょこと駆かけ寄ってきて、俺の手をぎゅっと握にぎり締しめる。やっぱ可愛かわいいな、この子。

「あの兄弟に勝ってくれてよかったよぉ、マジでっ。ホント、感謝してるからねっ」

　横からツクモがチョップをして、俺たちの繫つないだ手に振り下ろす。何の遊びだ、それは。メイメイちゃんはぱっと手を放すと、今度はツクモに向かって、ありがとー、を連呼した。

　バルトの部下の小さな兵隊たちがやってきて、ぐるりと俺の周まわりを囲む。

「おめでとう」「おめでとう」「めでたい」「おめでとう」「おめでとう、天パ」「天パ」

　それぞれに賛さん辞じをくれる。最後の奴やつは天パしか言ってないけど、もう許してやろう。

　ピンクちゃんが、ウサギみたいにぴょんぴょんと跳はねてきて、俺の手をぎゅっと握る。

「べ、別に、優勝しておめでとうなんて思ってないんだからねっ」

　お前、本当にＮＰＣなのか。どんどん人間っぽくなってきてるぞ。可愛かわいいけど。ツクモチョップが繫つないだ手に振り下ろされる。何がしたいんだ、お前は。ピンクちゃんはぱっと手を放すと、ツクモに近寄って同じ台詞せりふを繰くり返していた。

　リーベル兄弟がやってきて、二人並んで俺おれの前でお尻しりペンペンをして見せた。あぁ、レース中は小こ憎にくたらしい奴やつだったけど、こうして見ると何か憎めないな、お前ら。

「お前のせいで、メイメイちゃんを嫁よめにしそこねたっ！　くっそ、来年こそ覚えてろよっ。結婚式は来年に延期するぞっ」

「うん、兄ちゃんなら絶対できるよー」

　……だから、もう出ないから。どこの世界もアイドルって大変なんだな。

　そして、授賞式が始まる。

　ツクモと一いつ緒しよに、中二階に作られたステージまで連れて行かれた。そこには、先にクルンが待っていた。クルンは、ぱっと駆かけ寄って、ツクモの腰こしにしがみつく。ツクモの体がびくんと震ふるえる。ひょわ、いつもの悲ひ鳴めいをなんとか嚙かみ殺したのがわかった。

　優勝チームとして改めて名前を呼ばれ、獣王が祝しゆく辞じを言ってくる。

「実に素す晴ばらしいレースだった。これまでの七夕レースの中でも、もっとも勇ゆう敢かんな彦ひこ星ぼしと織おり姫ひめであったと思うぞ。本来なら余よからトロフィーを手渡したいところだが……今回は特別にゲストを用意した」

　獣王が告つげる。それから、ステージの袖そでを指差した。

　そこには、俯うつむいたままキールが立ち尽つくしていた。手には、シンプルなデザインのトロフィーが握にぎられている。キールは俯いたまま近づいてきて、俺たちの目の前で立ち止まると、いきなり顔を上げた。

「クルンのこと、頼んだぞ」

　無む造ぞう作さに、トロフィーを差し出してくる。

「どういう、心境の変化だよ」

「……本当は、わかってたんだ。いつまでも昔のままじゃいられない、これから先もあの子の痛みや苦しみを全て背せ負おいきることなんかできない。でも、認めたくなかった」

　擦すり切れそうなキールの声が、頭の中に響ひびく。

「クルンが聖せい獣じゆうになるって言い出した時、どうせすぐに戻ってくると思ってた。でも……違ちがった。あの子は、戻ってこなかった。そして、届いたパンドラ本には、私わたしの知らないクルンがいた。あんなに一いつ生しよう懸けん命めいに頑がん張ばってる姿も、あんなに楽しそうにしてる姿も見たことなかった。なにより、私が知ってる可愛い可愛いクルンの、その何千倍も何万倍も可愛かった……それが、なによりショックだったんだ」

　キールは寂さびしそうに笑う。恋愛映画のワンシーン、恋のライバルに破れて、それでも相手も祝しゆく福ふくするような、絵になる笑顔だった。

「でも、お前たちが、クルンを助け出すのを見た時……やっぱり認めないといけないってわかった。あの子が一番輝かがやくステージがどこにあるのか。これからも、クルンのことを、よろしく頼む」

「任せろ。クルンは私わたしにとっても掛け替えのない家族だからな」

　ツクモが強い言葉で請うけ負う。俺おれも頷うなずく。そして、優勝者の証あかしを二人で受け取った。

　ツクモの傍そばに張り付いていたクルンが、ちょこちょことキールの前に歩み出た。そして、ひしっと抱きつく。

「……キール、ありがとうございます」

　クルンの声が、頭の中に響ひびく。

「これからも、ずっと見守ってる。お前がどんなに痛くても、辛つらくても、悲しくても、苦しくても、私に助けを求めにこない限り、お前が選んだ道を応援するよ。それが、兄としての務めだ」

　そう言ってから、キールはちらりとその言葉を学んだ相手、ツクモを見た。

「はい、ボクも頑がん張ばります。もっともっと頑張って、キールが、ボクのことを安心して見ていられるような、とびっきりの聖せい獣じゆうになってみせます」

「……クルン、また生まれ変わっても兄妹になろう」

　今こん生じようの別れのようにキールが呟つぶやく。そんな台詞せりふ、聞いたことねぇよ。

「大げさです。もう二度と会えないわけじゃないです。またいつか、ボクがこの世界に戻ってきたとき、おかえりって言ってくれますか」

「あ、当たり前だろ。私たちは兄妹なんだから……その時まで、モデルの仕事はおあずけだな」

「それはまた、別べつ途と相談です」

「なにぃっ！」

　そっと体を離して、クルンは真正面からキールを見つめる。

「いってきます、お兄ちゃん」

「う、くっ、いい、いってらっしゃい、妹よっ」

　キールの目から、溢あふれるように涙が零こぼれてくる。二人は、また、ひしっと抱き合った。

　ホールから、二人に向けて喝かつ采さいが送られる。この場所に詰つめ掛けた誰だれもが、兄妹の姿に胸を打たれていた。ひときわ野の太ぶとい泣き声がした方を見ると、サイードが号ごう泣きゆうしていた。その横で、早はや川かわが甲か斐い甲が斐いしくハンカチを差し出している。見るんじゃなかった。

「さぁ、皆の者、宴うたげだ。だが、その前に……世界の設定の一部が、突然、空白ブランクになってしまったからな。せっかくなので新しい世界の設定を用意したぞ」

　ざわ、と会場が沸わく。それを待っていたかのように、王様の部下たちが、一いつ斉せいに窓に掛かっていたカーテンを開いた。

　その向こうでは、桜が舞まい散っていた。

　聖せい獣じゆうランドを覆おおっていた雪は消えてなくなり、代わりに、薄うす紅べに色いろの花びらが降り注そそいでいる。

「千年の冬は終わりを迎え、春がやってきたのだ。さぁ、余よから今回の素す晴ばらしきレースへの褒ほう美びである。千年桜の世界を、堪たん能のうするがよい」

　空は青く澄すみ渡り、春の陽光が町を染そめ上げる。ゆるやかな風に乗り、聖獣ランドに降り注ぐ桜の花びら。それは、この世界にある全ての絆きずなを、祝しゆく福ふくしているみたいだった。

　ホールから喝かつ采さいが送られる。なんだかんだで、聖獣王は、皆に慕したわれているらしい。

　それから授賞式が終わるまで、クルンはずっとツクモの傍そばで楽しそうにしていた。ポストイットを使わずに会話できるのが、よっぽど嬉うれしいらしい。

　祝勝会は進み、気がつくと辺あたりは暗くなっていた。俺おれも少しだけ、クルンと二人だけで話すことができた。

「しんた、ありがとうございました」

　クルンがちょこちょこと近づいて言ってくる。オコジョ少女は、本当に幸せそうだった。しんた、なんて名前じゃないけど、今日だけは許してやろう。

「本当によかったよ。満まん月げつ堂どうには……いや、ツクモにはお前が必要なんだ。あいつは全然、完かん璧ぺきなんかじゃない。強がりで負けず嫌いで、不器用で意い地じっ張りで、だから、俺たちが必要なんだ。あいつは、欠けつ陥かんだらけの満まん月げつなんだよ」

　ちょこちょことクルンが窓辺に歩いていく。もう暗くなってきた窓の外には、月が浮かんでいた。わずかに雲のかかった三み日か月づき。

「俺たちが支えてやって、あいつはやっと満月になれる。だからさ、俺たちが欠けた部分を埋うめてやらないといけないんだ」

　窓ガラスに息を吹きかけて曇くもらせると、そっと指でなぞった。三日月に弧こを足して、無理やり満月にする。

「まるで、お店の名前みたいですね」

　クルンが呟つぶやく。それが本物の方じゃないってことはすぐにわかった。

「あぁ、そうだな」

　心の中でそっと呟く。レンタル・フルムーン、確かに、あいつにぴったりだ。




　右手に感じた冷たい感触が、俺の意識を連れ戻す。

　横に座るツクモの手が、俺の手に重なっていた。ツクモの手は、相変わらず、びっくりするほど冷たかった。それに気づいたクルンが、自分もと、ちょこんと手をのせる。

「シン、クルン、ありがとう。今回のことで私わたしは痛感した。私は、本当に大勢の人間に助けられているのだな」

「別に……助けてるつもりなんかねぇって」

　反対の手を、ぽん、とクルンの頭の上に置きながら呟つぶやく。

「クルンも俺おれも、ただ、ここにいたいからいるだけだ。そうしたいからしてるだけだ」

「……シン」

　ツクモは真まっ直すぐに俺を見つめてくる。黒い瞳ひとみに、心ごと吸い込まれそうな気がした。急に照れくさくなって、ちょっと顔を逸そらす。

　逸らした先に、たくさんの目があった。

「なかなかいい雰ふん囲い気きだったのに……逃げましたね、桐きり島しまくん。今のってどう思います、ダーリン？　もっとぐっといって欲しいところですよね」

「はっはっは、目を合わせて照れているようではまだまだだな。そんなことではシングルスワンにもなれんわ」

　後部座席を振り向くと、背もたれの上に早はや川かわとサイードと六羽の白鳥の首が並んでいた。ああ、そっか、お前らも一いつ緒しよに乗ってたんだな。台だい無なしだ。

　俺は、ぼそっと呟いた。

「めっこめこにしてやろうか？」

　二人と六羽の顔が、途と端たんに青ざめた。条件反射のようにガクガクと震ふるえ始める。ああ、しばらく使えるな、これ。

「いやー、それにしても、皆で一緒に帰って来れてよかったですねぇ」

　隣となりの席から、気の抜けたような軽い調子の声がする。振り向くと、さっきまで誰だれも座っていなかったはずの場所に、クローエルがいた。

「お、お前っ、よく顔出せたなっ。お前のせいでどんな目に遭あったと、思って……どうしたんだ、それ」

　怒りに任せて殴なぐり掛かってやろうとしたけど、声は途端に小さくなっていく。

　クローエルはすでに、ボロボロだった。顔にはいくつもの絆ばん創そう膏こう、腕うでには包ほう帯たいが巻かれ、服はあちこちが破れ、眼鏡めがねには罅ひび、太ふと腿ももあたりには軽くボウガンの矢が刺ささっている。ああ、せっかくの優やさ男おとこが台無しだ。

「あの後で、騎き士し団だんの人たちに見つかってしまいましてね。どうやら私わたしが空白ブランクをつくったこともバレてしまったみたいで追いかけられまして、命からがら逃げ出してきたわけです。はい、もちろん、後こう悔かいなんかしてないですよ」

　いくらなんでも、こんな相手を殴れない。なんだか怒るのもばからしくなって、全体的にどうでもよくなった。

「おい、九く朗ろう。本当は、なんのためにこんなことをしたのだ」

　ツクモが抑よく揚ようのない声で尋たずねる。クローエルは薄うすら笑いを浮かべようとして、痛そうに切れた口元を押さえた。

「それは、まぁ、そのうちわかりますよ。今の調子で頑がん張ばってください。そうしていれば、きっとまた、カゴメさんにも会えますよ。あぁ、もうすぐ着きますね。では、私わたしはお先に失礼します」

　そう言うとクローエルは、小さく、わーぷ、と呟つぶやく。多分、その呪じゆ文もんは関係ないんだろうけど、ぱっと光って姿が消える。何をどうしたのかわからないけど、あの男のことは考えるだけ無駄なんだろう。

　ハナちゃんが出口に近づく。白い光が辺あたりを包む。

　気がつくと、俺おれたちは満まん月げつ堂どうに戻ってきていた。

　古びた貸かし本ほん屋やは、それほど長い時間が経たっているわけでもないのに、とても懐なつかしい場所のような気がした。




　　　　＊




　次の日、サッカー部の練習で土手をランニングしていた。

　ウチのサッカー部はやる気がない。真ま面じ目めに走ってるのは俺だけで、先輩たちはランニングコースの途と中ちゆうにあるコンビニで休息中だった。

　よく晴れていて気持ちのいい日だった。ちょっとだけもったいない気がして、スピードを落として景色を眺ながめながら流していると、河原かわらに知っている人を見つけた。

　七夕パーティでお世話になったクリーニング屋の日下くさか部べさんだった。遅おくれて気づく、そこは七夕パーティが開かれていた場所だった。日下部さんは、柳の木に括くくりつけられていた短たん冊ざくを回収していた。七夕が終わったから、後片付けをしてるんだろう。

「お久しぶりです、手て伝つだいましょうか」

　河原に降りて、話しかける。振り向いた日下部さんは、嬉うれしそうに頷うなずいてくれた。手伝いましょうって言ったことよりも、俺が日下部さんのことを覚えていたことが嬉しそうだった。

「これ、外した後はどうするんですか？」

「うん。そこで燃やすんだ。ゴミ箱に捨てるわけにもいかないし、ほら、書かき初ぞめとかも天に届くようにって燃やすだろ。本当なら、ロケットに乗せて宇宙にばら撒まいてやりたいところだけどね」

　その一言で、俺は日下部さんのことを好きになった。

　黙もく々もくと柳の木に括りつけられていた短冊を外す作業を再開する。外しては袋の中に入れるという作業を繰くり返していると、見知った名前が目に留とまった。

　紺こん色いろの短冊には、満みち月つきツクモの名前があった。あいつは、いったいどんな願い事をしたんだろう。ちょっと後ろめたい気持ちもあったけど、好奇心には勝てなかった。だいたい、七夕の願い事はオープンなものなんだ、見られて嫌いやなことなら書く方が悪い。

『今後も三人でパンドラの記録ができますように　満月ツクモ』

　年配者を思わせるような達たつ筆ぴつで、そう書いてあった。

　ああ、そっか。ここでパーティをやった時は、まだクルンの審しん査さの途と中ちゆうだったんだよな。

　審査を受けることはもうなかったけど、願いは叶かなった。七夕レースで優勝し、クルンは満まん月げつ堂どうに戻ってきた。思い出すたび、あの世界での出来事は、ぶっとんだ夢を見ていたように思える。

　ツクモのすぐ横に仲良く並んでぶら下がっていたのは、クルンの短たん冊ざくだった。見み慣なれた丸文字で、願い事が書かれている。

『いちどでいいので、お姉ねえとポストイットを使わずにお話ししたいです　クルン』

　それを見た途と端たん、思わず笑顔になった。

　これを書いた時、クルンはきっと叶わないことだと思ってたんだろう。でも、その願いは叶った。聖せい獣じゆうランドで、ツクモと嬉うれしそうに話していたクルンの姿を思い出す。

　二人とも、ここに書いてあった願いは叶ったんだ。

　なんだかそれは、偶ぐう然ぜんだとしても、実際に俺おれたちが頑がん張ばった結果なのだとしても、ちょっとした奇跡のような気がした。

「桐きり島しまくん、君のもあったよ。お姉さんに似ずに、真ま面じ目めだね」

　と、日下くさか部べさんがひらりと手に持った青い短冊を見せてくれる。そこには一年前から決まっていた無難な願い事が書かれていた。成績がよくなりますように。

　気がつくと、もう柳の木に短冊はなかった。日下部さんは外した短冊を、足元にあったオイル缶に放り込んでいく。

「日下部さん、あの……燃やす前に、俺の願い事、書き直していいですか」

　そう言うと、日下部さんは嬉しそうに笑った。退屈な願い事が書かれた俺の短冊と、ついでにサインペンを渡してくれる。

　七夕は終わっていたけど、関係なかった。

　ツクモとクルンが、ちょっとだけ羨うらやましかった。俺も、本当に願っている事を書いてみたくなった。昔から信じてきた教きよう訓くんに背そむいて、心の底から思っている言葉に書き直す。

　七夕レースの前の日、誰だれかと共有できる願いなら見せてもいいんじゃないかと思った。でも、これは本当に、俺の個人的な願望だった。

　燃えて煙けむりになって空に届けば、織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしは願いを叶えてくれるだろうか。

「シン、こんなところで何をしているのだ」

　背後から、ゾクリとするような冷たい声がした。

　振り向くと、相変わらず無表情なツクモが、階段を下りてきていた。

「あれ……お前、なんで？」

「うむ。ここで短冊を燃やすのを見るのが、好きなのだ。皆の願いが空に昇のぼっていくなど、情じよう緒ちよがあるだろう」

「さっき、店の前を通りかかったときに声を掛けてたんだよ。あ、ツクモちゃん。持ってきてくれた？」

　日下くさか部べさんはどこまで察しているのかわからないけど、からかうように笑顔を向ける。

「うむ、まかせろ」

　ポケットからマッチ箱を取り出す。どうやらツクモが火を付ける係らしい。二、三回擦こするけど、案あんの定じよう失敗した。湿しめっているようだ、などと呟つぶやく。噓うそをつくな。乾かわいた音してたぞ。

　と、ツクモは俺おれが持っている短たん冊ざくに気づく。

「シン、何をやっている。燃やすといっているだろう」

　短冊を寄こせと、手を突き出してくる。

「お前の、その退屈な願い事も空に送ってやろう。奇跡が起これば、明日から急に頭が良くなっているかもしれないぞ」

「いらねぇって。俺のはいいから、さっさと火をつけろよ」

　渡せるわけが、なかった。

　馬鹿、やろ。今、この短冊に書かれているのは、んなどうでもいいことじゃねぇんだよ。

　日下部さんがどこまで察しているのか、にやにやと楽しそうな笑顔を浮かべる。

「そうはいかない。シン、早く渡せ。店を開けてきているのだ、お前と遊んでいる暇ひまはないぞ」

「いや、俺はいいって。気にするなよ」

「なにをわけのわからないことを言っている。いいわけないだろう」

　ツクモは全く譲ゆずる気配がない。近寄るなっ、これを渡すくらいなら、短冊を持って川に飛び込むぞ。

　と、その時だった。

「あ、おーい、桐きり島しまぁ、サボってんじゃねーぞぉ」

　河か川せん敷じきを走ってきたサッカー部の先輩たちが、河原かわらにいる俺に気づいて声を掛けてくる。どの口がそれを言うんですか、と思ったけど、今だけは全力で感謝した。

「すいませんっ、すぐ行きます」

　そう答えて、駆かけ出す。短冊を手に握にぎり締しめたまま。

　後ろからツクモが何か言ってきたけど、気づかない振りをした。

　俺の手の中にある短冊には、こう書かれていた。

『これからもツクモのそばにいれますように　桐島新あら太た』

　走りながら、自然と笑みが浮かんでくる。こんなもん、見せられるわけねぇだろ。

　そして、改めて思う。やっぱり教きよう訓くんは正しい。

　第百七十訓くん、願い事は胸に秘めるもの、誰だれかに見せるものじゃない。
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　あとがき




　今、とても楽しみにしている将棋の漫画があります。

　その漫画の中で、とある棋き士しが負けるシーンがあります。

　軽く浅く、を信条としている彼は、負けた後で相手に諭さとされます。まだ重い、迷うな。

　軽さと重さ、私わたしはこのシーンを読み返すたび思います。軽いとはなんだろう、重いとはなんだろう。将棋とは違ちがいますが、物語にも軽さと重さがあって、もちろんちょうどいいバランスがあります。結局たどりつくのは、重さなんてどーでもよくて、面おも白しろいかどうかなんですけれど。それでも、これから先、もっとふわふわぴらぴらの軽いもの、ずっしりと重いもの、色んな重さの物語を書いていけたらと思うのです。




　こんにちは、瀬せ那な和かず章あきです。

　皆様のご応援のおかげで三巻をお届けすることができました。毎回同じことを書いていますが、担当の佐さ藤とう様、小こ原ばら様、イラストレーターのすまき俊しゆん悟ご様、この本ができるにあたって尽じん力りよくしてくださいました全ての方々、そして手にとって頂いた読者の皆様、本当にありがとうございます！

　深々。

　さて、今回のテーマは七夕です。

　イベントと言えばバレンタインやクリスマスがよく物語に使われますが、私は七夕や節分やひな祭りなどの日本やアジア圏けんのお祭りも情じよう緒ちよがあって大好きです。

　一つ一つの行事に物語があって、一つ一つの飾り物に意味があって、調べていくとツリーのように情報がつながって驚おどろかされることばかりです。

　七夕の発はつ祥しようは中国ですが、調べると国や地域でかなり違いがあります。中でも、笹に願い事を書いた短冊を吊つるして、星に祈いのるのは日本以外ではあまり見られないそうです。とてもお洒しや落れな行事だと毎年思っていたのですが……これを考えた日本人、グッジョブです！　織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしは自分たちの恋に一生懸けん命めいで、他人の願い事を叶かなえてくれるような余よ裕ゆうはない気もするんですけれど。

　最近、星を見上げることが少なくなりました。

　だからせめて、七夕の日くらいは星を見上げて祈りたいと思います。

　せっかく、こんなに素敵な伝説があるんですから。

　七夕伝説。伝説と呼ばれるのは、誰だれかが描いた物語と違って、沢たく山さんの人が沢山の場所で語り伝え、アイデアを付け足しながら広がっていったからでしょう。

　この本の発売日は、ちょうど六月。私の物語は、何百年も語り継がれてきた伝説に比べるととても小さなものですが、夜空に瞬またたく恋人たちのことを思い出して、最近見上げることが少なくなった星を見上げるきっかけになっていただければ嬉うれしいです。




　今、とても楽しみにしている将棋の漫画があります。

　主人公が目標を見失っていた時に、大切なことを思い出すシーンがあります。自分が今立っているプロ棋き士しという場所が、かつて大切だった人が焦こがれていた場所だったってことに気づくのです。

　私わたしはこの漫画の主人公よりもたぶん、貪どん欲よくな人間です。だから、自分が立っている場所を忘れたことはありません。それでも、このシーンを読み返すたびに思うのです。かつて、この場所に立つことを焦れていた幼い頃ころの自分のことを。今の私は、あの頃の自分から見て納なつ得とくできる姿をしているでしょうか。

　わかりません。わかっているのは、私にできることは、全力で走り続けるだけだということです。

　すぐに不安になったり迷ったりしそうになるような未熟者ですが、皆様に面おも白しろい物語がお届けできるよう、これからもせいいっぱい精しよう進じんしていきたいと思います。

　これからもよろしくお願いいたします。


瀬せ那な和かず章あき
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瀬せ那な和かず章あき

冬の日、窓を開けて執筆していたら、いつの間にかコーヒーカップの傍に吹き込んできた雪が積もっていました。びっくりしたので写真を一枚。どうりで寒いはずです。
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すまき俊しゅん悟ご

日々、ニョロリと絵を描くフリーの絵描き。

ミミっ娘いいですねミミっ娘。

ホットパンツにニーソックスもいいですね。大好物です。









電撃文庫





レンタル・フルムーン３




第だい三さん訓くん 星ほしに願ねがってはいけません











瀬せ那な和かず章あき
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